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第１章　間違いだらけの異世界召喚




「し、白魔法が使えないだと!?　異世界の回復術士を召喚したのではないのかっ!?」

「す、すみません。そのはずです。最高のクレリックと指定して召喚魔法を使用しました」

　俺は今、アニメやゲームに出てきそうな灰色のローブ姿で、大きな杖を持ったオッサンふたりが騒ぐという、変な夢を見ている。

　このふたり組は、口だけのクソ上司とその部下っていう、俺の働いている環境にそっくりだ。なにも夢の中まで上司から怒られる光景を見せなくてもいいのに。

　数日前に怒られている後輩へ助け舟を出して、上司の怒りの矛先が俺に向いてしまったことがあったからか？

「えーっと、あなたの名前は？」

　怒られているのが自分であれ他人であれ、三十歳を過ぎてこんな夢など見たくないし、早くこの夢が終わってくれないかなと思っていると、部下の方の男性が話しかけてきた。

「俺？　斉さい藤とう竜りゅう司じだけど」

「サイトウ・リュージ……あの、異世界で最高のクレリックなんですよね？」

「いや？　ただのブラック企業のサラリーマンだけど？　最高のクレリックってなんのことだ？　……あ、斉藤クリニックなら、うちの実家だけど」

「「えっ!?」」

　俺の言葉で目の前の男たちが突然固まる。

　しかし、この夢はなんだろうか？　夢の主を差し置いて、こそこそと内緒話をするなんて。

　どうせ夢だからと聞き耳を立ててみる。

「……すみません。召喚時の指定を間違えたみたいです」

「では、あの男は最高のクレリックではないのか？」

「はい。鑑定魔法で確認しましたが、城魔法という意味不明なスキルしか持っていませんでした」

「……どうするのだ！　魔王討伐の旅に出たミア王女様の回復係は！」

　どうやら、最高のクレリックと斉藤クリニックを間違えたらしい。……って、間違うか？　それに、魔王や王女様って、ゲームの世界かよっ！　まぁ夢に突っ込んでも仕方ないけどさ。

「あの、これは迷惑料ってことで」

　よくわからないままに謝られ、白い硬貨が数枚入った小袋を渡されると、オッサンふたりに謎の部屋から追い出されてしまった。

　周囲を見回してみると、ゲームやアニメの世界みたいなレンガ造りの家が並び、剣を携え、鎧を着た人が街の中を歩いている。

　……今度はコスプレの夢なのだろうか。

　だけど、目の前を歩く緑色の鎧のキャラなんて見たことがないし、ゲームに出てくるＮＰＣの村娘Ａみたいなコスプレをしている人がたくさんいる。

　この見知らぬ街とリアルに感じる気温、変な人を見るような周囲から突き刺さる視線。それから召喚魔法……って、まさか異世界とかに来ていたりしないよな？

　いやいや、いくら俺がマンガやラノベを読みまくるからって、そんなＷｅｂ小説みたいなことはない……はず。ないよなっ!?

　とりあえず、金髪の女性がいたので話しかけてみる。

「すみません。ここって、なんていう地名ですか？」

「ん？　カゼルスの街よ。この辺りでは珍しい黒髪だし、見たことのない変わった服を着ているけど、君は他の国から来た旅人なのかな？　その格好は目立つから、そこの服屋さんでなにか買って着替えた方がいいと思うわよ」

　カゼルスっていう、全然知らない地名を言われてしまった。

　しかも、どう見ても外国人なのに、思いっきり日本語で会話ができている。その上、二十代半ばくらいの女性に話しかけたのに、俺のことを君……って、まるで少年のように呼んできた。

　ただのＴシャツとジーパンにスニーカーが変だって言われてしまったし、アドバイスしてもらった通り服屋へ入る。すると、今度は銀髪の店員さんが俺の格好を珍しそうにジロジロと見てくるし、やっぱり異世界なのだろうか。

「ありがとうございましたー！」

　この辺りの一般的な服と靴を適当に見繕ってもらい、長袖のシャツや革のズボンにブーツという格好に着替えて鏡を見ると、なぜか二十代前半くらいの俺が映っている。おまけに、その代金をもらった白い硬貨で支払うと、見たことのない金貨や銀貨がお釣りとして返ってきた。

　ほら、絶対にこれは異世界だって！

　ブラック企業だとわかっていても辞めるに辞められない俺の状態を見かねた神様が、まだ元気だった頃に戻ってのんびり過ごせって言ってくれているんだよ！

　というわけで、異世界を観光しながら憧れのスローライフだっ！

　再びそこら辺の人に道を聞き、乗合馬車の停留所と呼ばれる場所へ行く。

「すみません。田舎に行きたいんですけど、どれに乗ればいいですか？」

　チケット売り場みたいな小屋で、店員さんらしきお姉さんに尋ねてみた。

「田舎……ですか？　でしたらモラト村でしょうか。のどかで綺麗なところで、ここから半日で着きます」

「では、そこでお願いします」

「わかりました。モラト村までは銀貨一枚となります。あちらにある、五番の馬車へ乗ってください」

　指示された馬車へ乗り込み、コトコトと揺れる座席からぼーっと外を眺めていると、離れていく街の奥に大きな城が見えた。

　まったく気付かなかったけど、どうやらさっきいた街は城下町だったらしい。

　そう思った直後、




　――スキルの修得条件を満たしましたので、城魔法「サモン」が使用可能になりました――




　聞いたことのない声が頭に響く。

「えっ!?」

「ん？　お兄さん。どうかしたのかい？　気分が悪いなら、外を見ているといいよ」

　思わず声が出てしまい、隣に座っていたオバサンが気を遣って声をかけてくれた。

　もしかして今の声って、異世界ものによくある神様の声とか、システムメッセージとかっていう、あれなのか!?

　城魔法「サモン」って、なんだろう。

　使用可能になったって言っているから、ものすごく使ってみたい。

「お兄さん。どうしたんだい？　まだ気分がよくならないのかい？」

　どんなスキルなのかわからないので村に着くまで我慢しようと思っていると、そわそわしてしまっていたのか、再びオバサンが声をかけてきた。

「いえ、そういうわけではないんですが……すみません。オバ……お姉さんは、魔法ってなにか使えますか？」

「私？　まさか。白魔法は教会が、黒魔法は魔法学院が門外不出にしているからね。気分が悪いのはかわいそうだけど、回復魔法ならどこかの教会まで我慢しないとね」

　なるほど。魔法を使えるのは一部の人だけだってことか。

　だったら、城魔法のことは黙っておいた方がよさそうだ。

　俺は異世界の風景を見ながら気持ちを落ち着かせ、ひたすら村へ到着するのを待つことにした。




　半日近く馬車に座り、ようやくモラト村へ到着した。

　だが降りたのは俺だけで、他の乗客はさらに遠くへ行くらしい。

　最初に召喚された城下町と比べると明らかに人が少ないし、リクエスト通りの田舎なのだろう。

　観光の前に、馬車の中で突然使えるようになった城魔法というのを使ってみたいので、石壁に囲まれた村を出て人気のない林の中へと進んでいく。

「ここなら誰も来ないだろうし、早速……城魔法『サモン』！」

　スキルの使い方なんてわからないから、少し開けた場所で右手を前に突き出して叫んでみると、目の前が真っ白に光り輝く。

　眩しい光は一瞬で収まり、目が慣れてくると視界に見慣れた建物が映っていた。

　斉藤クリニックと描かれた看板に、白い塀。横に回ると植え込みがあって、斉藤の表札が付いた住居用の扉がある。

「これって、まさか実家!?」

　いや、マジでそのまんま実家なんだけど。

　三階建ての実家は、一階が診療所で二階にリビングやキッチンがあり、三階が俺や妹の結ゆ衣いの部屋だ。

　まぁ妹といっても学生結婚で、すでに娘――俺からすると姪にあたる、真ま衣いちゃんがいて、実家に住んでいるんだけどさ。結衣はどうでもいいけど、四歳のかわいい真衣ちゃんのことを思い出しつつ中へ入ると、住居用の玄関やリビングに、俺の部屋までほぼそのままだった。

　ただ、どういうわけか、一部の家電製品がなくなっていたり、形が変わっていたりするけど。

「冷蔵庫やコンロは変わっていないのに、リビングのテレビとパソコンがなくなっているのはなぜだ？」

　ソファやエアコンなんかは、変化していない。電子レンジはなくなっていたけど。

「あぁっ！　ゲーム類がまったくない！　あのＲＰＧ、めちゃくちゃやり込んだのに！」

　一方、三階にある俺の部屋はというと、テレビに接続するタイプや携帯ゲーム機、それらに関する攻略本まで、どういうわけか綺麗に消えてしまっていた。

「でも、漫画やラノベはほぼすべて残っているんだよね。いったい、どうなっているんだ？」

　ゲームがなくなったのは悲しいけど、大量に集めた漫画やラノベはなくなっていない。

　他に残った箇所は……と、一階へ降りてみると、クリニックも概おおむねそのままだ。

　とはいえ、クリニックにあるものは、もともとなにがなんだか俺にはわからないけどさ。

　……そういえば、父さんがこの家とクリニックのことを自分の城だって呼んでいたけど、もしかして城魔法って、実家を異世界へ呼び出すスキルなのだろうか。

「まぁいいや。とりあえず、寝る場所には困らないってことがわかったし、慣れた実家で寝泊まりしながら異世界を観光できるなんて最高じゃないか」

　そう言って、喉がカラカラなことに気付く。

　考えてみたら、半日近く飲まず食わずだったんだよな。

　異世界だけど、冷蔵庫があるんだ。中身も大丈夫だろうと軽い気持ちで冷蔵庫の扉を開ける。

「……え？　ビン？　ペットボトルがないけど母さんが突然エコに目覚めたとか？　いや、そんなことはないよね？」

　いつも二リットルの水が入っている場所に、透明な液体が入ったガラスビンが置かれていた。冷凍食品は!?と思って冷凍庫を開けると、凍った肉の塊だけが入っている。

　必ずと言っていいくらいに、いつも冷凍のうどんが入っていたのに。

　しかし、よく見てみると、ところどころ冷蔵庫のデザインが微妙に違う。

「待って！　コンセントがないっ！　なにこれ、どうやって動いているの!?」

　冷蔵庫に絶対あるべき線、それがなかった。

　水道は？　ひねってみると水が出てきた。……うん、普通に使える。

　恐る恐る飲んでみたが普通の水だ。

　じゃあ、コンロは？

「えぇぇ……ボタンがないんだけど」

　火を点けるボタンも、火力を調整するレバーもない。ＩＨだったはずなのに、ガスコンロになっているのはさておき、そもそもの使い方がわからない。

　トイレやお風呂は問題なし。

　意外なところで、食器棚にある真衣ちゃん用の割れないプラスチック製の食器が木の食器に変わっている。

「プラスチック製の物が、木製やガラス製に置き換わっているのか？　これは、異世界にプラスチックがないから？」

　テレビやゲーム、他にパソコンが消えているのも、異世界に存在しない物だからということだろうか。

　つまり、この世界には冷蔵庫やエアコンなどは存在すると。

　なんとなく法則がわかってきたところで、お腹が空いてきたけど、電子レンジがなく、コンロが使えないのは困った。

　とりあえず、村でなにか食べ物を買おうと玄関から外へ出る。

「なるほど。俺が家から出ると消えるのか」

　扉を閉めると、実家が消えていった。

　念のため、城魔法「サモン」を使ってみると、再び家が現れたし、問題はなさそうだ。

　陽が落ち始め、茜色に染まる村の中を歩き回り、露店でうまそうな見た目と匂いのする物を適当に頼んで腹を満たす。

　それから明日の朝食としてサンドイッチを買うと、急いで村の外へ。

　先ほどの林の中でもう一度城魔法を使おうとして、倒れている少年を発見した。

「君、大丈夫？」

　林の中で仰向けになっている金髪の少年に声をかけてみたけれど、反応がない。

　どうしてこんな場所に子供が!?　いや、理由なんて後だ。ここは日本とは違う異世界だし、夜には定番の魔物が出るかもしれない。

「サモン」

　まずは安全な場所へ運ばなければと、城魔法で実家を呼び出すと、一階のクリニックへ少年を運ぶ。

　この少年は見たところ小学五年生か六年生って感じだけど、随分と軽い。筋肉が少なくて痩せているし、男の子なのに髪が長いのは、もしかして孤児なのだろうか。

　奥にあるベッドへ少年を寝かせると、クリニックのガラス戸をしっかり閉め、シャッターを降ろすボタンを押す。……よかった、動いた。

「君、大丈夫？　おーい」

　ダメだ。意識がない。こういう時、どうすればいいのだろうか。

　せっかく医療器具や薬があるというのに、俺が医療の知識を持たないがために、なにをすればいいかわからない。

　なにか薬がないかと、調剤室へ入ってみる。

「なにこれ？　草ばっかりなんだけど」

　本来ならば、俺にとっては意味不明な薬のビンが無数に置いてあった場所に、緑色の草や赤い花、謎の木の実などがある。

　これも異世界に存在するものに置き換えられた結果なのだろうか。

　棚に貼られた説明用のラベルをザッと眺めてみる。

「カモミーユの花にアクアティアメンタって、なんだ？　次はバイタル・ポーションＦ？　Ｆっていうのがなにかわからないけど、とりあえず異世界の回復アイテムといったらポーションだよな？」

【バイタル・ポーション（Ｆ）】とラベルが貼られた小瓶に、乳白色の液体が入っているけれど、さすがにこれで実は牛乳でした……なんてことはないだろう。

　どれくらいの分量が正解なのかはわからないが、眠る少年の口にそっと乳白色の液体を流し込んでみる。

「ん……」

　気が付いたのか？と思ったけど、口に入れた液体をすべて飲み干したのに、先ほどと変わらず意識が戻らない。

　どうしよう。ポーションの量が少ないのか？　それとも、そもそもこのポーションではダメなのか？

　別の方法がないかとクリニック内を見回し、ふと視界に映った物に視線が留まる。

「聴診器か。さっきのポーションみたいに、これも異世界化されていたらなにか効果があるかもしれないし、試してみよう」

　目の前の少年を助けることができるのであれば、なんでもやってやろうと、今まで触ったこともない聴診器を耳につけ、少年の服をまくる。

　胸に聴診器を当てると、




　――スキルの修得条件を満たしましたので、お医者さんごっこ「診察」が使用可能になりました――




　城魔法を修得した時と同じ声が脳内に響いた。……響いたのだが、

「お医者さんごっこっていうスキル名はなんだよっ！　いや、確かに俺の知識はごっこレベルだけどさ」

　このスキル名はなんとかならないのだろうかと思いつつ、少年の胸に聴診器を付けたまま「診察」と呟くと、目の前に銀色の枠が現れた。





　診察Ｌｖ１

　状態：健康、睡眠状態






　レベル１……はさておき、診察スキルによると、この少年は健康でただ寝ているだけらしい。

「なんだよ。寝ていただけか……って、すごい場所で寝るんだな」

　なんにせよ、少年が無事でよかった。

　今までなんとかしなければと気を張っていたせいか、無事だとわかった瞬間、一気に眠気が襲ってくる。

　少年の服を元に戻して、俺も隣にあるベッドで寝ることにした。




　翌朝。

　寝起きに見慣れたクリニックが視界に映り、一瞬異世界に転移した夢を見ていたのか？と思ったところで、声をかけられる。

「起きた？　おはよう。ところで、お兄さんは誰で、ここはどこなの？」

　昨日助けた少年が、隣のベッドから俺を見つめていた。

　よく見てみると、シャツの袖が透けていたり、身に着けているブレスレットに大きな宝石みたいなのが付いていたりと、なにかのゲームのキャラクターみたいな格好をしている。

　やはり昨日のことは夢ではなくて、俺は異世界に召喚されたのか。

「おはよう。俺は斉藤竜司。で、ここは斉藤クリニック。昨日、林の中で君が倒れていたから、保護したんだ」

「保護かぁ……ふふっ。なるほど。もしかして、お兄さんはボクのことを知らないのかな？」

「ん？　あぁ、すまない。俺は旅人だから世間には疎いんだ」

　異世界から来たというのが、どう思われるかわからないから、とりあえず旅人だということにしたけど……もしかして、この少年は有名な悪ガキだったりするのだろうか。

　それとも実は指名手配されていて、逃げていたとか？　それなら、あんな林の中で眠っていたというのも、わからなくはないが。

「あはは。別にボクは犯罪者とかじゃないよ。ただ、ちょっと有名なんだけど……まぁ知らないならいいよ。それよりさ、この家ってなんなの？　見たことがない物ばかりなんだけど」

「えっ？　まぁなんというか、スキル的な……」

「へぇー、すごいんだねー。ねぇねぇ、お兄さんは旅人だって言っていたけど、どこへ向かっているの？」

「いや、特に目的地はないんだ。この世界を見て回りたいっていうだけでさ」

「なにそれ、カッコいい！　じゃあ、ボクもついていっていい？　ボクも世界を見て回りたいと思っていたところなんだー。それに、一宿一飯の恩は返さないといけないしねー」

　ついてくる……って、本気なのか!?

　寝る場所だけは保証できるが、収入はないから、この先資金が尽きたら食事もできないのだが。

「って、一宿一飯の恩？　宿はともかく、食事なんて……まさか」

「あれ？　このサンドイッチって、ボクのために置いておいてくれたんじゃないの？」

　見れば、朝食にと買っておいたサンドイッチの紙袋が綺麗に折り畳まれている。

「はぁ、仕方ないか。……えっと、君の名前は？」

「ボク？　ボクはセシルっていうんだ。よろしくね、お兄さん」

　異世界生活二日目にして、かなり年下の少年と旅をともにすることになってしまった。

「そうだ、セシル。もしも知っていたら教えてほしいんだけど、ちょっと来てくれないか」

「ん？　なーにー？」

　セシルを連れて、二階のキッチンへ。

「これの使い方ってわかる？」

「これって、黒魔法で火の精霊の力を模倣するっていうマジックアイテムでしょ？」

「黒魔法？　じゃあ、黒魔法が使えないとダメなのか」

「ううん。黒魔法は仕組みとして使っているだけで、使う時にはいらないって聞いたことがあるよ。だから、単に魔力を込めてあげれば……ほら、点いた」

　俺が昨日、使い方がわからず途方に困っていたガスコンロに、セシルがあっさりと火を点ける。

「あのさ、それってどうやるんだ？」

「魔力を送るだけだよ。多く送れば火が強くなるし、少ししか送らなければ火は弱くなるよ」

「……その、魔力を送るって、どうやってやるんだ？」

「どうやって……って言われても、普通に送るだけだよ？　人によって多い少ないはあるけど、誰でも体内に持っている魔力を出してあげるだけだから、魔法のスキルがない人でも使えると思うよ」

　困った。俺たちが呼吸の仕方をわざわざ教えてもらわないのと一緒で、この世界では魔力を送るという行為が、教えるほどでもない当たり前の基本行動なのか。

　たとえば俺が、右手を前に出す方法を教えてくれと言われても、右手を前に出す……以外に言いようがない。

　同じように、この世界では魔法を送るといえば、魔法を送るとしか言いようがないのだろう。

　とりあえず、食料はできている物を買うか、もしくはコンロだけはセシルに点けてもらうかだな。一応、ひとり暮らしで自炊していたけれど、チャーハンやヤキソバを作っていたくらいで、元から大したものは作れないしね。

　じゃあ、まずは俺の朝食を買いに行きがてら、セシルと観光でもするか。

「よし、セシル。これから……って、いない!?　……セシルー！　どこだー！」

　いざ出発！と思ったところで、セシルの姿が見当たらない。

　幸いコンロの火は消してくれたみたいだけど、どこへ行ったのやら。

　三階……はいない。一階か？

　二階から一階のクリニックへと降り、各部屋を覗いてみると……いた。

「セシル。調剤室なんかでなにをしているんだ？」

「調剤室！　なるほど。そういうことかー。お兄さん、これすごいねー。ありとあらゆる薬草や薬があるもん。あ、調剤ってことは、お兄さんは旅の薬師さんなの？」

「え？　そ、そんな感じかな」

　異世界から間違って召喚されたサラリーマンだとはさすがに言えず、適当にごまかしていると、薬の棚を見ていたセシルが大きな声をあげる。

「うわっ、へーゼルの実がたくさんある！　ねぇ、お兄さん。これ、ポーションにしてよ！」

　セシルの言う木の実は、へーゼルナッツだった。お酒のつまみとして一緒に出てくることがある、あれだ。

　こんなナッツがポーションになるの？　というか、ポーションにするって、どうすればいいのだろう。

　セシルはなにかを期待するような目でジッと待っているし、今さらできないとは言いがたい。

　昨日の聴診器のように、見よう見まねでやってみたらスキルとして使えるかもしれない……というか、そうであってくれ。

　祈るような気持ちでへーゼルナッツを手に取ると、近くに置いてあったすり鉢へ入れてみる。




　――スキルの修得条件を満たしましたので、お医者さんごっこ「調合」が使用可能になりました――




　やった！　予想通りスキルが使えるようになった。

　ただ、相変わらずお医者さんごっこというスキル名はどうかと思うが。

　内心では喜びつつも、顔に出さないようにしながら、修得したばかりのスキルを使ってみる。

「調合」

　そう言うと、すり鉢の中身が一瞬で青色の液体に……って、なぜナッツが青色になるんだ？

　若干疑問はあるけど、その辺にあった空のビンに液体を入れて、セシルに手渡す。

「はい、できたよ」

「すごい！　簡単にマジック・ポーションが作れちゃった！」

「マジック・ポーション？　……あ、いや。まぁね。これくらい簡単だよ」

「おそらく、この純度はＡランクかＢランクってところだろうね。これ一本で魔力をたくさん回復できるよ！　いや、お兄さん。すご腕の薬師だったんだね」

　なるほど。マジック・ポーションというのは、さっきコンロの話で言っていた、使った魔力を回復する薬か。

　ＡランクやＢランクって言っていたけど、品質とか効力を表す値なのだろう。

　昨日使ったポーションもＦって書いてあったし、やはりそういう意味だと思われるのだが、ＡとかＢってまずくないだろうか？　普通、ポーションを作る異世界チートものだと、ＦとかＥとかを売って、高ランクのポーションは隠すよね？

「あ、あのさ。セシル。その、俺がＡランクやＢランクのマジック・ポーションを作れることは秘密に……」

「どうしてー？　ポーションを作って売ればお金が入ってくるよ？」

「いや、でもＡランクやＢランクって、珍しいだろ？」

「そうかなー？　ボクのところには普通にあったよ？　ＡとかＳとか」

　あー、なるほど。Ａが一番上ではないんだね。ＳとかＳＳとかが存在する世界か。

　だとしたら、薬草を集めて調合スキルでポーションにして売る……うん。これなら、旅をしながらでもお金が稼げそうなので、早速マジック・ポーションを十個ほど作り、自室にあった鞄に入れて、セシルとともにクリニックを出る。

「こういう外観だったんだねー。珍しい造りだけど……って、消えた？」

「俺が外に出て扉を閉めると消えて、広い場所さえあれば、いつでも呼び出せるんだよ」

「なるほど。すごいねー！　これなら宿の心配はいらないね」

　セシルも俺と同じ感想を抱き、ひとまず朝食のため街へ向かう。

「そういえば、セシルはどうして林の中で寝ていたんだ？」

「ボクは草木に囲まれているのが好きなんだよ。だけど、お兄さんのベッドは格別だね。あんなにフカフカなベッドで寝たことないよ」

　セシルはフカフカって言うけど、クリニックのベッドはそれほどでもない。異世界のベッドに比べれば数段優れているってことか。

　この世界の標準的なベッドを知らないから、あくまで想像だけど。

「ところで、セシル。知っていたら教えてほしいんだけど、ポーションを売るとしたら、どこがいいかな？」

「んー、ボクは人間社会に詳しくないけど、作ったポーションを売るなら商人ギルドじゃないかなー？」

「わかった。朝食を済ませたら商人ギルドへ行ってみよう」

　なるほど。ここはギルドがある世界か。ただ、セシルは変なことを言ったよね？　人間社会がどうとかって。

「あのさ。セシル……」

「お兄さん。見てよ。カモミーユの花が咲いているよ」

「カモミーユの花？　……あ、あぁ薬草だね」

「そうそう。バイタル・ポーションの材料だよ。これで、お兄さんがポーションをたくさん作れるでしょ。摘んでいこうよ」

「えーっと、バイタル・ポーションってどういう効果だっけ？」

「えぇっ!?　それはボクよりお兄さんの方が詳しいよね？　体力とか生命力とかを回復する薬だって認識だけど」

　あっ！　どこかで聞いたような名前だと思ったら、昨日セシルに飲ませたポーションの名前だ！　調剤室の棚に書いてあった名前をようやく思い出すと、セシルが街道から逸れ、白い花畑へと入っていく。

　俺にとってはただの白い花だけど、セシル曰くポーションの材料らしい。

　この世界でカモミーユの花が有名なのか、それともセシルが薬草に詳しいのかはわからないけど、俺も一緒に薬草を摘み、一割ほど摘んだところでセシルが作業を終える。

「お兄さん。十分摘んだし、そろそろやめておこうよ」

「俺はまだ疲れてないから、もう少し摘んでおくよ」

「そういう意味ではなくて、あんまり摘みすぎるとカモミーユがかわいそうだし、来年咲かなくなったら困るから」

「なるほど。そういうことか」

　何事もやりすぎはダメだと気付いて街へ向かうことにしたけど、花束を持ったままなのはどうかと、城魔法でクリニックを呼び出す。

「セシル。とりあえず花束を家の中に」

　このスキルは広いスペースが必要なので、扉だけ出現させて荷物の出し入れを簡単にできたりしないかな。宿や倉庫代わりになっている時点で十二分に便利だから、高望みしすぎかもしれないけど。

　街へ入って適当な露店で朝食を済ませ、道を聞きながら商人ギルドへとやってきた。

　綺麗な女性が用件を聞いてきたので、アイテムの買い取りだと伝えると、俺が読んでいたラノベで定番の言葉が返ってくる。

「ギルドカードはお持ちですか？　それがないとお取引はできないんです」

「ないので作ってもらいたいんですけど」

「では、どなたかの紹介状はございますか？」

　紹介状？　よくある異世界ものだと、この場でギルドカードを発行して、すぐに取引開始って感じなんだけど、そうではないの!?

　せいぜい発行手数料とか、年会費や税金がいるっていうくらいだと思っていたのに。

「すみません。紹介状はないです」

「申し訳ないのですが、紹介状のない方とはお取引ができないんです。どなたか信頼のできる方――たとえばＣランク以上の商人からの紹介状があれば、ギルドカードが発行できるのですが」

　マジかよ。どうして一見さんお断りのハードモードなんだっ！

　異世界へ来たばかりの俺に、人脈なんてあるわけないよね!?

　ポーションを売りながら異世界観光という計画が、最初の一歩で躓いてしまって唖然としていると、後ろにいたセシルが前に出てくる。

「お姉さん。この人はボクが保証するよ。それならいいでしょ？」

「え？　……あっ！　セシル・ルロワ様っ！　し、失礼いたしました。今すぐギルドカードを発行させていただきます」

　セシルが口を開いた途端、女性の態度が一変し、丁重に個室へ通された。

　見た目は男の子にしては少し髪が長いだけの普通の少年だけど、セシルはいったい何者なのだろう。

「ふふっ。ボクはちょっと有名だって言ったでしょ？　この辺りの国では顔が効くから、自由に行動できると思うよー」

　セシルが俺の思考を読んだかのように、クスクスと笑みを浮かべる。

「リュージ・サイトウ様。大変長らくお待たせいたしました。こちらが当ギルドの証となる、ギルドカードです。身分証にもなりますので、紛失にお気を付けください」

　少しすると、先ほどよりもますます丁寧になった女性が、ギルドカードについて説明してくれた。

　なんでも商人ギルドは、国を跨いで利用できるそうだ。

　だが、この国の都市どころか、この世界の国とか地域とかをまったく知らないな。

　どこかで地図が売っていたら、ぜひとも入手しなければ。

　受け取ったカードは、交通系ＩＣカードみたいな感じで、銀色のカードに黒い字で俺の名前が入っていて、預金という文字とともに数字の０が書かれている。




　――スキルの修得条件を満たしましたので、お店屋さんごっこ「鑑定」が使用可能になりました――




　……って、このタイミングでスキルを修得？

　名称的に、ギルドカードをもらって「商人」になることが修得条件なのだろうが、お医者さんごっこに続いて、お店屋さんごっこって。

　ひとまず、使えるようになったばかりの、鑑定スキルの効果が知りたいので、なにかないかと考え、持ってきていたマジック・ポーションのことを思い出した。

「あの、すみません。カードを作ってもらってすぐで申し訳ないのですが、アイテムの買い取りをお願いしたいのですが」

「かしこまりました。当ギルドのメンバーですので、もちろんすぐにお取引させていただきます」

「では、こちらなのですが」

　鞄の中から持ってきたマジック・ポーションを取り出し、テーブルの上に並べていく。

　セシルの見立てでは、ＡランクかＢランクで、珍しい品ではないという話だったのだが、なぜか目の前の女性に驚かれる。

　一度に十本というのが多すぎたのだろうか？

　まぁいいや。早速、鑑定スキルを試してみよう。

「……鑑定」

　小さく呟くと、銀色の枠が現れる。





　鑑定Ｌｖ１

　マジック・ポーション

　Ａランク






　レベル１だから、アイテムの説明とかはないのだろうか。

　レベルが上がれば、いずれアイテムの説明もしてくれると助かるのだが。

　机に並べたマジック・ポーションを女性がひとつひとつチェックしている間に、俺も順次鑑定していくと、十本中六本がＡランクで、四本がＢランクという結果が出た。

　ひとつではわからないけど、ＡランクとＢランクのポーションを並べて比べてみると、わずかにＢランクの方は色が淡い気がする。

「サイトウ様。買い取りを希望されているのは、こちらのマジック・ポーションでお間違いないでしょうか」

「はい。いくらくらいになりますか？」

「そうですね。いずれもＢランクですが、マジック・ポーションはあまり市場に出回らず、かつ人気商品ですので、一本金貨二枚で、合計金貨二十枚ですね」

　ただのへーゼルナッツが金貨になるだなんてボロ儲けではないだろうか。

　いや、喜ぶのはまだ早いか。もしかしたら、この世界ではもととなったへーゼルナッツが手に入りにくいのかもしれないしね。

　女性は全部Ｂランクだと言っているけど、実際はＡランクも含まれているので、その分もきっちりもらっておいた方がよさそうだ。

「すみません。すべてＢランクとおっしゃられましたが、ここからここまでの六本はＡランクですよね？」

「いえ、Ｂランクですよ。そもそも、Ｂランクのマジック・ポーションですら作れる者はかなり限られるというのに、Ａランクのマジック・ポーションを商人ギルドへ入りたての方が所有しているというのは、ちょっと……」

　あれ？　ＡランクやＢランクのポーションって珍しいの？

　セシルはＡもＢも普通だって言っていたよね？　だけど、作れる人が限られるって……どういうことなのだろうか。

　女性の言い方だと、Ａランクのポーションがとても貴重な物に思えてしまうので、どうしたものかとセシルに目をやる。

「お姉さん。お兄さんはボクの紹介なんだけどなー」

「ル、ルロワ様……ですが、マジック・ポーションのランクはＢが妥当かと」

　俺の援護をしてくれたのだが、女性は譲ろうとしない。

　仕方ない。確たる証拠を見せようと、改めて鑑定スキルを使用し、Ａランクと表示された銀色の板を表示させる。

「こちらを見ていただけますか？　Ａランクと表示されていますよね？」

「あの、お客様。いったいなんの話をされているのでしょうか？　なにもございませんが」

「お兄さん。ボクにも見えないけど、そこになにかあるのー？」

　え？　こんなにはっきりと表示されているのに……もしかして、鑑定スキルの結果は俺にしか見えないのか!?

　困った俺と、ニコニコと笑顔を崩さないセシルに、泣きそうな表情の女性。

　膠着状態になり、しばし部屋の中を沈黙が支配した。

「失礼。随分と静かですが、なにかあったのでしょうか」

「あなたは？」

「失礼いたしました。私は当ギルドの責任者、トーマスと申します。なにか失礼がありましたでしょうか」

　責任者だという、カッチリとした服装の中年男性が部屋へ入ってきた。いわゆるギルドマスターと呼ばれる一番偉い人なのだろう。

　俺は適性価格で買い取ってほしかっただけなのに……と思っている内に、セシルが口を開く。

「こちらの女性がね、ボクの友人が持ち込んだＡランクのポーションをＢランクだと言って、値切ろうとしているんだよ」

「ち、違います。値切るだなんて。私は適切な対価をお支払いするつもりで……」

「待ちたまえ。私が見よう……ステータス」

　事情を察したトーマスさんが右手を掲げた。

　おそらく鑑定スキルと同じか、より優れた効果なのだろう。だけど鑑定スキルと違って、トーマスさんの手元に現れた銀色の枠が俺にも見えているのは、魔法だからだろうか。





　マジック・ポーション

　Ａランク

　状態：安定

　魔法力を回復する薬






　対象となったポーションに、Ａランクと表示されている。

　同様にすべてのマジック・ポーションを確認すると、俺が言った通りの結果となった。

　女性はなにか言いたそうだったが、トーマスさんに指示され奥の部屋へ姿を消す。

「当ギルドの職員が失礼いたしました。申し訳ありません」

「いえ。誤解が解けたのなら、俺はそれで……」

「お気遣いありがとうございます。では早速買い取りですが、マジック・ポーションのＡランクは金貨三枚、Ｂランクは金貨二枚となりますので、こちらをお納めください」

「ありがとうございます。あれ？　少し多いですよ？」

　Ａランクが六本、Ｂランクが四本なので、合計金貨二十六枚のはずが、三十枚となっている。

「ご迷惑をおかけしたので、お詫びです。このたびは誠に申し訳ありませんでした」

「いえ。こちらこそ、あの、ありがとうございます」

　おそらく口止め料なのだろうと思っていると、空気を変えたかったのか、トーマスさんが全然違う話をしてきた。

「ところで、おふたりはしばらくこの村へ滞在されるのでしょうか？」

「えぇ。観光でもしながらゆっくり過ごそうかと思っています。とはいえ、俺は世界を旅しているので、ある程度見たら、どこかへ移動しますが」

「観光ですか。残念ながら、この村には観光と言えるほどのものはないですね。観光をご希望でしたら、乗合馬車で王都ベルナまで行った方がよろしいかと。半日ほどで着きますし、王城だってありますよ」

　それって俺が最初に召喚された街ではないだろうか。

　王都――日本で言う首都だったのか。確かに城もあったし、街も人が多くて賑やかだった。

　トーマスさんにお礼を言い、商人ギルドを後にする。




「セシル、さっきはありがとうな」

「お兄さん、なんのこと？」

「俺を保証するって言ってくれたことだよ。セシルがいなければ、せっかく作ったポーションも買い取ってもらえなかったんだろ？」

「そうなのかもしれないけど、ボクはお兄さんが作ったポーションでお金を稼いでもらわないと困るからねー。これからお世話になるわけだし、食事にはありつきたいよね」

　おぉっと、そういう理由か。まぁわかりやすくていいけどさ。

「でも、ボクも食費くらいはちゃんと稼ぐからさ」

「なにか商売でもするの……というか、もともと商人なのか？」

「ボク？　ううん、ボクは商人ではないけど、その代わり……これだよ」

　村の中を歩いていると、舗装されていないむき出しの地面から、黄色い花を摘む。

「これはアルニカルっていう花で、鎮痛効果があるんだー」

「そうなんだ」

「うん。この辺りに住む人は知らないみたいだけど、お兄さんも知らなかったんだね。ボクは植物の知識があるから、ポーションの材料になる薬草を見つけたら教えてあげるよ」

「なるほど。そうすれば、またポーションにして、売ることができるね」

「そうそう。薬草をそのまま売るよりも、ポーションにしてからの方が、高く売れるしね」

　確かにセシルの言う通りかもな。

　スキルで調合できているだけで、俺自身は薬草や薬の知識なんてないからね。

　セシルが薬草について教えてくれるのは非常に助かる。

　ただ、まだ小学生くらいだというのに商人ギルドへ顔が利いたり、植物に詳しかったりと、セシルは何者だろう。詮索されたくないのは俺も同じだから聞かないけど。

　異世界から来たって言っても、信じてもらえないだろうしね。

　時々道端に生えている薬草を摘みながら、特にアテもなく歩いていると、丘の上に到着した。

「お兄さん。この辺に生えているのは、ほとんど薬草だよー」

「わかった。適度に摘むよ」

　セシルに教えてもらいながら薬草を摘み、なにげなく村を眺めてみる。

「家の屋根が赤色で統一されているんだね」

　眼下に並ぶ家は整列しているわけではないし、大きさや形だってバラバラだけど、屋根の色だけは赤色で統一されている。

　単に屋根に使われる材料が同じだけなのかもしれないけど、日本では見られない風景だ。

「お兄さんは、こういうのが好きなの？」

「俺の生まれ故郷では家の大きさも、形も色も、バラバラだったからね。こういう風景を見ているのはおもしろいよ」

「ふぅん。だったら、ボクのお気に入りの場所へ連れていってあげる。お兄さんは、きっと好きになるよー」

　しばらくモラト村の風景を楽しんだ後、村で昼食を済ませ、ついでに食材も買う。

　実家を呼び出すと、買った食材を冷蔵庫にしまい、続いて薬草を調剤室へ。

　様々な種類の薬草を摘んだので仕分けまでやるべきなんだけど、冷蔵庫の中の整理に時間を取られてしまったので、今は調剤室の隅へ積み上げておいた。

「お待たせ……って、寝てるっ!?」

　一階へ戻ると、ベッドでセシルが小さな寝息を立てて眠っていた。

　すぐに起こすのもかわいそうなので、先に夕食の仕込みだけ済ませることに。

「コンロは魔力の流し方がわからないからセシルに頼むとして、炊飯器はそのまま使えそうだから、お米を炊いておこう」

　野菜と肉も切って、後は焼くだけの状態にして、冷蔵庫へしまい、夕食の準備を終える。

「セシル。そろそろ起きてー」

「んー……お兄さん。準備は終わったのー？」

　寝起きのセシルを改めて見ると、やっぱり細い。よし、夕食に肉を足しておこう。

「俺は終わったから、セシルのお気に入りの場所へ連れていってよ」

「うん。ついてきてー」

　実家を出て、村へ入らず林の中へ進むと、時々薬草を摘みながら獣道を歩いていった。




「着いたよー。どうかなー？」

「すごい！　幻想の世界へ来たみたいだ！」

　しばらく進むと、木々に囲まれた綺麗な湖が現れた。

　人工物が一切なく、湖の周りには花が咲き乱れ、蝶が舞っている。

「こんなに綺麗な湖は初めて見たよ」

「ふふっ。お兄さんが気に入ってくれて、よかったよ」

　しばらく湖の周りを散策し、幻想的な風景を楽しんだ後、今日は湖の近くで寝ようという話になった。

　とはいえ、実家を出して雰囲気を壊すのは嫌なので、少し林の中へ入って家を出す。ここからでも、三階の俺の部屋から湖は十分見える。

　実家の窓から綺麗な湖が見えるなんて、ものすごく贅沢だ。

「お兄さん！　これはなに!?」

　ひとりで窓の外を眺めていると、セシルの驚いた声で現実に引き戻される。

　どうやらセシルが、俺の部屋にあった大量のラノベや漫画を見つけて驚いたらしい。

　しまった。この世界では本が珍しいのかも。

「俺の国の本なんだけど……」

「本はわかるんだけど、古典から最近の物までほとんど読んだはずなのに、ここにある本は見たことがないよっ！」

　だろうな。ラノベはまだしも、漫画なんてないだろうし。

　しかし、セシルが本をほとんど読んでいるってことは、この世界は本が少ないってことか。

　日本ではすべての本を読むなんて、一生かかっても無理だろうし。

「お兄さん。どれか読んでもいい？」

「構わないけど、読めるのか？　俺の国の言葉で書かれているけど」

「翻訳魔法を使うから大丈夫だよ」

　なるほど。言われてみれば、翻訳も異世界ものの定番だよね。村の看板とかが読めるし、きっと俺にも翻訳スキルが備わっているのだろう。

「そういうことなら……セシルはどんなのが好みなんだ？　冒険ものとか、ラブコメとか」

「ラブコメ？　よくわからないけど、ボクは恋愛話が好きかな」

「わかった。ただ俺は純文学みたいなのは持ってないからな？」

　セシルはピンとこないみたいなので、王道の学園ラブコメを渡しておいた。

「お兄さん！　本に女の子の絵が描いてある！　ものすごく上手だし、紙の質もすごいよ！」

　あー、渡したのがラノベだからね。

　漫画は文化が違いすぎるから、ラノベの方がいいと思ったけど、正解だったようだ。

　しかし、表紙でこの反応なのだから、漫画だとどうなっていたことか。

　セシルが黙々とラノベの世界へ入り込んだので、俺も再び異世界の景色を楽しむことにした。




　日も落ちてきたため、セシルにコンロへ火を点けてもらい、夕食にする。

「お兄さん。ボク、こんなにたくさん食べられないよ？」

「育ち盛りなんだから、遠慮しなくていいって」

「そんなこと言われても……ごめんね」

　成長期だと思われるセシルは、もっと食べなければならないだろうと肉野菜炒めを大盛にしておいたのだが、ほとんど俺の皿へ移されてしまった。

　俺が子供の頃は、あれくらい食べていた気がするんだけどな。

　食事を終えた後はお風呂だが、昨日はバタバタして入れなかったので、今日は湯船にゆっくり浸かりたい。

　どういう仕組みかは知らないけど、水は出るから、お湯もいけるのではないだろうか。

　というか、出てくれ！　やっぱり温かいお風呂に入りたいんだ！

「出た！　これで風呂に入れる！」

　祈るような気持ちでお風呂のレバーを動かすと、蛇口からドバドバお湯が出てきた。

　石鹸は日本の形そのままで四角いのが置かれてあり、シャンプーはボトルの代わりにビンの中に入っている。容器はどうあれ、使えるのならそれでいいだろう。

「セシル、先に入る？」

「ひとりで入るの!?　お兄さん、一緒に入ろうよー」

「さすがにお風呂はひとりで入ろうよ」

　異世界だからかもしれないけれど、嫌がるセシルを説得し、なんとかひとりでお風呂へ入ってもらったのだが、セシルの着替えがないことに気付いた。

　俺の服は異世界へ来た直後に買ったし、下着類は実家にある物を着ればいいけど、セシルとサイズが違いすぎる。

「待てよ。もしかして小柄な結衣の服なら、セシルとサイズが合うんじゃないか？」

　結衣の部屋でクローゼットを漁ると、Ｔシャツと短パンに、パンツが出てきた。

　シャツと短パンはともかく、パンツは……でも他に選択肢がないし、仕方がないよな。

「お兄さん……どこー」

　結衣の服を手に脱衣所へ戻ると、お風呂を上がったセシルが、びしょ濡れのまま、もともと着ていたパンツだけを履いてキョロキョロしていた。

「ごめん。タオルの場所を言ってなかったね。はい、どうぞ」

「どうぞ……って、自分で拭くの？　着替えも自分で？　ど、どうやって？」

　お風呂へひとりで入らなかったり、身体を自分で拭けなかったりと、文化に違いがあるのは異世界だから？　それとも実は貴族の息子だとか？

　今のまま放っておけないので、セシルの身体を拭いていくが、どうやら着替えも自分でできないようだ。

　口には出さないでおくけど、商人ギルドに顔が利いて、本が少ない世界なのに本が読めて、ひとりでは着替えができない。……うん、わかった。やっぱりセシルは貴族の息子だね。

「じゃあ、後ろを向いて。足元までパンツを下ろすから足を上げて……うん。それでいいよ」

　目の前にいるのはセシルだけど、真衣ちゃんを相手にしていると思いながら、結衣の服に着替えさせる。

「お兄さん。ありがとー」

　女性用のパンツだから、お尻の部分が大きいはずだけど、なぜかあまり違和感がないな。

　セシルは栄養がお尻に行っているのか？

　その後、髪の毛をしっかり拭いてシャツと短パンを着せてみると、女性向けのデザインだからか男の娘こみたいになってしまった。

　セシルは気付いていないだろうが、心の中で謝り、俺もお風呂へ。

　しばらく湯船でゆっくりした後、身体を洗おうと思ったけど、なぜか石鹸もシャンプーのビンも濡れていない。

「さすがに身体を洗ってあげるのは勘弁願いたいな」

　仕方がないので、明日一緒に風呂へ入り、身体の洗い方を教えようか。

　苦笑交じりにお風呂と着替えを済ませ、日本と同じように使えた洗濯機を動かしてからリビングへ戻ると、セシルが一心不乱にラノベを読んでいた。

　昨日は疲れていたから一階のベッドで寝たが、今日は自分のベッドで寝たい。

　セシルはひとりでお風呂や着替えが無理だけど、寝るのはひとりでも大丈夫だよね？

「セシルはどこで寝る？　俺は三階で寝ようと思うんだけど」

「じゃあ、ボクもー」

「なら俺はこっちの部屋で寝るから、セシルはそっちの部屋を使ってくれ。あと、その部屋の服は自由に着て構わないから。おやすみ」

「え!?　お、おやすみー」

　セシルに結衣の服を自由に使っていいとは言ったものの、サイズは合っても、異世界の服とデザインが違いすぎるし、なにより女性の服だ。

　さらに結衣がスカート派だったから着られるズボンはないかも。

　そんなことを考えながら、久々に実家の自分のベッドで眠りに就いた。










第２章　一文字違いの異世界魔法




　翌朝。カーテンの隙間から入り込む朝日で目が覚める。

　空気がうまいからか、やけに寝心地がよかった。まるで人肌に触れているような柔らかさと温かさを感じていたのだが、異世界へ来てベッドの質が上がったのだろうか。でも、なにかが触れている気がして毛布を剥がしてみると、なぜかセシルが俺を抱き枕にして眠っていた。

「いや、なにをしているんだよ。セシル、朝だよ」

「んー。お兄さん、おはよー」

「おはよう。いつの間に入ってきたんだ？」

「あはは。いつもはひとりで寝ていたけど、人の温もりを知っちゃうとねー」

　その言い方だと、誰かと一緒に寝たことがないように聞こえてしまうのだが。

　さすがに今の年齢ではないだろうけど、幼い頃は親と一緒に寝るよね？

　でもセシルは貴族の息子だから、両親の温もりを知らずに育ったとか!?

　それは……悲しすぎる！

「わかった。これからは俺と一緒に寝る？」

「いいの!?」

「あぁ。お風呂も一緒に入ろうか」

「やったぁ！　お兄さん、ありがとう！」

　セシルが大喜びで抱きついてくるから、父親になったみたいな気分になってしまう。

「まずは朝食にしようか。ただその前に着替えだけど、これも少しずつ自分でできるようになろうな」

「えー。お兄さんにしてもらいたいなー」

「それは少し甘えすぎかな。とはいえ、ゆっくり覚えていけばいいさ」

　そう言って着替えを済ませると、リビングへ移動した。

「お兄さん、伏せてっ！」

　朝ごはんを食べていると突然セシルが叫び、わけがわからないままテーブルの下へ潜り込んだ直後、家全体が大きく揺れる。

「地震か!?」

「ううん。なにかはわからないけど、家に大きな魔力がぶつかったみたい」

　異世界とか魔力とか、正直よく理解はできていないが、家は無事だろうか。

　揺れが収まったので、家の外を確認しようと思い、玄関から外へ。

　扉を閉めず、開けっぱなしにして周囲を見て回ると、中学生くらいの少女が倒れていた。

「大丈夫か!?」

「……ぅぅ」

　セシルの時と違ってものすごく苦しそうだし、寝ているわけではないだろう。

「そうだ、診察だ！」

　動かしても大丈夫だろうか。

　不安だけれど、クリニックへ運び込めばお医者さんごっこスキルで助けられるかもしれない。

「セシル！　扉を閉めずに来て！　女の子が倒れているんだ！」

「これは……お兄さん！　この子、なにか強力な魔法の呪いを受けているよ！」

「呪い!?　いや、とりあえず中へ運ぼう。手伝って！」

　女の子を慎重にクリニックのベッドへ寝かせると、急いで聴診器を手に取る。

　緊急事態だからとワンピースのボタンを少し外し、胸に手を当てた。

「診察！」





　診察Ｌｖ１

　状態：七日呪い






「セシル！　七日呪いってなに!?」

「ごめん、聞いたこともないよ」

「調べてくるから、この子をお願い！」

　セシルの返事も待たずに調剤室へ。

　あの呪いがなにかはわからないけど、調剤室には大量の薬草がある。

　ひとつくらい、呪いを解く効果を持つ薬草があるはずだっ！

「鑑定！」

　得たばかりの新たなスキルで、調剤室にある薬草を片っ端から調べる。

　棚に貼られたラベルには、解呪草みたいなわかりやすい名前の薬草はひとつもないけれど、鑑定スキルで表示される名前と書かれた名前が異なる場合もあったので、すべて鑑定していく。

「鑑定！　鑑定！　鑑定……」

　だけど、草花やポーションの名前が表示されるだけで、名前だけで呪いに効きそうだと思えるようなものは出てこない。




　――スキルのレベルが上がりました。お店屋さんごっこ「鑑定」がレベル２になりました――




　ひたすら鑑定スキルを使用していると、唐突にレベルが上がったという声が響く。

「鑑定！」





　鑑定Ｌｖ２

　ロニセーラ

　Ｃランク

　解毒効果がある






　同じようにスキルを使用しただけなのに、レベルが上がったからか、鑑定結果に簡単な説明が付与されるようになった！

　これなら、名前からは想像できなかった効能が確認できるので、改めて最初から鑑定をやり直す。





　鑑定Ｌｖ２

　クレイエルの葉

　Ｂランク

　浄化効果がある






　そしてついに、それっぽい薬草を見つけた。

　呪いっていうくらいだから、浄化すれば解呪できるはずだ！

　緑色の尖った葉っぱを数枚手にして、すり鉢の中へ入れると、早速調合スキルを使用する。

「調合！」

　なぜか緑色の葉が無色透明の液体になったけど、これを鑑定してみた。





　鑑定Ｌｖ２

　クリア・ポーション

　Ａランク

　解呪効果がある






　できたっ！　解呪効果って書いてあるし、きっと治せるはずだっ！

　すり鉢の中の液体をビンに移し替え、急いで少女のもとへ持っていく。

　苦しむ少女に作ったばかりのクリア・ポーションを少しずつ飲ませると、徐々に表情が穏やかになっていった。

「診察」





　診察Ｌｖ１

　状態：病み上がり






　再び聴診器を使って診察を行い、状態が「病み上がり」に変わっているので、おそらく七日呪いが解呪されたのだろう。

「お兄さん。この子、もう大丈夫なの？」

「うん。大丈夫なはずだよ」

「よかった……ところで、お兄さん。『診察』ってなーに？」

「どんな薬が必要なのかを調べることができるスキルなんだよ」

「じゃあ、治癒師でもあるんだ！　すごい！」

　セシルの言う治癒師は、日本で言う医者のことみたいだな。とはいえ、実際はなんちゃってスキルだけどさ。

「……ん。……あ、あれ？」

「気付いた？　もう苦しくない？」

「はい。あなたたちが助けてくれたのですか？」

「一応ね。随分と苦しそうだったけど、どうしたの？」

「それが、私にもわからなくて」

　改めて見てみると、この少女は中学生くらいだろうか。小柄でかわいらしく、茶色い髪の毛の中から猫耳が生えているので、思わずモフモフしたくなる。しかも、お尻の辺りから尻尾が生えているから、異世界って感じがすごい。
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「私の耳や尻尾ばかり見ていますが、どうかしたのですか？」

「ごめんね。そういうのを初めて見たから」

「え？　猫耳や尻尾を初めて……って、ここはなんという地名なのでしょうか？」

「セシル、わかる？」

　よく考えたら、俺この国の名前すら知らないや。

　召喚された時に、いろいろ聞いておくべきだったな。

「お姉さん。シュヴィーツァ国のモラト村だよ。あと、ここはお兄さんのお家の中」

「聞いたことのない国です。この辺りでは、私のような獣人族は少ないのでしょうか？」

「少なくともボクは会ったことがないよ。遥か東に行けば、獣人族がいるって聞いたことはあるけど」

「そう……ですか」

　セシルの言葉で、猫耳の少女ががっくりと項垂れる。

　そりゃそうだろう。俺だって、この世界へ来た直後はビックリして途方にくれていたし。

「もしかして、誰かに召喚魔法で呼ばれたとか？」

「お兄さん。どうして召喚魔法なんて知っているの？　あれは教会の秘術なのに」

「え？　いや、なんとなくそんな気がしたんだよ。というかセシルこそ、どうしてその秘術を知っているのさ」

「それは……秘密ってことで」

　苦笑いを浮かべるセシルと話していると少女が顔を上げる。

「そういえば気を失う直前に、家族を引き裂いて呪いを……って言葉が聞こえた気がします」

「家族？　呪い？」

「はい。私のお父さんが冒険者で、魔王の城へ挑む部隊の最前線にいるので、魔王の呪いが私やお母さん、妹に来たとかでしょうか？」

　魔王か。この世界へ来た直後にもその言葉を聞いたけど、やっぱり本当にいるんだ。

　どんなやつかは知らないけど、ものすごく迷惑なやつだと考えていると、セシルがゆっくりと口を開く。

「……正直に言うと、お姉さんには呪いがかけられていて、すごく苦しんでいたんだ。お兄さんのおかげで解呪できたんだけどさ」

「じゃあ、やっぱりあの言葉は家族全員に!?　あの、助けてくださって、本当にありがとうございました。いつか必ずお礼に来ますので」

「ちょっと待って。まだ起き上がっちゃダメだよ。お兄さんの薬で目覚めたけど、お姉さんはさっきまでものすごく苦しんでいたんだからね!?」

「でも、お母さんや妹を捜さなきゃ……」

　少女が起き上がろうとしてふらついたので、すぐにベッドへ寝かせる。

　診察した時も、病み上がりって表示だったし、無理はさせられない。

「お姉さん。家族を捜すって言うけど、どこにいるのかわかっているの？」

「わからないけど、絶対に捜し出してみせます！」

「どうやって？」

「わかりません……でも家族なんですっ！　絶対に再会するんですっ！」

「家族かぁ」

　泣きそうな少女を前に、セシルが困惑している。

　猫耳少女の家族愛を見て戸惑っているのは、セシルに家族の愛情が足りていないからだろうか。

「お嬢さん。名前は？」

「私？　アーニャ。アーニャ・スヴォロフですが」

「アーニャ。俺は旅の薬師だから、旅先でアーニャの家族の情報が得られるかもしれない。アーニャさえよければ、俺たちと一緒に来ないか？」

「え？　それって……私の家族を一緒に捜してくださるのですか？」

「うん。もしも手がかりとなる情報が得られたら、すぐにそこへ行って構わない。俺のもともとの目的は観光だし。セシルも別に構わないだろ？」

　セシルに話を振る。

「……お兄さんがそう決めたのなら、構わないよ」

　複雑な表情を浮かべながらも肯定してくれた。

「ありがとうございます！　あの、家事でもなんでもしますので、これからよろしくお願いしますっ！」

　そう言ってアーニャが上半身を起こし、深く頭を下げると……ワンピースがはだけ、小さな膨らみが見えそうになる。

「あ、さっき脱がしたから……」

「え？　脱がした？」

「違うんだっ！　医療行為っ！　診察するためには胸に触れないといけなくて……」

「私が寝ている間に胸を触ったのですか!?」

「違うんだぁぁぁっ！」

　猫耳少女アーニャと一緒に旅をすることになったものの、俺の不用意なひと言のせいで、少し微妙な空気になってしまった。




「リュージさんは、私を助けるためにボタンを開けたと……」

「そう！　そういうことなんだよ」

　その後、アーニャの服が脱げそうになったことを、必死で診察スキルのためだと話し、なんとか理解してもらえた。

　アーニャが暮らしていた国で治療するには、教会に寄付して回復魔法をかけてもらうか、買ってきたポーションを飲むかの二択しかないらしく、そもそも医者という存在を知らなかったので説明が大変だった。

　だけど、その甲斐あって誤解も解けたので、改めてアーニャに俺たちのことを話しておく。

「俺は、診察と調合ができるから、薬を売って資金を稼ぎ、世界を回ろうと思っているんだ」

「ボクは植物の知識があるから、調合に使える薬草を集めて、お兄さんに渡しているんだー」

「そうだな。俺は薬の知識はあるけれど、その材料となる薬草がどこに生えているか知らないから、セシルの知識は本当に助かっているよ」

　それから改めてセシルの紹介をすると、アーニャが困ったように眉をひそめる。

「ふたりともお仕事があるのですね。でも私には、そのような知識がないので、家事くらいしかできなさそうです」

「アーニャは家事ができるの!?　もしかして、料理も作れる？」

「家庭で出す分には普通にできますけど？」

「それは本当に助かる。俺もセシルも料理はできないからさ」

「そうなのですか？　では、今まで食事はどうされていたのですか？」

「露店で買ったりしていたかな。昨日は野菜炒めを作ったけど」

　改めて考えてみると、日本では中華スープとか醤油とかを使ってチャーハンくらいは作っていたけど、そういった物がないこの世界で、同じように作れるかと言われたら無理だな。

　昨日の野菜炒めだって、味付けは塩だけだったし。

「では、全力で家事をするので、どうか私を連れていってください！」

「いや、こちらこそよろしくお願いするよ。見ての通り、寝る場所はあるから、食事さえ確保できればどこにでも行けるよ」

「見ての通り……って、ここはリュージさんのお家ですよね？　それでは、旅に出ると戻ってこられないのでは？」

「確かにここは俺の家だけど、スキルでどこにでも呼べる家なんだ」

「……はい？」

「見た方が早いかな。ついてきて」

　体力を回復させるバイタル・ポーションを飲んでもらい、病み上がりから健康状態になったアーニャを連れて家から出る。

「変わった形のお家ですね」

「あぁ、俺の故郷の家……いや、その話は置いといて、よく見ていてね」

　パタンと扉を閉めると、光に包まれて家が消える。

「えぇぇっ!?　い、家が消えましたっ！」

「もう一度見ていてね。今度はこっちで……サモン」

　俺の言葉により、少し位置と向きが変わった状態で家が現れた。

「見ての通り、スキルで家を呼び出せるから、どこでも安全に眠れるよ」

「す、すごいです」

　説明が終わったので二階のリビングへ移動すると、セシルがソファでラノベを読んでいる。

「あっ！　セシルが家の中にいるまま家を消しちゃったけど、大丈夫だった？」

「ん？　別になにもなかったよ？」

「そっか。でも、次からは外へ出る時に声をかけるね」

　薬草を調剤室の隅に積み上げたまま家を出したり消したりしていたから問題ないとは思っていたものの、中に誰かが残っている状態で家を消したのは初めてだったな。何事もなくてよかったけど、気を付けないと。

　ひとりで反省していると、キッチンの方へ行ったアーニャが声をあげる。

「リュージさん！　炊飯器があるじゃないですか！　こっちはコンロがある！　しかも、お魚が焼けるグリル付き！　ものすごくキッチンに凝っているんですね」

「あー、うん。どうせなら美味しい料理が食べたいからね。俺は作れないけど」

「私の家よりも、調理器具がたくさんあります。包丁も数種類あるんですね」

　母さんが料理好きだったから、フォークだけでも数種類あるし、和食器も洋食器も結構な数がある。

　俺は持て余していたけれど、アーニャならしっかり活用できそうだな。

「あの、キッチンの確認も兼ねて、簡単にお昼ご飯の下ごしらえをしてもいいですか？」

「もちろん。食材は昨日たくさん買ったから、冷蔵庫にあるものはなんでも使っていいよ。もちろん調味料も」

「……調味料!?　まさか塩があるのですか!?」

「うん。塩はそっちで、砂糖はこっち。あと胡椒がそこにあるね」

　残念ながら、味噌や醤油がよくわからない白い液体に変わっている。

　アーニャならわかるのかな？

「えぇっ!?　塩はまだわかりますが、砂糖に胡椒って……リュージさんは貴族なのですか!?」

「貴族!?　いや、俺は貴族ではないけど、調味料の類はストックだってあるはずだから、気にせず使っていいからね」

　なるほど。この世界で調味料は貴重なのか。気を付けないとな。

　アーニャの作業を見学していると、見事な包丁さばきで野菜を切っていく。

　中学生でこの手際は素晴らしいな。

「すごいね、アーニャ。その歳で、そんなにテキパキ動けるなんて」

「そっか。こちらでは獣人族が珍しいのでしたね」

「そうだけど、どうかしたの？」

「いえ、リュージさんからすると私は幼く見えるのかもしれませんが、これでも私は二十歳なのですよ。人間よりも寿命が長いので、成長がゆっくりなんです」

　マジか。十三歳くらいだと思っていたアーニャが二十歳……やっぱりここは異世界で、日本の常識は通じないみたいだ。

　アーニャがお昼ご飯の下ごしらえを終えたところで、これからどうするかを決めることに。

　だけど、アーニャの家族を捜すことが目的だとはっきりしているのに、どこへ行けばいいかというアテがない。

「情報収集なら人が多い場所がいいと思うんだけど、どうだろう？」

「そうだね。貿易が盛んな街だと、人の出入りが多いから、いろんな国のことがわかるんじゃないかなー？」

「さすがセシル。なるほどね。この近くで貿易が盛んな街はどこだろ？　やっぱり王都？」

「詳しくは知らないけど、王都は違う気がするよー。なんでも王都に商品を持ち込むと、税金が高いとかなんとかで、貿易はそんなに盛んじゃないって聞いたことがあるから」

　セシルはすごいな。貴族の息子ならでは――って、俺がそう思っているだけだが――の情報だ。

「それなら商人ギルドは？　そこなら、貿易みたいなこともやっているんじゃないかな」

「いいんじゃないかなー。けど、この村の規模だと貿易なんて大きな取引は望めないから、商人ギルドの本部に行ってみようよー」

「商人ギルドの本部か……わかった、そうしようか」

「うん。だけど、ボクも本部の場所までは知らないから、商人ギルドへ聞きにいかないとね」




◇◆◇




　三人で商人ギルドへ行くと、受付の女性が俺たちを見た途端に奥へと引っ込み、すぐにギルドマスターであるトーマスさんが現れた。

　今日はセシルが俺の後ろに隠れていなかったからだろうけど、本当にセシルはどういう立場なのだろうか。

「セシル様、サイトウ様。本日は当ギルドへどのようなご用件でしょうか」

「すみません。そんな大した用事ではないんですけど、商人ギルドの本部がどこにあるのか教えてほしいんです」

「本部でございますか？　私も二度しか行ったことがないのですが、ヂニーヴァの街にございます」

「ヂニーヴァ……って、近いですか？」

「いえ、遠いですね。ここから南西の方角にあるのですが、通常でも馬車で十日ほどかかるかと」

　馬車で十日って、それめちゃくちゃ遠いよね。

　王都からこの村までの半日でさえ、することがなくて結構苦痛だったのに。

「ん？　通常でも……って、今は通常ではないなにかがあるんですか？」

「えぇ。二日前に起きた大きな地震で、西へ繋がる街道が崩れてしまったのです。そのため、それを知らずに出発していた馬車も軒並み戻ってきておりまして」

　大きな地震があったのか。

　地震は怖いからな……って、二日前？

「あぁ、あの地震はすごかったね。とてつもなく大きな魔力が働いたのを感じたよ」

「なんと、魔力ですか！　セシル様がおっしゃるのであれば、お間違いないのでしょう。なにかよからぬことが起こらなければいいのですが」

　魔力がどうとかってセシルが言っているけど、もしかしてその地震って、俺を異世界召喚した時に起きたんじゃないかな？

　異世界召喚って、きっとすごい魔法なんだよね？　まぁ俺は間違って、勝手に呼ばれた側なんだけどさ。

「ここから直接行けないのであれば、一度王都へ戻った方がいいですか？」

「そうですね。王都からですと南周りの街道がありますが……かなり遠回りになるため、おそらく二十日以上かかるのではないかと」

「二十日以上!?　さすがにそれは厳しいかな」

　十日でもどうかと思うのに、その倍以上の時間がかかるのは勘弁願いたい。

　でも歩いていけばもっと時間がかかるだろうし、自分で馬を調達して……って、馬なんて乗ったことがないんだけど。

「そうだ。お兄さん、南西に行ければいいんだよね？」

「そうだね。その崩れた街道さえ抜けられれば、次の街で馬車があるだろうし」

　どうしたものかと考えていると、セシルがニコニコと微笑みかけてくる。

「じゃあ大丈夫。きっとなんとかなるよ」

「なるほど。セシル様なら森が使えますね」

「うん。そういうことだよ」

　トーマスさんとセシルがよくわからないことを言い、だけどその真意は教えてくれず……そのままギルドを出た。




「えっとねー、遠回りするよりは早く目的地へ着けるけど、ふたりとも少し歩いても大丈夫？」

「私は獣人族なので、平気です」

「俺も大丈夫だよ。疲れたら家を出して休めるしね」

　セシルの問いに、アーニャは自信たっぷりに答えていたけど、俺は日本でデスクワークばっかりだったし、趣味もゲームやラノベだからあまり体力はない。

　なので、後で時間があったら体力が向上するポーションを作れないか試してみようか。

「じゃあ、ふたりとも大丈夫ってことだけど、念のため、食料を買っておこうよ」

「念のため……って、セシル。どういう方法で次の街へ行くんだ？　歩いていくみたいだけど、街道は通れないらしいぞ？」

「簡単に説明すると、街道がこの先の大きな森を迂回するように作られているから、森の中を突っ切るんだ。それなら二日くらいで抜けられるよ」

「なるほど。街道を通らないから道が塞がれていても関係ないし、おまけに最短距離で移動できるというわけか」

　悪くはない策だと思う。森の中を迷わずに通り抜けられるなら……だけど。

「セシル。森の中を通るって言うけど、大丈夫なのか？」

「うん！　絶対に大丈夫」

　セシルが自信満々だけど、この辺りを通ったことがあるのだろうか？

　もしかしてセシルの家の領地とか？

　それなら、商人ギルドの対応もわからないでもない。

　自分の村を治める領主の息子が来たら、それなりの対応をするだろうし。

「じゃあ、食料を買い込んだら出発にしよう」

　アーニャに選んでもらって数日間分の食料を購入すると、街の外で城魔法を使って食材を冷蔵庫へ入れ、ついでにお昼ご飯を作ってもらう。

「すごく美味しいよ！」

「ありがとうございます。料理はよく作っていたので得意なのですよ」

　手料理っていいな……と、大満足しながら昼食を済ませた後は、後片付けと食休みを経て、出発する。

　街道を三人で歩いていき、途中で薬草を見つけたらほどほどに摘んで、疲れたら家を出して小休憩をはさむ。

　休憩中はしっかり休めるので、徒歩の旅だけど思っていたほどつらくもなく、陽が傾いてきた頃に大きな森が見えてきた。

「お兄さん。あれが例の森だよ。ここから街道が大きく右に曲がるけど、ボクたちは真っ直ぐ行こう」

　街道の先に目を向けると、セシルの言う通りかなり大きく迂回しているように見える。

「セシル。日も落ちてきたし、今日はここで一泊しよう。夜の森は危なそうだしさ」

「別に夜でも昼でも森は危なくないんだけど、お兄さんがそう言うなら……」

　森の手前で家を出すと、アーニャが夕食を作ると言うので、俺はセシルとお風呂へ入ることにした。

　これから一緒に旅をするなら、お風呂くらいひとりで入ってもらわないと困るので、身体の洗い方を教えないとね。

「えぇっ!?　リュージさんは、セシルさんと一緒にお風呂へ入るのですか!?」

「うん。ちょっと行ってくるよ」

　アーニャがものすごく困惑しているけれど、その気持ちもわかる。

　もう少しセシルが幼ければまだしも、すでに親と一緒にお風呂へ入る年齢ではないからね。

　なにか言いたげなアーニャの視線をよそに、セシルを連れて脱衣所へと移動した。

「セシル。今日は服を脱ぐところから、自分でやってみようか」

「えぇーっ！　ボク、昨日ひとりでお風呂へ入ってって言われて、ものすごく苦労したんだけど」

「だからこその練習だよ。ほら、やり方を教えながら俺も一緒に着替えるからさ」

　口を尖らせるセシルを前に、まずは見本のつもりで俺がＴシャツを脱ぎ捨てる。

「お、お兄さーん！　服が、服がぁー」

　裾を持ったまま腕を上げ、首まで上がったところでセシルがあたふたと助けを求めてきた。

　仕方がないので上からシャツを引っ張り上げると、ようやくセシルの顔が出てきたんだけど、その時に普段は金色の髪の毛で隠れている耳がチラリと見える。

　耳の形がちょっと変な気もしたけれど、あまりそういうことには触れない方がいいだろう。

「次はズボンだな。といっても短いズボンだし、これは頑張ってみよう」

　先にズボンを脱いで見せたが、セシルは短パンを脱ぐのに、座り込んでしまった。

「お、お兄さーん」

「シャツよりは簡単だから、頑張って」

　半泣きのセシルが膝くらいまで短パンをずらしたので、白いパンツが見えてしまっているのだけど、前にかわいらしいリボンが付いていて、思わず噴き出しそうになってしまった。

　うん。俺がセシルに結衣のパンツを履かせたのだから、ここで笑うのはおかしい。

　今さらだけど、村でセシルの服も買っておくべきだったな。

　心の中で謝ったところで、セシルがようやくズボンを脱ぎ終えた。

「じゃあ、最後はパンツだな」

「うん。これならさっきのズボンよりは簡単そ……」

　ん？　なぜかセシルが俺の方を見ながら固まってしまった。

　俺が先に全裸になったからか？

　だが、一緒にお風呂へ入ろうって言ったのはセシルなのに、男同士で裸の付き合いを恥ずかしがられても困るのだが。

　さすがに少年の裸を見る趣味はないので、背を向けて待っていると、恐る恐るといった感じでセシルが声をかけてきた。

「お、お兄さん。ぜ、全部脱げた……よ？」

「次は身体の洗い方だね。じゃあ、浴室へ……ぇぇぇっ!?」

　視界の隅にチラっと映ったセシルの身体を見て、思わず二度見してしまった。

「セ、セシルって……その、お、女の子だったのか？」

「え？　うん。そうだよ？」

「セシル、ごめん。今日は、やっぱりひとりでお風呂に入って」

「え？　でも、お風呂の入り方を教えてくれるって……」

「うん。本当にごめん。だけど、少し事情が変わったんだ」

　セシルが浴室へ入ったので、その扉を閉めると、大急ぎで着替えて脱衣所を出た。

「やらかしたぁぁぁっ！」

　よく考えたら、筋肉が少ないとか、小食だとか、身体が細い割にお尻が膨らんでいたとか、気付けるポイントはいくつかあったのに。

　まさかセシルが貴族の息子ではなく、貴族令嬢だったなんて！
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　廊下で頭を抱えていると、どうかしたのですか？と、アーニャがやってきた。

「あのさ。アーニャはセシルが男の子か女の子か、どっちだと思う？」

「え？　どこからどう見ても女の子ですけど……まさか、男の子だと思っていたんですか!?」

「うん。出会ってから、ずっと男の子だと思っていた」

「えぇー。あんなにかわいいのに」

　アーニャが呆れたようにジト目で俺を見てくるけど、セシルは髪の毛が首元までしかないし、胸もないし、わからないよっ！

　せめて出会った時にスカートを履いていたら、俺だって女の子だって気付いたのに。

「まぁでも、仕方ないですね。種族が違うと、わかりづらいですよね」

「種族が違うって？」

「え？　だってリュージさんは人族ですよね？　セシルさんはエルフですよ……って、まさかそこからですか!?」

　セシルがエルフで女の子だって!?

　どうやら俺は、とことん異世界のことがわかっていないみたいだ。




「お兄さーん。お風呂が終わったから、身体を拭いてー」

　セシルは自分で身体を洗ったことがないからか、すごい早さで入浴が終わった。

「アーニャ、頼む。俺の代わりにセシルの着替えを手伝ってあげてくれないか」

「それくらい構わないのですが、セシルさんはご自分で着替えられないのですか？」

「うん。本人からはなにも聞いていないけれど、十中八九貴族なんだよ」

「なるほど。それなら全部メイドさんがやりそうですもんね。わかりました。では、少し待っていてください」

　アーニャが脱衣所へ入り、しばらくしてふたりが出てきた。

「お兄さん。どうして一緒にお風呂へ入るのを急にやめちゃったの？」

「まぁその、いろいろあったんだ。これからは、セシルもひとりでお風呂へ入れるように練習していこうな。アーニャが教えてくれるからさ」

　アーニャは突然振られて驚いていたけれど、ひとまず了承してくれた。

　俺がセシルとお風呂へ入るわけにはいかないからね。

「じゃあ、ボクは本を読んでくるねー」

「あ、あの、本があるのですか？」

「あるよ。いっぱいあるからアーニャもなにか読む？」

　リビングでラノベを読むセシルを見て、アーニャも本を読みたそうにしているので、三階の俺の部屋へ。

「本がこんなに!?　調味料といい、本といい、やっぱりリュージさんも貴族なのですね」

「いやいや、俺は違うって。それより、アーニャはどんなのが好みなの？」

　本棚に収納された本を見て、俺まで貴族扱いされてしまった。

　これで、本が貴重な世界なのだとわかったけれど、一方でセシルはまったく気にしていなかったので、やはり貴族なのだと確信する。

　セシルは、貴重だという本をいっぱい読んできたって言っていたしね。

「アーニャには、これはどうかな。わからないところがあれば、聞いてくれれば教えるから」

　アーニャから話を聞き、恋愛もので文字が少ない漫画がいいだろうと、結衣の部屋にあった少女漫画を渡して、一緒にリビングへ。

　セシルに翻訳魔法を使ってもらったアーニャも本を読み始める。

　それから全員がお風呂や食事を済ませた後、アーニャにも三階の部屋を割り当て、就寝した。




　翌朝。

　しっかり熟睡したはずなのに、なぜか身体が重い。まるで身体の上になにかが乗っているかのようだ。

　なにか薬を作った方がいいのかも？と思いながら布団を剥がすと……俺の胸に顔を埋めるようにしてセシルが眠っていた。

　どうして昨日と同じように、俺のベッドに潜り込んでいるんだよ。昨晩、セシルが実は女の子だってわかったから、一緒に寝られなくなったって伝えたのに。

　――コンコン。

「おはようございます。朝ごはんの支度ができたので、そろそろ起きて……」

　ノックとともにアーニャが部屋に入ってきて、こちらに目を向けて固まった。

「違う！　違うんだっ！　セシル、セシルッ！　起きてっ！」

「……ん。んん……お兄さん。激しいよぉ」

「いや、どんな夢を見ているんだよっ！　というか、間が悪すぎるよっ！」

　俺を見つめるアーニャのジト目に耐え切れず、セシルを起こそうと身体を揺すったところで、とんでもない寝言により、ますます気まずい雰囲気になってしまった。

　セシルを無理矢理起こし、アーニャに身の潔白を証明して三人で朝食をとる。

　アーニャの作ってくれた食事はとても美味しいのに、変な汗が出るのはなぜだろうか。

　後ろめたいことは、なにもないんだけどね。

「ごちそうさまっ！　さぁ、お兄さん。いよいよ森だね。楽しみだね」

「お、おぅ。そうだなっ！　森の中は自然がいっぱいでいいよな」

　なんとか気分を変えようと、セシルの言葉に便乗する。

「昨日のリュージさんは、あまり森の中へ入りたがっていないような感じがしたのですが」

「ち、違うよ？　夜の森はどうかなって思っただけで、そんなことはまったくないよ？　いやー、森林浴っていいよね。さぁ張り切って行こう！」

　アーニャから訝しげな表情を向けられたものの、いろいろと話題を変え、勢いで乗り切った……と思う。別に朝のことについて、アーニャがなにか言ってきたわけではないんだけどね。

　一方で、当のセシルは早く行こうよーと、俺の腕に抱きついてくる。

　無邪気に喜んでいるけど、女の子なので、もう少しボディタッチを減らしてくれた方がいいと思うのだが。




　今日もセシルを先頭に森の中へと入っていく。

　大きな森だとは思っていたけれど、広さだけではなく、樹木の一本一本も太く、背が高い。

「そこに窪みがあるから足元に気を付けて……あ、お兄さん。向こうに生えている草は薬草だよ。少し摘んでいこうよ」

　上の方で葉が生い茂り、陽の光がほとんど届かないのだが、セシルは夜目が効くのか、薄暗い森の中でも普段と変わらぬ歩みを見せる。

「お兄さん。やっぱり森の中を歩くのは楽しいねー」

「そ、そうだな」

「うん。だけど楽しくてつい歩きすぎちゃって、休憩を忘れちゃうけどね」

　セシルの言う通り、確かに随分と歩いた。二時間くらい歩きっぱなしだったのではないだろうか。

　正直、俺は脚がめちゃくちゃ痛いし、ものすごく疲れているけれど、それでもセシルはまだまだ余裕がありそうだ。

「しまった！　結構歩いたけど、アーニャは大丈夫？」

「私ですか？　この程度でしたらまったく問題ありませんよ？」

　そういえば、アーニャは獣人族だから体力があるって言っていたな。

　つまり、疲れているのは俺だけなのか。

「お兄さん。結構歩いたし、一度休憩にする？　その先に、少し開けた場所があるよ？」

　アーニャへの気遣いのつもりだったけど、逆に俺が気を遣われてしまう。

　だが無理をして怪我をするわけにもいかないので、城魔法を使って家を出す。

　この森の中で薬草をたくさん拾ったし、休憩のついでに疲労回復と体力向上のポーションが作れないか挑戦してみよう。

　セシルやアーニャがひと休みしている中、俺は調剤室へ移動し、並べられた薬草や薬を鑑定していく。

　しばらくすると、滋養強壮や持久力、夜盲症に効くという薬草をいくつか見つけたので、それぞれを調合してみることにした。

「それっぽい効果の薬草を調合したらできたけど……ナリッシュメント・ポーション？　なんだこれ？」

　名前から効果が想像できないので、すぐさま鑑定してみる。





　鑑定Ｌｖ２

　ナリッシュメント・ポーション

　Ｂランク

　滋養強壮効果がある






　要は栄養ドリンクだってことだよね？

　かなり歩いて疲れているし、早速飲んでみようか。

「……あ、熱い!?　身体の中から力が湧いてくるみたいだけど、大丈夫なのか？」

　実際の効果はわからないが、効いている感じはする。

　いざという時にあれば便利そうだし、材料も豊富にあるので十本分くらい作っておいた。

「よし、どんどん作るぞ」

　次は、夜盲症に効くというサエグサの花を調合してみると、Ａランクの暗視目薬というアイテムができた。

「目薬か。初めてポーション以外ができたし、使ってみようか」

　作った目薬をさして窓から外を見ると、薄暗かった森の中に照明が点いたかのように明るく見える。

　これは夜に活動することがあれば役立ちそうだなと、一気に二十本くらい作ったところで、休憩が終わり、移動を再開することに。

　再び森の中を歩いていても、ポーションの効果のおかげで疲労感がまったくない。

　さらに目薬の効果で、薄暗いはずの森の中がはっきり見えるので、変なところで躓いたり、謎の物音に怯えたりする必要がなくなった。

　ポーションを作って大正解だったな。

「お兄さん。休憩がよかったのかな？　なんだか、随分と足取りが軽いね」

「あはは、まぁね。セシルの言う通りだと思うよ」

　本当は思いっきりポーションの力に頼っているんだけど。それはさておき、エルフのセシルと獣人族のアーニャに負けず劣らずのペースで歩いていると、なにやら変わった生き物を見つけた。

　その生き物は、掌大の小さな人形みたいな女の子の姿をしていて、背中から蝶を思わせる羽が生えている。

　いわゆるファンタジーの定番とも言える妖精で、森の中に生えている青白い花を飛び回り、なにかを集めているみたいだ。……と、ここだけ見れば、すごくメルヘンチックな雰囲気なのだが、残念なことに、その妖精の顔に悲壮感が漂っている。

「セシル。あそこに妖精みたいなのがいるんだけど、あの娘、大丈夫かな？」

「妖精!?　お兄さん。どこにいるの？」

「どこ……って、すぐそこの茂みにいるよね？　ほら、今も隣の花へ移動したし」

「すぐそこの茂み……って、なにもいないよ？」

　あれ？　セシルには妖精の姿が見えないのか？　俺たちの目と鼻の先にいるんだけど。

「アーニャは、その花に顔を突っ込んでいる妖精が見える？」

「……すみません。ちょっとなにを言っているかわからないです」

「じゃあ、この丈の短いワンピースを着ている、人形みたいな赤毛の女の子は幻覚なの？」

「リュージさん。ポーションの材料になるからと、先ほどセシルさんと一緒にキノコを採っていましたが、まさかそれを食べたのですか!?」

「食べてないよっ！　というか、アーニャが美味しいご飯を作ってくれるのに、拾い食いなんてしないってば」

　マジで俺にしか見えてないの？　幻とは思えないほどの存在感なんだけど。

　――むにっ。

　なにやら一生懸命に花の中へ手を突っ込んでいる妖精に指を伸ばすと、柔らかくもハリがある肌の弾力が返ってきた。
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「――ッ!?」

　そう思った瞬間、妖精がビクッと後ろへ下がり、顔面蒼白になりながら俺の顔を見上げてくる。

「ごめん。集めていた黄色いのが落ちちゃったね。驚かせるつもりはなかったんだ」

「……？」

「ただ、君のことが見えないって言われたから、本当にいるのかどうか触って確認したくなっちゃって。本当にごめんね。はい、これ」

　地面に落ちた、黄色いなにかを指で摘まんで渡そうとすると、妖精の小さな手が恐る恐る伸びてきて、受け取ってくれた。

「お、お兄さん？　ひとりでなにをしているの？」

「ひとりじゃないって。ここに妖精みたいなかわいい女の子がいるんだよ」

　セシルが大丈夫？とでも言いたげに俺の顔を覗き込んでくるけど……違うんだ。本当に妖精がいるんだってば。

「……か、かわいいって、私のこと？」

「え？　うん、そうだよ。かわいい妖精さん」

　ほらほら、ついにしゃべってくれたよ。というか、ちゃんと言葉が通じるんだね。

「お兄さん!?　今の声はなに!?　微かに女の子みたいな声が聞こえたけど、誰の声なの!?」

「……まぁ、普通はこっちのエルフさんみたいになるよね。ねぇ、そこの人間さん。どうして私のことが見えるの？」

「どうしてって言われても、普通に見えるんだけど……あっ！　もしかして、あの目薬のせいかな？　Ａランクだったし、すごい効力があったのかも」

　妖精と俺が話をし始めたからか、セシルとアーニャがともに目を白黒させている。

　あの目薬は、暗い場所が見えるようになるだけではなくて、本来見えない物まで見えるようになるってことか？

「お兄さん。目薬って……休憩中にお薬の部屋に籠っていたけど、その時に作ったの？」

「うん。暗くて歩きにくかったから、暗視効果がある目薬を作ったんだ。しかし……どうやら、いろいろと見えすぎてしまうみたいだ」

　本当は滋養強壮なんかのポーションも作って飲んでいるが、体力がないと思われるのはちょっと嫌なので黙っておこう。

「待って！　人間さんは薬が作れるの？　しかも、隠蔽魔法を使っている私の姿が見えるほどの強い効果のある薬が」

「まぁ、一応は」

「私が集めていた、この『玉章の花粉』は肌を綺麗にするんだけど、この効果をもっと高くできないかしら？」

「たぶんできると思う。でも、もう少し広い場所じゃないと、薬が作れないんだ」

「広い場所があれば作ってくれるの!?　じゃあ、こっちこっち。ついてきて」

　突然現れた妖精さんに薬を作ってくれとお願いされたことを、セシルとアーニャに説明した。




◇◆◇




「ここはどう？」

　妖精さんに案内された先は、森の中のちょっとした隙間のような空間だったので、城魔法で家を出し、みんなで中へ。

「リュージさん。ちょうどお昼時ですし、食事にしませんか？」

「いいね。じゃあ、アーニャは昼食の準備をお願い。俺は妖精さんに頼まれた薬を作ってくるよ」

　アーニャがキッチンへ向かったので、いつものようにセシルもリビングでラノベを読むのかと思ったら、声をかけてきた。

「お兄さん。ボクにも妖精さんが見える薬をくれないかな。ボクも見てみたいんだ」

「いいよ。少し多めに作ったからストックもあるし、調剤室へ来てよ」

「……うわ。ホントにいた！」

　調剤室にある暗視目薬をセシルが使い、俺と同じく妖精さんが見えるようになったらしい。

「初めまして、エルフさん。妖精を見るのは初めて？」

「ううん、二回目だよ。小さい頃に一度会ったことがあるんだけど、その妖精さんは緑色の髪の毛だったんだ。それに、顔や姿も違うと思う」

「そうね。妖精にも種族がいくつかあるし、髪型や服装、髪の色だって、それぞれだからねー」

「そうなんだ。うーん、ボクが会った妖精さんはなんて名前だったかなー？」

　セシルと妖精さんが話をしている間に薬ができたので、求められている効果があるか鑑定を行って確認してみる。





　鑑定Ｌｖ２

　フェイス・ローション

　Ｂランク

　植物性化粧水






　効果の説明が化粧水ってどうなんだ？

　この世界に化粧水があるなら通じるだろうけど、俺に化粧水の説明をしろって言われても困るんだけど。

「できたよ。ビンに入れればいいかな？」

「うん、お願い。ところで、この液体はどうやって使うの？」

「朝起きた時と、夜の寝る前かな。顔を洗った後に顔へつけると、肌に潤いを与えるんだ」

　妖精さんに聞かれて、ふんわりした知識で化粧水の使い方をしゃべってみたけど、合っているだろうか。使ったことがない俺からすれば、頑張ったと思うんだけど。

「なるほどねー。肌に潤い……私も使ってみてもいいかしら？」

「構わないけど、君は十分かわいいし、肌も綺麗だからいらないんじゃない？」

「あはは。人間さん、お上手ね。でも女性はより綺麗さを求めたい生き物だからねー」

　そう言いながら、妖精さんがペチペチと化粧水――もとい、フェイス・ローションを顔につける。

「これ……すごいわ！　うまく言い表せないけど、すごくしっとりしてる」

　そんなにすぐ効果が出るの？　Ｂランクだから？

　よくわからないけど、妖精さんが気に入っているみたいだから、よしとしよう。

「人間さん、ありがとう。今はなにもないけれど、後で必ずお礼をしにくるから……えっと、お名前は？」

「俺はサイトウ・リュージっていうんだ」

「リュージさんね。私は妖精の中でもピクシーっていう種族で、ガーネットっていう名前なの」

　そう言って、ガーネットがフェイス・ローションを入れた小瓶を抱きしめる。

「リュージさん、本当にありがとう。実は私を含めて、たくさんの妖精が大量の玉章の花粉を集めさせられていたんだけど、これで当分集めなくてもよさそうよ」

「そういえば、最初はすごく悲壮な顔をしていたけれど、なにがあったの？」

「なにがあったというか、私たちのノルマなのよ。妖精の女王が肌荒れを気にしていて、毎日大量の玉章の花粉を集めるように言われていてねー」

「なんだか大変そうだね」

「それはもう。とにかく人使いが荒くて、自分は指示を出すだけで、王宮から一歩も動かないんだから」

　あー、わかる。俺が日本でサラリーマンをしていた時もいたよ。

　口だけ出して、自分ではなにもできない上司とかね。

「女王様が最後に外出したのは何年前かしら？　確かエルフの子供に加護を……」

「あ、思い出したー！　そう、加護だよ」

　ガーネットがさらなる愚痴を言いかけた時、セシルが突然大きな声をあげる。

「セシル、加護って？」

「うん。ボクが小さい頃に、ティターニアっていう妖精さんが来て、妖精の加護っていうのをくれたんだー」

「そうなんだ。ガーネット、ティターニアっていう妖精は知り合い？」

　セシルが口にした妖精の名をガーネットに尋ねると、

「あ、あはは。あなたがあの時の……じゃ、じゃあ、そういうことで！　リュージさん、お薬本当にありがとう！　あと、このエルフさんをちゃんと護ってあげてね。泣かせるようなことをしちゃダメだからね!?」

「え？　妖精さん？　どうして突然帰っちゃうの？　お兄さん、なにがあったの!?」

　ガーネットが慌てた様子で帰っていった。

　たぶん、セシルが小さい頃に会ったというティターニアが妖精の女王なんだろうな。それで、ガーネットは、女王に関わりのあるセシルに極力関与したくないってとこかな。

　それにしても、妖精の加護ってなんだろうか。

　そう思ったところで、リビングから昼食ができたというアーニャの声が聞こえてきた。




「結局、リュージさんが見たという妖精はなんだったのですか？」

「詳しいことはわからないんだけど、妖精の女王様に花粉を集めさせられていたらしくて、それを薬にして効果を高めたらすごく喜んでいたよ」

「妖精の女王……ですか」

　美味しい昼食に舌鼓を打ち、再び出発しようかというところで、アーニャが事の顛末を聞いてきた。どうやら、セシルは過去に妖精と会っているから声が聞こえたけど、その存在を信じていないアーニャには声すら届いていないらしい。

「そうだねー。お兄さんの作った薬ですごく喜んでいたね」

「セシルさんも妖精を見たのですか？」

「うん、見たよー。お兄さんが作った目薬を使うと、隠蔽魔法で隠された物まで見えるようになるみたいなんだー」

「そういうことですか。よかったです。妖精の女王とか言い出したので、症状が悪化したのかと思ってしまいました」

　症状が悪化……ってアーニャには、幻覚が見えていると思われていたの!?

　今度、お礼をしにきてくれると言っていたので、その時にはアーニャにも目薬を使って、妖精を見てもらわなくては。

　固い決意をして、再び森の中へ。

　滋養強壮効果のあるポーションも飲んでいるし、何事もなく順調に進み、家を出すのに適した場所を見つけた。

　セシルの見立てでは、明日の夕方頃には森を抜けるという話だったので、次の町へ着いた時に売るためのポーションを調合していく。

　森で採取した薬草から、たくさんポーションを作った翌朝。再び森を歩き通し、セシルの見立て通り、陽が落ち始めた頃に森を抜け、茜色に染まった草原へ出た。

　だがここで、いきなり異世界の洗礼を受けることになる。

「セ、セシルッ！　危ない！　こっちへ！」

「大丈夫だよ、お兄さん」

「いや、大丈夫じゃないって！　アーニャもなんとか言ってよ」

　隠れられる場所がなにひとつない草原の真ん中で、大きな野犬の群れに囲まれてしまった。

　それなりに距離はあるものの、引き返して森の木に登れば犬は襲ってこないと思う。だが、十数匹はいる野犬の包囲網を突破しなければならない。

「リュージさん、落ち着いてください。セシルさんが大丈夫だと言っていますから、大丈夫でしょう」

「いやいやいや、むしろ、どうしてアーニャもそんなに冷静なのさっ！　こんなにたくさんの野犬に囲まれているんだよ!?」

「そうですが、まぁ所詮は犬ですし」

　所詮は犬……って、俺たちを取り囲んでいるのは、大きな牙の生えている大型犬だ。

　狼だって言われても信じられるくらいの獰猛な犬に囲まれているのに。

　そうだ、城魔法だっ！　突然大きな家が現れたら、この野犬たちが驚いて逃げるかもしれない！

　それに、家の中へ入って閉じこもってしまえば、諦めて逃げていくだろう。

　初めての状況でパニックになってしまい、ようやく城魔法を使うという発想に至ったところで、先頭にいたリーダー格らしき野犬がセシルに飛びかかる！

「セシルッ！」

　間に合うか!?　とにかくセシルを守らないと！

　セシルは恐怖で足がすくんでいるのか、一歩も動こうとしない。

　勇気を振り絞って助けに走ると、セシルが右手を前に突き出す。

　その直後、周囲にいた野犬たちが回転しながら上空へと吸い込まれ、あっという間にいなくなった。

「セシル。なにがどうなっているんだ？」

「え？　襲いかかってきたから、竜巻を発生させて遠くへ飛んでいってもらったんだけど……お兄さん、どうかしたの？」

「竜巻!?」

「うん。ボクが使った風の魔法だよー」

　そっか。セシルはエルフなんだっけ。

　俺が城魔法を使えるように、セシルだって魔法が使えるのか。

　アーニャを見てみると、この結果がわかっていたかのように、少しも驚いておらず、いつも通りの笑顔を浮かべていた。
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　セシルが魔法で野犬の群れを吹き飛ばしてから……というか森を抜けてから、どういうわけか狂暴な生き物――魔物と頻繁に遭遇するようになった。

「お兄さん。ゴブリンは毒を使うから、ボクの後ろに隠れてね。それから、あの大烏は上空から顔を狙ってくるよ。あと、向こうの……」

　というか、現れすぎじゃない？

　基本的にセシルがほとんど一撃で吹き飛ばし、それに堪えたやつはアーニャが蹴り飛ばす。

「リュージさん。お怪我はありませんか？」

「ふたりのおかげで、かすり傷ひとつないよ」

「それはよかったです」

　……うん、そうだよ。このファンタジー的イベントが起きた時、俺はまったく役に立たない。

　俺はもともと普通のサラリーマンだし、異世界転移で得たスキルは実家を呼び出したり、お医者さんごっこをしたり。自覚しているけど、俺に戦闘系スキルは皆無なんだよ。

「お兄さん。そろそろ陽が落ちちゃうし、今日はここでおしまいにする？　それとも、もう少し頑張る？」

「いや、ここまででいいよ。さっきからいろんな魔物に襲われてばかりだしさ」

「確かに遭遇しすぎだったねー。もしかしたら、地震で崩れたところにダンジョンとかがあったのかもしれないね」

　出た、ダンジョン！

　ファンタジーのダンジョンと言えば、マッパーやシーフが活躍する古典的なダンジョンや、入るたびに形を変えたり、ダンジョンの中で魔物を生み出したりするタイプがあるけど、この世界のダンジョンはどれなのだろうか。まぁいずれにしても、近付くつもりはないけどね。

　ただ、そうは言っても先ほどのように魔物と遭遇すると襲われてしまうので、俺もなにかしらの対応ができるようになりたい。

　そんなことを考えながら城魔法で家を出し、いつも通りに夕食の準備を始めてくれるアーニャに感謝しつつ、リビングでラノベを読むセシルに声をかけてみた。

「セシル。今日魔物を倒していた魔法って黒魔法？」

「違うよー。黒魔法は人間が作った魔法で、ボクが使うのは精霊魔法だから」

「精霊魔法……っていうと、サラマンダーとかウンディーネとか？」

「お兄さん、よく知っているね。その通りだよー。ボクは火と闇の精霊は使えないけど、それ以外の精霊はみんな使えるんだー」

　すごいな。精霊っていえば、火と水と風と土のイメージがあるけど、セシルが闇の精霊って言ったから、おそらく光の精霊とかもいるのだろう。

　つまり少なく見積もっても、セシルは四種類の精霊魔法を使えるのか。

　今日は風の魔法を多用していたけれど、機会があれば見ることもあるかもしれない。

「セシル。精霊魔法って俺にも使えるのかな？」

「うーん、どうだろー？　精霊魔法を使う人間って聞いたことがないから、難しいんじゃないかなー？」

　非常に残念だが、俺に精霊魔法は使えないのか。今日は本当になにもできなかったからな。

　アーニャみたいに魔物と直接対峙できるとは思えないから、セシルのように遠くから魔法で攻撃するのが理想なんだけど……アーニャは黒魔法とかを知っているかな？

「アーニャ。少し聞きたいことがあるんだけど」

「リュージさん。夕食ならもう少しでできるので、待っていてくださいね」

「いや夕食じゃなくて、アーニャと話がしたくてさ」

「……そ、それは夜伽のご相談ですか？」

　突然アーニャが顔を赤らめて焦り始めたけど、夜伽ってどういう意味だっけ？　……あっ！

「違うよっ!?　そういうのじゃないから！」

「それは、私に魅力がないから……」

「そういうことではないってば。それに、アーニャはものすごくかわいいよ！」

「あ、リュージさんは私を口説こうとしているんですね？」

　違う、違うんだ。

　なぜかアーニャが嬉しそうにしているのだが……まさか渡した恋愛漫画の影響で、恋に恋焦がれる乙女になっているのか!?

「こほん。あのさ、今日のことだけど、魔物が襲ってきたのに俺はなにもできなかっただろ？」

「でもリュージさんは薬師さんですよね？　戦う必要はないと思うのですが」

「だけど、女の子のセシルとアーニャが戦っているのに、男の俺がなにもしないっていうのはどうかと思うんだ」

「はぁ……その性別で役割を変えようとされるのは理解できないのですが、そもそもセシルさんがいるので、本当に戦う必要なんてないと思いますよ」

「それは、セシルの魔法があるから？」

「はい。エルフの魔法は私の体術なんて比べものにならないくらい威力がありますし。私も魔法が使えたら、もっと強くなれるのでしょうが……」

　なるほど。この世界では、物理よりも圧倒的に魔法が優位なのか。

　だったら、なおさら黒魔法を修得できるように頑張らなければ。

　とはいえ、アーニャも魔法は使えないみたいだし、どうしたものやら。

　その後夕食を済ませてからひと休みし、セシルとアーニャがお風呂へ行ったので、俺は調剤室へ。

　というのも、薬草を調合したら隠蔽魔法とやらを見破る目薬ができたり、ものすごく効果の高い滋養強壮剤ができたりしたわけだし、もしかしたら、黒魔法が使えるようになる薬が作れるかもしれないと思ったからだ。

　とはいえコメディにありがちな、調合に失敗してボンッ！という爆発は絶対に避けなければならないので、鑑定スキルでしっかり調べていると、気になる植物を見つけた。





　鑑定Ｌｖ２

　金香樹

　Ｂランク

　シャンプーの材料






　化粧水に続き、シャンプーか。これで、今使っている実家にあったシャンプーを使い切ったとしても、新たに作れることがわかった。今、アーニャがセシルに身体の洗い方を教えているはずだから、これからは使う量も増えるだろうしね。

「お兄さーん。どこー？　お風呂上がったよー」

　これまでとは違い、それなりに時間が経ってからセシルの声が響いた。

「今日は肩まで浸かって温まったんだね」

「うん。ちょっと熱い気もしたけど、頑張ったよー」

　セシルの白い肌が、ほんのりピンク色に染まっている。お風呂は頑張るものではないのだけれど、まぁよしとしよう。ふたりと入れ替わりで浴室へ入り、まずは頭を洗おうとして、シャンプーが減っていないことに気付く。

　ちょっと気になったので、脱衣所の扉から顔だけ出して、アーニャを呼ぶ。

「アーニャ。さっきセシルとお風呂へ入った時に、シャンプーを使った？」

「シャンプーってなんですか？」

「なるほど。アーニャ……髪の毛を洗う時に使うと、とても綺麗になる上に、髪の毛からいい香りのするアイテムがあるんだけど、使う？」

「そ、そんな素晴らしいアイテムがあるんですかっ！　使いますっ！　使いたいですっ！」

「わかった。わかったから、一旦落ち着いて。あと、使い方を教えるから、セシルも呼んで来て」

　コンロや水道は普通に使えるのに、シャンプーは存在を知らない……うーん。異世界の文化水準がよくわからないな。

　逆に、魔法を使えないアーニャが魔力を流せるのに、城魔法を使える俺が魔力の流し方がわからないのはなぜ？とアーニャが思っていそうだけど。

　腰にタオルを巻いて待っていると、アーニャとセシルが戻ってきたので、シャンプーを使って、実際に頭を洗ってみせる。

「……というわけで、この泡と一緒に、髪の毛や頭皮の汚れが落ちるんだ」

「シャンプーっていう名前は知らなかったけど、ボクはお家でやってもらっていたよー」

　セシルはエルフの貴族令嬢だし、予想通りシャンプーの存在は知っていたみたいだ。自分では使えないみたいだけど。

「髪の毛が綺麗に……リュージさん。早速使ってみてもいいですか？」

「構わないけど、今すぐ!?　待って！　俺が出てからにしてっ！」

　一方のアーニャは、この場で服を脱ぎだしかねない勢いだったので、俺が大急ぎでお風呂を出ることに。

　その後、アーニャがすごく満足そうな表情で出てきたので、教えてあげてよかったと思うのだけど、化粧水は教えない方がいいかもしれない。

　化粧水の存在を知ったら、めちゃくちゃ拘こだわりそうだし。今でも十分綺麗な肌なのにさ。

　ガーネットの依頼で化粧水を作った時、アーニャが料理の準備をしてくれていてよかった。




　翌朝、布団の中がモゾモゾと動いていて、目が覚めた。

　おそらくセシルなのだろうが、昨日とは違って随分と動きが激しい。

　魔物と戦ったし、バトルっぽい夢でも見ているのだろうか。

「って、セシル。変な触り方しないでよ」

　寝ぼけているとはいえ、サワサワと撫でるように人のお腹を触らないでほしい。

「ひゃぁっ！　お、お兄さん！　そんなトコ触っちゃダメだよぉ」

　やれやれと思いながら、いつセシルを起こそうかと考えていると、布団の中から妙に甲高い声が聞こえてきた。

　セシルは、いったいどんな夢を見ているのだろう。

「んっ……お兄さん。ホントにダメなんだってばぁ」

　変な寝言が続いていく。

「リュージさん。ちゃんと責任は取ってあげてくださいね」

　さすがに起こした方がいいかと思ったところで、いつの間にか扉のそばに立っていたアーニャがとんでもないことを呟いた。

「ちょっと待った！　俺はなにもしていないよっ！」

「布団の中でセシルさんが悶えていますよ？」

「違うってば！　ほら、俺は無実だよっ！」

　かけ布団を引き剥がして両手を上げると……セシルの寝言がピタッと止まる。

　なんでだよっ！　これだと、俺がセシルに変なことをしていたみたいじゃないか。

「リュージさん。やっぱり……」

「いや、本当に違うんだって」

　アーニャがジト目で俺を見つめてくる。

「もー！　吹き飛ばすなんて、ひどいじゃないっ！」

　突然、どこかで聞いたことのある声が部屋に響く。

「え？　なにかが俺の腕を撫でている？」

「撫でているんじゃなくて、叩いているんだけど、私の力では、その程度なのね」

「この声は、もしかしてガーネット？」

「そうだよー！　もー、どうして気付いてくれないのー？　朝からふたりを起こそうと思って何度も揺すったのにー！」

　なにかが触れていた感触はガーネットだったのか。

　掌くらいの大きさしかないし、当然力もないから、叩かれたり揺すられたりしても、撫でられているようにしか感じなかった。

「リュージさん。ガーネットって、一昨日の姿が見えない妖精のことでしょうか？」

「そうそう。ガーネットもアーニャも少しだけ待っていて。姿が見える薬を取ってくるから……って、ほらセシルも起きて。ガーネットが来ているよ」

　ガーネットがどこを触っていたのかは知らないけれど、とんでもない夢を見ていたであろうセシルを起こす。

「ふぇ……お、お兄さんっ！　あ、あのっ……な、慣れるまでは、もう少し優しくしてくれると嬉しいかも」

「セシル？　なんの話？」

「えっ!?　えぇっ!?　な、なんでもないよっ！」

　昨日と同じく俺の上で寝ていたセシルが飛び退き、再び頭から布団を被ってしまった。

　セシルが俺の上から移動して動けるようになったので、調剤室から目薬を三つ持ってくると、アーニャとともに使用する。

「かわいい。この子が妖精さんなのですね」

「そうそう……って、ガーネット。今日はどういった用事？　また薬が必要なの？」

　前回渡した化粧水はガーネットが持てる小瓶一本分だけど、それでもこんなに早くは、なくならないと思うのだが。

「ううん。あのフェイス・ローションはしばらく大丈夫だよー。女王様もすごく喜んでいたしー。今日はそのお礼に来たんだー」

「そういえばお礼をしてくれるとかって言っていたね」

　ガーネットは軽いノリに見えるけど、意外に律義らしい。

　お礼ってなんだろう。花の蜜とかだろうか。それとも、珍しい薬草とかかな？

「じゃあ、この前のお礼ということで、リューちゃんに妖精の加護をあげまーす」

「リューちゃん？　いや、それより妖精の加護って!?」

「言った通りだよー。ベッドの中にいるエルフさんも持っているけど、妖精の加護を得ると新たなスキルが得られるんだよー」

「えっ、マジで!?」

「うん。だけど私の加護だから、女王の加護ほどにすごい効果はないからね？」

「いや、十二分にすごいよ！」

「じゃあ、なにか使いたいスキルなんてある？　私の加護だと、ひとつのスキルを使えるようにするのがせいぜいなんだー」

　スキルをひとつ使えるようにするってすごいんだけど。

　ちなみに、俺が使いたいスキルといえば、黒魔法だ。これなら使う人も大勢いるらしいから、自分で勉強する分にも資料を探しやすいだろう。

「じゃあ、黒魔法を使えるようにしてほしいんだけど」

「おっけー。そのままジッとしていてね」

　言われた通りに直立不動で待っていると、頬になにかが触れたような気がした。

「これでリューちゃんにピクシーの加護が付与されたよー。じゃあ、しばらくしたらまた来るから、その時はローションをよろしくねー！」

　なにをされたのかはわからないが、ガーネットが窓の隙間から出ていく。




　――新たなスキルを修得し、倉魔法「ストレージ」が使用可能になりました――




「おぉっ！　新たなスキルが……って、倉魔法ってなにっ！　黒魔法じゃないのっ!?」

　この世界は俺になにか恨みでもあるのか、城魔法に続いて、またもや誤字スキルを修得してしまった。










第３章　異世界でお医者さんごっこ




「お兄さん。スキルとか魔法とかって聞こえてきたけど、なにがあったの？」

　ガーネットが帰った後、セシルが布団の中からピョコンと顔だけ出す。

「ガーネットが妖精の加護だって言って、新しいスキルをくれたんだ」

「やったね！　ボクも幼い頃に加護をもらって、光の精霊魔法が使えるようになったんだよー」

　なるほど。セシルはもともと、水と風と土の三種類の精霊魔法が使えて、ティターニアの加護で四つ目が使えるようになったのか。

　さすがは妖精の女王だな。誤字とかもなく、ちゃんと精霊魔法を使えるようにしたんだ。

「ところでセシル。倉魔法って知ってる？」

「倉魔法？　黒魔法じゃなくて？」

「うん。黒魔法じゃなくて、倉魔法なんだ」

「ごめん。聞いたことがないよ」

「だよなー」

　城魔法はまだ白魔法と漢字が違うだけだったけど、倉魔法はそもそも発音が違うんだが。

　まぁそれを言い出したら、最高のクレリックと斉藤クリニックなんて、間違いだらけだけど。

「アーニャは倉魔法って聞いたことがある？」

「ないですけど、とりあえず使ってみたらどうでしょうか。察するに、倉を呼び出す魔法なのだと思いますが」

　そうなんだけど、城魔法がお城ではなくて、実家を呼び出す魔法だったんだよね。

　実家に倉なんてないし、いったいなにが出てくるのだろうか。

「ちょっと外で使ってみるよ」

「ボクも行くよー。せっかくだし、どんな魔法か見てみたいしねー」

「では、私は朝食の準備をしておくので、終わったらリビングへ来てくださいね」

　俺とセシルで家の外に出て、早速使ってみる。

「ストレージ！　……あれ？　なにも起こらないぞ？」

　城魔法はわかりやすく光って実家が出てくるんだけど、倉魔法はなにも起こらない。どうなっているんだ？

「お兄さん。左手のところに大きな魔力の塊があるよ？」

「魔力の塊？　……これのことか？」

　恐る恐る左手を伸ばし、宙に漂う黒い靄もや――魔力の塊に触れると、突然脳裏に銀色の板が浮かぶ。診察スキルを使った時に出てくるあの銀の板なんだけど、目の前ではなく、頭の中にイメージとして出てきた。

　その板の中に二十個の四角い枠があって、その中のひとつ、一番左上の枠にだけ、石の絵が描かれている。

　このスキルはまさか、異世界ものにおける超有名なチートのあれなのかっ!?

　確信に近い思いを抱きながら、脳内でその石を取り出すイメージをすると、左手の中に拳大の石が握られていた。

「セシル。これ空間収納魔法だよ」

「空間収納魔法？　そんなの聞いたことがないよ？」

「簡単に説明すると、いつでもどこでも出し入れ自由な倉庫を呼び出す魔法なんだ」

「そうなの!?　それなら、いっぱい薬草を摘んでも、毎回家を呼び出さなくて済むね」

「あぁ。そう……だな」

　あれ？　空間収納魔法ってすごいチートだと思うし、実際セシルも知らないって言っているんだけど、よく考えたら城魔法でも同じことができているな。

　まぁ、広い場所がなくても使えるようになって、ちょっと便利になったと思えばいいか。

　せっかくなので、周囲の薬草を少し摘んで倉魔法に格納してみると、もともと石があった場所に薬草の絵が描かれる。

　家を呼び出さなくても取り出せるから、よく使うポーション類を入れておくと便利かもしれない。




◇◆◇




「えーいっ！」

　朝食を済ませて出発すると、早速魔物が現れ、今日もセシルに守ってもらうことに。

　倉魔法を修得したものの、相変わらず俺は戦闘ではまったく活躍できないまま、昼過ぎに次の街へと辿り着いた。

　いいんだ。途中、いっぱい薬草を摘んで倉魔法に格納したから。

　自分にそう言い聞かせ、若干悲しくなりながら街の中へ。街の門にグレーグンへようこそ……と書かれているのだが、門に誰もいないんだけど。

「なんていうか、寂れた街だな」

「うーん。人が多くて活気に溢れている街だって、ボクは聞いたことがあったんだけどなー」

「とりあえず、この街のギルドへ行ってみてはどうでしょう？　なにかわかるかもしれませんし」

　ひとまずアーニャの言う通り、時折貼ってある街の地図を頼りに商人ギルドへ。

　しかし街の門どころか通りにも、ゴーストタウンかと思えるほど人がいない。

　家の中に人がいるのが気配や音でわかるので、完全に無人の廃墟ではないのだが、大通りに誰もいないというのは、どういうことだろう。

「ここ……だよな？　入るよ？」

　街の中心近くにある、商人ギルドの看板が掲げられた大きな建物の扉を開く。

「……えっ!?　あの……お見かけしないお顔ですが、他の街から来られた方ですか!?」

「えぇ、そうですが」

　すると、顔色の優れないお姉さんにギュッと腕を掴まれ、いきなり迫られてしまった。

「お願いしますっ！　ポーションを……薬を売っていただけないでしょうかっ！」

「待って、落ち着いてください」

「ちゃんと代金は支払いますので、分けてください。少しでいいんです。持っていませんか!?」

「ポーションはありますから、まずはこの街になにが起こっているのか教えてください」

　かわいらしいお姉さんだし、顔色が普通で、危機迫る感じでなければ嬉しいやり取りだったのだろうけど、さすがに怖い。

　いったい、この街になにがあったのだろうか。

　ポーションがあると言ったからか、少し落ち着いたお姉さんが、ギルドの奥にある商談席へ案内してくれたんだけど……ギルドの中にもほとんど人がいないな。

　一応、ギルド職員らしき人が見えるのだが、俺たちを珍しそうにチラチラ見てくる。

「まずお聞きしたいのですが、お客様方はどちらから来られたのですか？」

「モラト村ですが」

「モラト村!?　では、先日の地震で崩れた街道が通れるようになったのですね！」

「違うんです。街道が通れないって聞いたので、俺たちは森の中を突っ切ってきたんです」

「あの迷いの森を通ってきたと……街道が通れるようになったわけではないのですか」

　迷いの森？　薄暗くて同じ風景ばかりだから、俺もセシルがいなければ迷っていそうだけど、そんな名前で呼ばれていたのか。

　しかし、街道が通れない話をしたら、お姉さんがものすごく落ち込んでしまったな。

「あの、大丈夫ですか？　気分が優れないのでしたら、先にポーションをお渡ししましょうか？」

「いえ、私は大丈夫です。ですが、数日前に起きた地震の後から、街の人たちの体調がどんどん悪くなって、なにかの呪いではないかと、人が怖がって外出しなくなってしまったんです」

「地震の後に呪い……ですか？」

「呪いというのは、あくまで街の人たちが言っているだけですが、体調が崩れていっているのは本当なのです。幸い亡くなった方はいませんが、寝込んでしまった方もいまして」

　ふむ。一応アーニャの呪いを解いたこともあるし、あの時のポーションを作ってみようか。

「お兄さん。これって、なにかの病気とか流行病じゃないの？」

「その可能性もあるね……って、俺たちもこの街にいて大丈夫か!?」

「待ってください！　この街がこういう状態なので引き止めることはできませんが、せめてポーションを……ポーションを売ってください」

　せっかく落ち着いていたお姉さんが、再び取り乱して迫ってきた。

　胸が……胸が当たっているよっ！

「まずは呪いか病気かを調べさせてくれませんか？　それによって効くポーションが異なるので」

　なんとかお姉さんを引き剥がすと、目を大きく見開いてキョトンとされてしまった。

「調べるって、どうやってですか？」

「あのね、お兄さんはすごい薬師でありながら、治癒師さんでもあるんだよー」

「えっ!?　薬師様で治癒師様なのですかっ!?　お願いしますっ！　お金はできるだけ用意しますから、この街を救ってくださいっ！」

　お姉さんが俺の手を握り、目をキラキラさせながら見つめてくる。

　でも俺は、医者は医者でも、お医者さんごっこなんだよな。

　しかし、困っている人が大勢いるというのなら、放っておくわけにはいかないか。

「アーニャ。少しだけ、この街に滞在してもいい？」

「もちろんです。目の前に困っている人がいるのに、見捨てられないですよ」

「わかった。……お姉さん。先ほど言った通り、どのポーションが効くのかを知りたいので、誰か症状が出ている方を紹介してくれませんか？　できれば、男性の方で」

　俺のスキル、お医者さんごっこ「診断」は触診――胸を触らないと発動しない。

　緊急事態なら別だけど、できるだけ変なトラブルを起こしたくないんだよ。

「男性ですか？　探せばいるかもしれませんが、症状が出ているのは、体力のない女性や子供が圧倒的に多いんです」

「そうですか。では男の子を……」

「あの、私ではダメですか？　まだ軽い方ですが、同じ症状ですので」

「こっちは構わないのですが、その……」

「では決まりです！　症状がわかれば、ポーションを売っていただけるのですよね？　でしたら、今すぐ私を調べてください」

　お姉さんがぐぃっと詰め寄ってきたので、思わず視線が大きな膨らみにいってしまうが、なんとか理性に頑張ってもらい、顔を見つめる。

「では調べるので、ついてきてください」

「ここではダメなのですか？」

「えぇ。調べるための設備が必要なので」

　街のためにと、お姉さんが俺についてくるけど、これからなにをするかわかっているアーニャにジト目で見られながら、人目につきにくそうな空き地で実家を呼び出した。

「えっ!?　変わった形ですが、家……ですか？　突然現れましたけど」

「家でもありますが、診療所でもあるんですよ」

「診療所？」

「治療を行う場所です。俺はスキルでこの診療所を呼び出せるのですが、呼び出せることは内密にお願いします」

「わかりました。……そうですね。外出している人も少ないですし、ギルド側で予あらかじめ建てていたことにしておきましょう」

　住居用の扉からではなく、正面の斉藤クリニックの入口から入ると、そのまま診察室へ。

　キョロキョロと周囲を見回すお姉さんに、椅子へ座ってもらう。

「では症状を診察しますので……ブラウスのボタンを開けてください」

　言った！　言ったよ！

「……私が胸を見せたら、この町を救ってくれますか？」

　胸を見せてとは言ってないんだけど……とにかく、街を救いたいのは同じ気持ちだ！

「はい。救ってみせます」

「わかりました。本当に町を救ってくれるというのであれば、この身を……好きにしてください」

　お姉さんがなにを勘違いしたのか、ブラウスを脱ぎ、そしてスカートを脱ぎ始めた。

「スカートは脱がなくて大丈夫ですから！　というか、ブラウスも全部脱がずに、前のボタンを外すか、下からめくってくれるだけでいいんですってば」

「着たままがお好みなのですか？」

「なんの話ですかっ!?　触診っていって、触れることで相手の健康状態を調べられるんですよっ！」

　診察について説明したのだが、お姉さんが「すみません。身体目当てなのかと」と、頬を赤らめながら謝ってきた。

　改めて考えてみると、この世界には治癒師という人が魔法の力で治療を行っているみたいなので、医者っていう存在がいないんだよね。

　なので、これからは初めて来る人に触診について説明しなければならないな。

　お姉さんが服を着て、ブラウスのボタンをいくつか外したので、その白い膨らみに触れ、小声で診察スキルを使用する。





　診察Ｌｖ１

　状態：蛙毒（弱）






　蛙毒ってなんだろう。詳細はわからないものの、対応するポーションは作れるだろう。

「症状はわかったので、少し待っていてください」

「えっ!?　今、私の胸を触っただけですけど、あれでわかったのですか!?」

「はい。すぐに戻ってきますので」

　そう言って、セシルを連れて診察室から調剤室へと移動する。

「セシル。蛙毒って知ってる？」

「んー、知らないけど、蛙の毒だよね？　毒消しだったら……これかな。シーブーキっていう薬草なんだけど、様々な毒に効くよ」

「わかった、ありがとう。……調合」

　セシルに教えてもらった薬草を調合すると、濃い緑色の液体ができた。





　鑑定Ｌｖ２

　パナケア・ポーション

　Ａランク

　様々な状態異常を治す






　蛙毒に効く薬なのかを調べるために鑑定してみると、なんとも言いがたい効果が表示される。

　様々ってひと言でまとめられてしまったが、蛙毒に効果はあるのだろうか。

　治す蛙毒は弱って表示されていたし、Ａランクの薬だから大丈夫な気はするものの、胸を触らせてもらって効果がありませんでした……だと、ただの変質者だからね。

　詐欺扱いされても困るけど……セシルが教えてくれた薬草だ。

　このポーションを出すことにして、小さなビンに移し、診察室へと戻る。

「お待たせしました。こちらの薬で治るはずです」

「随分と濃い緑色なのですね」

「えぇ。よく効く薬ですから、飲んでみてください」

　お姉さんが俺の言葉に従い、ポーションを飲み干す。

「……あれ？　身体が痛くない!?」

　突然立ち上がり、その場でジャンプしたり、屈伸したりする。

　スカートでそんなことをするからパンツが見えて……まぁさっきスカートを脱ごうとしていた時点で見えていたけどさ。

「先生！　すごいです。ここ数日の身体の痛みが消えた上に、昔から悩んでいた手足の冷えも消えましたっ！」

「先生って、俺のことですか!?　……えー、効いたみたいでよかったです。念のため確認するので、もう一度触診させてもらってもいいですか？」

「はい！　先生になら、どれだけ触られても構いません！」

　いや、だから変な目的ではないんだってば。

　なぜか先ほどよりも大きく開けられたブラウスから覗く胸に触れ、診察スキルを使用する。





　診察Ｌｖ１

　状態：健康。状態異常無効化（二十四時間）






　ちゃんと健康状態となっていたのだけど、状態異常無効化などと表示されていた。

　日本のゲームだと、有効時間中は毒や麻痺を受けないって効果だけど、この世界でも同じ意味だろうか。

　おそらくＡランクのポーションを渡したから、暗視目薬の時みたいに、本来の効果に加えて、付随効果があったのかもしれないな。

　Ａランクには、思わぬ副次効果があるかもしれないので、街の人の治療に使う分は、Ｂランク以下のポーションの方がよさそうだ。

　今のところ、自分でランクを指定できず、同じ材料を使っているのにＡランクやＢランクになる理由がわからないので、たくさん調合を行い、Ｂランク以下のポーションのストックを作るしかないな。

「先生。先ほどのポーションは、なんという名前なのですか？　私、恥ずかしながら商人ギルドの職員となって二年目で、まだ見ただけではわからなくて」

　二年目？　お姉さんの見た目は二十代半ばといったところだから、転職でもしたのかな。随分と街を救うことに熱意を持っていたし。

「あの、先生は恥ずかしいのでやめてください。俺はサイトウ・リュージと言います」

「了解しました。私はララと申します。もともと王都で騎士をしていたのですが、手足が冷えるようになり、夜間の任務がつらくなったので、生まれ故郷のこの街へ戻ってギルド職員となったのです」

「元騎士の方ですか。それで街を救おうと一生懸命だったんですね」

「あはは……ギルドマスターから商人はもっとクールになれって怒られますけどね。でも、自分の故郷で変な呪いみたいなのが蔓延しているのは嫌じゃないですか」

　きっと、ララさんはすごくいい人なのだろう。

　この病気の原因さえなんとかすれば、ララさんがきっと街を元の状態に戻してくれるはずだ。

「ところで先ほどのポーションは……」

「さっきのは、パナケア・ポーションっていうんですけど、ご存じですか？」

「パ、パナケア……ポーションですか!?」

「はい。どうかしましたか？」

　ポーションの名前を告げた途端、突然ララさんが硬直して動かなくなってしまった。

　どうしたのだろうと思っていると、部屋の隅にいたアーニャが慌てた様子で口を開く。

「リュージさん。パナケア・ポーションなんて作れるのですか!?」

「うん。それがどうかしたの？」

「どうかしたの？　じゃないですよっ！　パナケア・ポーションといえば、ほぼすべての状態異常に効く万能薬じゃないですかっ！」

「そうだね」

「そうだね……って、どうしてそんなに軽いのですかっ!?　教会で複数の状態異常を治療してもらおうとしたら、白金貨以上を寄付しないといけないのに、それと同等の効果なのですよっ!?」

　なるほど。要は、ものすごい薬だってことだったのか。白金貨って、前にアーニャから教えてもらった感じだと、日本円で十万円くらいだっけ？　普通の人が飲む薬としては高いかも。

「あの、ギルドマスターに怒られるので、私の貯金からお支払いいたします」

「待ってください。俺がそんなに高額な薬だと知らずに出したのが悪いんです。それに、さっきの薬は買ったわけではなく、俺が作ったので、高額な代金はいらないですよ」

「ですが、ポーション毎にギルドで買い取る金額が定められていまして……ちょっと待ってくださいね」

　そう言って、ララさんがポケットから小さな本を取り出し、ペラペラとめくりだす。

「パナケア・ポーションは……あった！　商人ギルドでの標準買い取り価格はＤランクで白金貨一枚。それ以上のランクは要相談……先ほどのポーションって、なにランクですか？」

「え、Ｆです。ですから、もっと低額でいいですよ」

　言えない。出したポーションがＡランクで、ララさんに状態異常無効化という効果まで付与されているなんて。

「しかし先ほどのポーションは濃い緑色でした。この本に示されているＤランクのパナケア・ポーションは薄い緑色です。……まさかＣランク、いえＢランクとか!?」

「気のせいですよ。お渡ししたポーションはすごく薄い緑色でしたよ」

「本当ですか？」

「はい、本当です。本当ですってば」

　ララさんが涙目になりながら、俺を見上げてくるけど、ひとまずブラウスの前を閉めてくれないだろうか。胸元がはだけた綺麗なお姉さんに上目遣いで見つめられたら、どうしてもそっちに目がいってしまうんだけど。

「やっぱり先ほどのポーションは、低く見積もってもＢランクだと思うのです。ポーションの効果なのか、騎士を辞めた原因である手足の冷えも治ったみたいですし。騎士に戻って危険な任務で特別報酬をもらってきますので、少しお待ち願えないでしょうか」

「危険な任務になんて就かないでくださいよ」

「ですが……あ！　私の身体にパナケア・ポーションほどの価値があるかはわかりませんが、それでお支払いするというのはいかがでしょうか。幸い胸は大きいですし、リュージ様も気になさってくださっていますし」

「本当に気にしなくていいですって！　あと、女性がそんなこと言っちゃダメですから！　先ほどのポーションはＦランク。作った俺が言うので、間違いありません！」

　チラチラと胸に目がいってしまっていた反省も踏まえて少し強めに主張すると、渋々といった感じでララさんは、ようやくＦランクの価格で納得してくれた。

　今後は、診察が終わったら、すぐに服を整えてもらうというのも徹底していこう。

「リュージさん。私の症状はなんだったのですか？」

「ララさんは、蛙毒にかかっていたみたいです」

「蛙毒……なるほど。恩人であるリュージさんにこんなことを言いたくはないのですが、ギルドとしては、もう少し一般的なお薬に変えていただけると助かります」

　ララさんとしては、街の人を全員救いたいのだけれど、ギルドとしても資金が無限にあるわけではないので、コストは抑えたい。

　でも商人ギルドという組織は、各品物を定められた金額で買い取る必要があり、俺が値下げすると言ってもダメなのだろう。

「わかりました。では適切なポーションを準備しておくので、一時間経ってから街の人たちにこの診療所を紹介してもらえますか？」

「できれば、今すぐにでも街の人たちを助けてほしいのですが、ダメでしょうか？」

「その一時間でパナケア・ポーションではなく、蛙毒に効く適切な薬を用意するので……」

「承知しました。治療費はすべて当ギルドでお支払いいたしますので、後で治した方のお名前と、用いた薬を教えていただけますか？」

　商人ギルドの正式な依頼として説明を受け、ララさんが帰った後、再びセシルに話を聞く。

「セシル。さっき教えてくれたシーブーキっていう薬草なんだけど、いろいろな症状に効果があって高価だからもう少し安価な薬にしてほしいって言われちゃったんだ」

「シーブーキって高額なの？　ボクの家にたくさん生えていたんだけど」

　セシルの家には万能薬のもとが生えていたのか。

　というかセシルは貴族令嬢だし、値段とかあまり気にしないよね。

　ＡランクやＢランクのポーションが普通だって言っていたし。

「値段のことはわからないけど、シーブーキみたいになんにでも効く薬草ではなくて、蛙毒に効く薬草はどれ？ってことだよね？　それなら、これと、これ。あと、こっちとかもいいかなー」

　セシルが調剤室の棚から、いくつかの薬草を選んでくれたので、しっかり覚えておく。

「ありがとう！　この薬草って、この辺りに生えていたりするの？　今から大量にポーションを作らないといけないんだけど」

「しばらくここに家を置いたままにするのなら、ボクが薬草を探してくるよ」

　そう言って、セシルが薬草を探しに行ってくれた。

　俺もポーションを準備しておこうと思ったのだけど、気付いたことがあってアーニャを呼ぶ。

「リュージさん。どうされました？」

「この後、一階のクリニックの部屋に街の人が大勢来るから、アーニャに受付と薬の配布をお願いしたいんだ」

　受付をアーニャがして、セシルが薬草を調達し、俺が薬の調合と診察を行って、アーニャが薬を患者さんに渡す。

　急造ではあるものの、実家で両親が行っていたのと、似たような形にはなっていると思う。

　それから、セシルから教えてもらった薬草をひたすら調合していくと、キュア・ポーションという薬ができた……が、いずれもＡランクとＢランクばかりだ。

　どうやったら、ＣランクやＤランクの薬ができるのだろうか。

　水で薄めたらできるかも？と思ったところで、アーニャの声が響く。

「リュージさん！　大変です。たくさん人がやってきました！」

「わかった。患者さんを中に入れてあげよう。立ちっぱなしだとつらいだろうしね」

　すでに一時間が過ぎていたみたいで、アーニャに受付へ立ってもらい、扉を開ける。

「あの、ここへ来たら、身体のつらさが治るってお姉……ララに言われたんですけど」

「その通りですが、ひとりずつしか診ることができないので、最初に並んでいた方から、こちらの女性に名前と、どんな風につらいのかを伝えてください」

　まずは、ひとり目の患者さん――ララさんを少し幼くしたような、ルルさんという少女の受付が終わったので、診察室へと招き入れた。

「診察を始めますが、胸に触れる触診っていう方法で、これからあなたの身体の状態を調べます。ですので、決してやましいことがあるわけじゃなくて……」

「はい。ララから聞いてます。恥ずかしいけど……お願いします」

　ルルさんが服をたくし上げたので、その胸に触れながら診察スキルを使用する。





　診察Ｌｖ１

　状態：蛙毒






「症状はわかりました。少しお待ちを」

　蛙毒はキュア・ポーションで治ると思うけど、Ｂランクで大丈夫だろうか。

「ルルさんは蛙毒にかかっていますので、こちらの薬を飲めば治りますよ」

「蛙毒？　どうして、そんな毒が……」

　ルルさんが首を傾げながら、黄緑色の液体――キュア・ポーションを飲み終える。

「あっ！　お姉ちゃんの言った通りです！　身体がだるくないし、痛みもなくなりました！」

　しっかり効いたみたいで、突然ものすごく元気になったな。

「ルルさんは、ララさんの妹さんだったんですね」

「えへへ。身内ってこともあって、お姉ちゃんが真っ先に教えてくれたんです。すみません」

「それは構わないけど、それより治ったか確認するので、もう一度だけ胸を見せてください」

「もー、先生ったらエッチなんだからー。今回だけですよー？」

　どうしよう。ノリについていけないんだけど、これが若さというやつなのだろうか。





　診察Ｌｖ１

　状態：健康






　うん。診察スキルを使うと、ちゃんと蛙毒が消えていることが確認できた。

　蛙毒はキュア・ポーションで治ることがわかったので、これからは迷わず出していこう。

「先生、ありがとうございました！　友達にも教えてくるねー！」

「うん。苦しんでいる人がいたら、ここへ来るように言ってあげて」

「はーい！」

　日本だと女子高生って感じだろうか。元気な笑顔を見られるようになってよかった。

「エレナさん。診察室へどうぞ」

　少しテンションが上がったところで、アーニャが次の人を案内する。

　お母さんと一緒に来た男の子で、すぐに診察を行う。

「はい、おしまいです。もう大丈夫ですよ」

「お兄ちゃん。ありがとう」

「どういたしまして。お大事に」

　お母さんに治療が終わったことを告げると、何度も頭を下げて診察室を出ていく。

　何人もの人を診察していたら、ある女性にこれまでの人と少し違う診察結果が出た。





　診察Ｌｖ１

　状態：蛙毒（弱）、麻痺毒（弱）






　二種類の毒を受けている!?　どちらも弱となっているのが不幸中の幸いだけど、どうしてこんなことになってしまったのだろうか。

　蛙毒ならばキュア・ポーションを出すつもりだったけど……うん。こういう時はパナケア・ポーションにしておこう。

「お待たせしました。ではこちらの薬を飲んでください」





　診察Ｌｖ１

　状態：健康






　出したのはＢランクのポーションだけど、どちらの症状も治ってるし、大丈夫みたいだ。

「あの、あなたは二種類の毒にかかっていたんですけど、なにか心当たりはありますか？」

「毒……ですか？　そんなのはありませんけど」

「うーん。家で蛙を飼っているとか、家の近くに川か池があるとか」

「飼いませんよっ！　気持ち悪いですし。それに家は街の真ん中で、川も池もありません」

　元気になった女性が帰った後も、幼い女の子やオバサン、少女……と、大勢診察していく。

　診察していてわかったのだが、ほとんどが蛙毒で、稀に麻痺毒がある人がいる。ひとりだけ風邪という人がいたけど……って、あれだけ作っておいたキュア・ポーションがなくなってしまった。途中からは、診察してから調合して、なんとか患者さんを捌さばいていく。

「それでは、あなたも家の近くに川がないんですね？」

「はい。この街は水道が完備されていて、家の中で山から流れ出る川の水が使えますから」

　最後のひとりを見送り、クリニックへ来た人は全員回復していった。

　だけど、蛙毒が街に流行した理由がわからない。

「アーニャ、お疲れ様」

「すごかったですね。リュージさんもお疲れ様です」

「さすがにしゃべり疲れたかな。それにキュア・ポーションの材料となる薬草がなくなっちゃったよ」

　リビングでアーニャと互いに労っていると、薬草をいっぱい抱えたセシルが帰ってきた。

「ただいまー」

「おかえり、セシル。たくさん摘んできたんだね」

「うん。街の人みんなに使うって聞いたから。同じ場所に生えている薬草をすべて摘んでしまうわけにもいかないし、結構歩いたよー」

「そっか。ちょうど薬草がなくなったところだったから、本当に助かるよ。ありがとう」

「でも急がないといけないね。人が大勢待っているし」

　薬草の束を受け取り、調剤室へ運んでいると、セシルが変なことを言う。

「いや、もう終わったよ？」

「でも、クリニックの入口に、たくさん人が並んでいるよ？」

「えぇっ!?」

　セシルに言われ、慌ててクリニックへ移動すると、入口の外側に大勢の人だかりが見える。

「さっきので全員じゃなかったの!?」

「お兄さん。ボク、薬草を探していてわかったんだけどさ、この街……結構大きいよ？」

「ということは、今もララさんが街を回って、ここへ来るように言っているってこと？」

「たぶん。みんなつらそうだし、移動するのにも時間がかかるみたいだから、まだまだ来るんじゃないかな？」

　ひとまずセシルに受付をやってもらい、キュア・ポーションを調合しながら診察をしつつ、合間にアーニャが用意してくれた軽食を食べる。

　しばらくしてセシルとアーニャに交代してもらい、セシルに摘んできた薬草の整理をお願いして……うん。何度も何度も診察を使ったからか、途中で診察レベルが上がったよ。

　レベルが上がっても表示される内容は変わらないけどさ。

「終わった？　みんな、お疲れ様……」

「お兄さん……ボク、眠いよ」

「……お風呂、お風呂に入りたいです」

　窓の外がすっかり暗くなった頃に、最後の患者さんが帰り……俺たちはクリニックの待合室のソファで泥のように眠ってしまった。




◇◆◇




　小さなおっぱい。

　おおきなおっぱい。

　綺麗なおっぱい。

　平らなおっぱい。

　大きさや柔らかさ、弾力にハリと、おっぱいと言っても千差万別で、様々なおっぱいがある。

　その中でも、今触れているこれは特に感触が優しい。

　触れているだけで幸せな気分になり、いつまでも触り続けていたくなるような心地よさだ。




　――さん。……ジさん。

　たくさんのおっぱいが俺に話しかけてくる。

　これはもっと触ってほしいということだろうか。

　女性のおっぱいとは、どうしてこれほどまでに素晴らしいのだろう。

　おっぱいをムニムニと触るたびに、右手が蕩けてしまうようだ。

「……さん！　リュージさんってば！」

　大きな声が耳元で響き、見慣れた顔――アーニャの顔が俺の視界を埋めている。

「ん、アーニャ。おはよう」

「お、おはようではないですっ！　セシルさんがすぐそばにいますからっ！」

「なに？　どうしたの？」

「ですから、夜伽はふたりっきりの時になさいませんか？　私はお世話になっている身なので、求められれば断る理由はありませんが、セシルさんに悪影響が……」

　夜伽って、朝からアーニャはなにを言っているのだろう。

　なにか混乱しているの？

　確か混乱を治す薬もあったはずだけど。

　調剤室へ薬を取りにいこうかと身体を起こしたところで、俺の右手がアーニャの胸に触れていることに気付く。

　そして、あのリアルな感触の夢……ソファから飛び起き、朝からダイビング土下座することになってしまった。

「まさか、あんな夢を見てしまうとは……」

「まぁ何十人、何百人という女性を診察したわけですし、仕方ないですよ」

　おっぱいがいっぱいな、とんでもない夢を見てしまったことを説明し、アーニャが水に流してくれたけど……。

「お兄さん、おはよ。どんな夢を見たの？」

「く、薬師として頑張る夢だよ」

「そうなんだ。お兄さん、さすがだねー」

　起きてきたセシルの質問をごまかしたら、感心されてしまった。

　くっ……胸に刺さる。本当のことは、絶対に言えない。

「おはようございまーす！」

　唐突に、聞いたことのある大きな声が響いたかと思うと、クリニックの入口からララさんが入ってきた。

　昨日、疲れすぎて鍵を閉めずに寝てしまったのか。防犯意識をしっかり持たないとな。

「昨日はありがとうございましたー！　夕方くらいからは、町の中を人が歩くようになって……本当に助かりました。ありがとうございます」

「それはよかったです。ところで、ご用件は？」

「はい。ちょっとついてきてほしい場所がありまして」

「わかりました……が、少々お待ちいただけますか？」

　少し待合室で待ってもらい、三人で朝食とシャワーに着替えを済ませてララさんのもとへ。

　だけど、俺が外に出て扉を閉めてしまうと、診療所が消えて街の人から不思議に思われるので、扉は開けたまま、アーニャに留守番をお願いした。




「こちらですー」

　ララさんに連れられてしばらく歩くと、小さな家に着いた。

「エミリアさーん！　おはようございます。昨日お話しした先生を連れてきましたよー」

　玄関から大きな声で呼びかけ、ララさんがそのまま家の中へと入っていく。

　俺たちもついていくと、寝室で顔色の悪い女性が寝込んでいた。

「私が把握している中で、エミリアさんの症状が一番重くて、歩くこともできないんです。リュージさん、エミリアさんを治してくれませんか」

　エミリアさんと呼ばれた女性は顔色が悪く、息も荒い。

　どうやらかなり苦しい様子なので、すぐさま胸に触れる。

「失礼します」





　診察Ｌｖ２

　状態：蛙毒（強）、麻痺毒、衰弱






　大勢の人を診察したけれど、蛙毒の強という状態は初めて見た。

　しかも衰弱とも記載されているし。

　すぐさま倉魔法を使い、取り出したＢランクのパナケア・ポーションを少しずつ飲ませて再び診察する。





　診察Ｌｖ２

　状態：衰弱






　毒は治ったものの、パナケア・ポーションで衰弱は治らないらしい。

　衰弱ということは、身体が弱っているので、状態異常とはまた違うみたいだ。

　だが解毒はできたので、後は栄養のある物を食べ、身体をゆっくりと回復させて……って、これだ。

「エミリアさん。こちらのポーションも飲んでください。これでよくなるはずですから」

　昨日、風邪を引いている人にも出した、滋養強壮効果のあるナリッシュメント・ポーションを飲んでもらう。

「……身体が動く！　あのつらさが消えた……」

「エミリアさん！　よかった！」

　静かに女性が身体を起こし、すぐさまララさんが抱きついた。

「すみません。私は旅の薬師のリュージという者なのですが、エミリアさんが蛙毒を受けていた理由を知りたいんです。なにか心当たりはありませんか？」

「蛙毒？　私がですか？」

「えぇ。エミリアさんほど重症ではなかったのですが、この街の――特に女性の多くが蛙毒にかかっていたんです」

　女性が大半とはいえ男の子もかかっていたので、性別が関与しているわけではなく、単に体力の有無だと思う。この街の全女性がクリニックに来たわけではないだろうし。

「ララさん。蛙毒の症状が出始めたのって、ここ数日の話って言っていましたよね？」

「はい。地震の直後だったのでよく覚えています」

「地震で毒を持つ蛙が大量発生したとか？　でも蛙なんてまったく見かけないからな」

　そもそも街の中に川や池なんてないし、蛙を見たこともない。

「エミリアさんが地震の後に始めたことってありませんか？　日常生活に新しいなにかを取り入れたとか」

「特になにもしていませんわ。でも、地震の後から急激に体調が悪くなりましたの。ですから、普段よりもたくさんお水を飲んだのだけど……」

「たくさん水を……って、そこまで暑くもないのにですか？」

「えぇ。お水ってすごいのよ？　飲んでも太らないから健康的だし」

　まぁ水はカロリーゼロだし、太ることはなさそうだけど、飲みすぎもどうなのだろうか。

「エミリアさんはお水ダイエットの提唱者で、この街では数カ月前から女性の間でブームになっているのですよ」

「お水ダイエットって、要は水しか飲まないってことですか!?」

「そこまで極端ではないですが、普段から水を多く飲みましょうっていうダイエットですよね」

　まぁそれくらいならいいのかな？

　お医者さんごっこスキルしか持ってないから、いいか悪いか俺にはわからないけど。

「ララさん。お水ダイエット初心者はそれでもいいですが、上級者は朝食以外すべてお水です。食事の代わりにお水を飲むのが、真のお水ダイエッターです」

　さすがにそれはやりすぎじゃない？

　無茶苦茶なダイエットは身体を壊しそうだけど。

「……ん？　ということは、この街の女性はたくさん水を飲む人が多いんですね？」

「そうですね。私が提唱したお水ダイエットを大勢の方が実践されていますの」

「それって、水道から出た水そのままですか？」

「もちろんです。この街のそばにある山から流れ出る水を取り込み、水道として完備されていますからね」

　煮しゃ沸ふつせずに、そのまま飲むのか。

　日本だと水道水は消毒されているけど、この世界の水道って大丈夫なのか？

　整理すると、この街の女性は水をたくさん飲む。

　おそらく、川から取り込んだそのままの水。

　数日前の地震の後から、体調を崩す人が続出した。

　……って、これから推測されるのは、地震を機に水源となっている川に毒を持つ蛙が棲みついたってことじゃないの？

「ララさん。この街に蛙毒が広まった原因がわかったかもしれません」

「本当ですか!?」

「確証はありませんが、冒険者ギルドへ原因の討伐を依頼したいと思います」

「さすがリュージさんですね！　冒険者ギルド……に用事があるのであれば、私も一緒に参りましょう」

　念のためエミリアさんにキュア・ポーションを渡し、ララさんとともにみんなで冒険者ギルドへ。

　ちなみに、エミリアさんが重症であることをララさんが知っていたのは、元騎士として故郷の街をよくしようと、普段から街の人々に声をかけている賜物なのだとか。

　ララさんはすごいなぁ。ララさんあってのこの街ではないだろうか。

「ところでお兄さん。蛙毒の原因ってなんなの？」

　歩きながらセシルが尋ねてきたので、俺の推測を話し、川にいるであろう蛙の魔物を、冒険者に倒してもらおうと考えていると告げる。

「なるほどねー。さすが、お兄さん」

「いや、確証はないけど……って、ララさん？　どうかされましたか？」

「いえ、ちょっと……」

　ララさんが眉をひそめる。

　なんだろう。この世界のことを知らない、的外れな推測だったのだろうか。

「あの、ララさん。間違っていそうであれば、教えていただけると……」

「いえ、そうではないのです。ですが……」

「ですが？」

　歩みを進めつつララさんの言葉を待っていると、冒険者ギルドの建物に到着した。

「おや、これはララ殿ではないですか。騎士崩れ……失礼、商人ギルドの職員が当ギルドへなんの用事でしょうか？」

　ムカつく禿げたオッサンが現れ、声をかけてくる。

「アンドレアさん。こちらは、街で流行っていた症状を治療してくれたリュージさんです。冒険者ギルドに依頼があるので、話を聞いていただけないでしょうか」

「治療？　この兄ちゃんが？　信じられんな」

「信じられなければ、その辺りを歩いている女性に聞いてみればいいでしょう。リュージさんが優れた治癒師であると話してくれるはずです」

「治癒師ねぇ……まぁいい。依頼ということなら話を聞こう。中へ入りな」

　オッサンは、俺のことを値踏みするかのようにジロジロと見たかと思うと、顎で建物の中を示してくる。初対面の相手に随分と失礼だな。

　冒険者ギルドの中へ入ると、商人ギルドとは違って人が――男がたくさんいた。

「で、兄ちゃん。依頼っていうのは？」

「街の水源の川に、毒を持った蛙の魔物がいると思われるので、それを排除してもらいたい」

「ほう。その魔物はなんていう魔物なんだ？　どの辺りに何匹くらいいるんだ？」

「いや、具体的な魔物や数、場所はわからないが、間違いなくいるんだよ」

「おいおい、魔物がなにかもわからない、何匹いるかもわからない、おまけに場所もわからない……って、それでどうやって冒険者に依頼しろっていうんだ」

　うっ……確かに。

　川に棲みついた蛙の魔物を、冒険者に排除してもらうのはいいアイディアだと思ったのに。

　なんとかならないかと考えていると、ララさんが助け船を出してくれる。

「おそらくポイズンフロッグで、個々が持つ毒は小さいはず。これだけの被害を出していることを考えると、数十匹いると思われます。場所はラーク川の上流かと」

「おそらく？　思われる？　おいおい、ララさんよ。あんたは、こっちの素人の兄ちゃんと違って、元騎士様だろうが。そんな曖昧な情報で冒険者に動けってか」

「すみません。ですが、今この魔物を討伐しておかないと、数日後にはまた同じことが起こってしまいます。今回は偶然リュージさんが通りかかったおかげで助かりましたが、次も同じ偶然が続くとは限りません」

「だが確証はないんだろ？　元騎士様は、不確実な情報で冒険者に死ねと言うんだな？　まぁ元騎士様からすれば、冒険者なんて使い捨ての駒なんだろうがな」

　オッサンの発言でララさんが怒っているが、それよりもなによりも、俺が――キレた。

「ふざけるなっ！　ララさんは街の人々のために動いているんだろ！　街の緊急事態に、冒険者も騎士も関係ないだろう！　みんなで協力して魔物を討伐しなければ、また街の人たちが苦しむんだっ！」

「調子に乗るなよ、青二才が。街全体の問題ならば冒険者の出る幕じゃねぇ。それこそ王国の騎士団や、領主に頼むべき案件だろうが！　それに、そんな大きな依頼なら、当然依頼額も高くなるが、お前に払えるのか!?」

　俺の言葉にオッサンも言葉が荒くなり、まさに一触即発となった時、セシルが静かに口を開く。

「人間のオジサン。お兄さんに指一本でも触れたら、ボクが許さないからね？」

「あぁん!?　なんだ、このガキ……セ、セシル様っ!?　ど、どうしてこんなところに!?」

「ボクはお兄さんが気に入っているんだ。そのお兄さんになにかあったら……わかるよね？」

「で、ですが、そちらの治癒師様やララ……殿の情報だけでは冒険者に依頼が出せないのも事実なのです。我々冒険者ギルドとしても、正確な情報を掴み、依頼の難易度を把握しなければ事故が起こってしまいますので」

　今まで俺の陰に隠れていたセシルが顔を出した途端に、オッサンの態度が一変した。

　丁寧な説明でオッサンの言い分もよくわかった。セシルの――貴族令嬢の力でも、依頼は受けてもらえそうにないみたいだ。

「わかりました。この話はなかったことにしましょう。セシル、ごめんな。ララさんも一旦出ましょう」

　オッサンと周囲の冒険者たちの視線を浴びながら建物を出て、少し離れる。

「あ、あの……セシル様って、あのセシル・ルロワ様なのですか？」

「おそらくね」

　ララさんがこっそり聞いてきたけれど、俺だって正確には知らないよ。

　確かモラト村ではセシル・ルロワって呼ばれていたと思う。

　この世界のことはわからないが、ルロワ家っていう貴族がいるのだろうか？

　そんなことを考えていると、俺の返事に驚いたララさんが、声を殺しながら再び尋ねてくる。

「リュージ様はセシル様とどのようなご関係なのですか？」

「リュージ様って……セシルとは旅をともにする仲間だよ。もちろんアーニャも」

「でも、どうしてエルフの第四王女様が旅をされているのですか？」

　ん？　ちょっと待った。

　今、ララさんは変なことを言ったよね？

「エルフの第四王女？」

「え？　セシル・ルロワ様といえば、あの有名なエルフの国の王女様ですよね？」

「えっ!?　えぇぇぇぇっ!?」

　ララさんの発言で、今度は俺が驚いてしまった。

「お兄さん、どうかしたの？」

「えっと、セシルってエルフの王女様なの？」

　俺の大声でセシルが話しかけてきたので、本人に聞いてみた。

「あー、うん。そうだね」

「そっかー。セシルは貴族令嬢と思っていたんだけど、王女様だったのか」

「うん。お兄さんは、ボクが王女だって知って、どう思った？」

「え？　驚きはしたけど、別になにも。貴族令嬢だろうと王女様だろうと、セシルはセシルだしね……あ、もしかして言葉遣いとかを変えた方がいいとか？」

「ち、違うよ！　今のままでお願い」

「わかった」

　セシルは王女様か。どうりで身の周りのことがひとりでできないはずだよね。

「セシル。今のままで……っていう話は、アーニャも同じと思っていいよね？」

「もちろん。猫のお姉さんもボクに対して態度を変える必要はないよー」

　セシルからもアーニャに対して、今まで通りでと言っているし、気にしなくてもいいだろう。

「さてと。お兄さんがボクのことを知らなかったから黙っていたけど、その気になればこの国の騎士団を動かすように要請できたりもするよ？」

「騎士団を動かせるなんてすごいね。冒険者ギルドはダメだったし、この街の危機だし、セシルが構わないなら騎士団に動いてもらうのがいいかもしれないね」

「わかったー。じゃあ早速国王宛てに手紙を書こうかな。商人ギルドで手紙が出せるよね？」

　セシルが王女だと知り、しばらく固まっていたララさんだったけど、商人ギルドの話になってようやく我に返る。

「出せますが……正直に申し上げますと、王都向けの街道がまだ開通しておりませんし、手紙が王都へ着いたとしても、騎士団が通れる道がございません」

「あ、そっか。俺たちも森の中を通ってきたんだった」

「なるほど。王都にいる騎士団を動かしても、到着するまで数日かかっちゃうんだ」

　この街を襲った蛙毒の原因が水だといっても、水を使わない生活ができるのは、せいぜい一日か二日程度だろう。さて、どうしようか。

「ララさん。領主はなにか手を打たれたんですか？」

「それがタイミングの悪いことに、領主様は地震が起こる前に王都へ行っていて、帰ってこられなくなっているんです」

「それは本当にタイミングが悪いね」

「はい。一応、緊急事態用の連絡魔法で、街が危機に瀕ひんしていることだけは伝わっているはずなのですが、その魔法ではなにが起こっているかまでは伝えられないのです」

　ある意味では難を逃れたので、個人としては運がいいとも言えるが、領主という立場では運が悪いのか。

　ちなみに、ララさんの言う連絡魔法は、狼煙をあげるようなものらしく、こちらの詳細な状況はなにひとつ伝わっていないらしい。

「だったらボクたちで行こうよ。ポイズンフロッグなんてボクがまとめて倒しちゃうよー」

「ララさんの話では、かなり数がいそうだけど、大丈夫なの？」

「もちろん。ボクに任せて」

　セシルが満面の笑みを浮かべて、自信たっぷりに頷く。

　確かに、セシルの魔法があれば蛙なんて楽勝なのだろう。

「そうしようか。あまり時間をかけている場合ではなさそうだしね」

「うん、それがいいよー」

「では、僭越ながら私が道案内をいたしましょう」

　セシルとともに蛙退治に出かけようとしたところで、ララさんも同行すると言ってくれた。

　しかし、ララさんがこの街を離れても大丈夫なのだろうか。

「ララさんが来てくれるのは心強いけど、街は大丈夫ですか？」

「はい。商人ギルドの職員も私だけではないですし、私ひとりがいなくても、街は大丈夫かと」

　ララさんは自分を過小評価していないかな？　やっていることはすごいと思うよ？

　道案内があった方がありがたいのは確かだけどさ。

　ポイズンフロッグっていう魔物だって、俺は見たことがないしね。

「ではすみませんが、協力をお願いいたします」

「それを言うのは、こちらですよ。みなさん、よろしくお願いいたします」




◇◆◇




　一旦家に戻ってアーニャに事情を説明し、みんなでグレーグンの街の水源――ラーク川の上流に向かって出発することになった。

　今回はアーニャも同行するので、表通りに休みだと書いた立て札を設置して家を消す。奥まった場所だから、表通りから入って来られなければ大丈夫……だと思いたい。

「みなさん。馬には乗れますか？」

　街の門の近くでララさんに質問され、全員の足が止まった。

「俺は乗ったことがないかな」

「ボクは馬車なら乗ったことがあるよー」

「私は乗ったことはありますけど……あまり得意ではないです」

　セシル。馬車なら俺だって乗ったことがあるからね？　座っているだけだし。

　もちろん御者はできないけどさ。

「なるほど。では馬を二頭用意しましょう。どこまで川を上ればいいかわかりませんが、徒歩では陽が暮れてしまいます」

「それって、私がセシルさんかリュージさんのどちらかを乗せるということですよね？　正直言って自分が乗るので精一杯で、一緒に乗っている方を気遣う余裕はありませんが……」

「だったら俺がアーニャに乗せてもらうよ。万が一落ちて、セシルに怪我をさせるわけにはいかないからね」

　俺なら倉魔法でバイタル・ポーションをすぐに取り出せるし、落ちたとしても頭を打ったりしなければ、まぁ大丈夫だろう。

「馬車はダメなのかな？」

「セシル様。街道を通るわけではないので、少々無理があるかと」

「そっかー」

　残念そうな表情を浮かべるセシルがチラチラとこっちを見てくる。

　これはもしかして、馬が怖いということだろうか。

「大丈夫だよ、セシル。馬は怖くないよ」

「え？　お兄さん。ボク、別に馬は怖くないよ？」

「あれ？　じゃあ、俺の気のせいか。ごめん、気にしないで」

　さっきのはなんだったのだろうかと思いながらも、手配してくれた馬にララさんとセシルが乗り、俺もアーニャが乗った馬に……乗れるだろうか。

「リュージさん。まだです！　まだ乗らないでください！」

　ララさんとセシルを乗せた馬は静かに待っているが、アーニャを乗せた馬はグルグルと周囲を歩いている。

　暴れ馬？　いや、そんな感じはしないな。

　珍しく必死の表情を浮かべるアーニャをしばらく眺めていると、どうにか俺の前で馬が止まる。

「リュージさん、今です！　早く乗ってくださいっ！」

「今!?」

「そうです。今ですっ！」

　差し出されたアーニャの手を取ると、思っていた以上に強い力で引っ張り上げられた。

「アーニャ!?　もう動くの!?」

「しっかり掴まってくださいっ！」

「掴まるって、どこに!?」

「私の腰でいいですっ！　早くっ！　は、走りますよっ！」

　アーニャが馬を唐突に走らせ……というか、馬が勝手に走っている!?

　はっきり言って、飛ばしすぎではないだろうか。

「アーニャ！　早すぎない!?」

「それは馬に言ってくださいっ！」

「えっ!?　コントロールしてよっ！」

「どうやってですかっ!?」

「マジかぁぁぁっ！」

　頭を打たなければ大丈夫だと思っていたけど、当初想像していたのと速度が違う！

　異世界だから？　見た目は普通の馬なのに、めちゃくちゃ速いんだけどっ！

「リュージさん！」

「今度は、どうしたのっ!?」

「腰に掴まってもいいとは言いましたが、うなじに息を吹きかけるのはちょっと……」

「そんなことしてないからっ！　というか、ララさんから離れすぎてない!?」

「あ、そっちじゃないって叫んでいますね」

「方向転換してぇぇぇっ！」

　俺が叫ぶと、方向は変えてくれたけど、速度はそのままなわけで。

「アーニャさん。そのまま真っ直ぐ進んでください」

「わ、わかりましたっ！」

「むー！　お兄さん、猫のお姉さんにくっつきす……」

　ララさんの馬が近付いてきて、セシルがなにか言っていたけれど、アーニャが相変わらずの爆速でララさんたちを追い抜いてしまい、最後まで聞き取れなかった。

「リュージさん。川がありましたよ」

「じゃあ速度を落として魔物がいないか確認しながら……」

「ですから、速度の落とし方がわからないんですってば」

「嘘ぉぉぉーっ！」

　うん、無理！　馬に乗りながら魔物を探すのは諦めよう。

　アーニャに全力で抱きつき、ギュッと目を閉じる。

　どれくらい時間が経ったかはわからないけど、突然馬が止まった。

「どうしたの？」

「これ以上は進めそうにないので止まりました」

　よかった。速度を緩めることはできないけど、止まることはできるんだね。

「え？　リュージさん？　リュージさんっ!?」

　爆速による恐怖のせいなのか、それとも乗り物酔いなのか。

　馬から降りた途端に、俺は気を失ってしまった。




「……さん。お兄さん！」

　心配そうなセシルの声とともに目を覚ますと、少し陽が落ちかけていた。

「お兄さんが目覚めたっ！　お兄さーんっ！」

「セシル!?」

「もうっ！　心配したんだからねっ！」

　横になっている俺に、セシルが覆いかぶさるようにして抱きついてくる。

　セシルの柔らかさと温かさを感じるのだが……なぜか俺の後頭部にもムニムニした感触がある。これはなんだろうか。

「リュージさん。ご気分はいかがですか？　突然倒れたので、ビックリしましたよ」

　アーニャの声がすぐ上から聞こえ……って、目の前にアーニャの顔がある。

　ということは、まさかアーニャに膝枕してもらっているの!?

　セシルとアーニャに挟まれ、ちょっと幸せな気分を味わいつつも、いつまでもこうしていられないので起き上がると、ララさんが現状を話してくれた。

「私とセシル様で川を下流から見ていましたが、特に変わった様子はありませんでした。そのため、魔物はもっと上流だと思うのですが、もうすぐ陽が落ちます。どこかで野宿をするか、一度町へ戻るかを決めなければなりません」

「では、ここで朝を待とう。ここならまだ山の手前で広さもあるし」

　早速城魔法を使って家を呼び出すと、診療所だけだと思っていたララさんが、キッチンやリビングがあることに驚いていた。

「すごいですが、この水道の水はどこから来ているのでしょう？」

「実は俺もわからないんだよね」

「そうなのですか。不思議な魔法ですね」

　不思議な魔法というか、日本人だった俺からすると、魔法自体が不思議な存在なんだけどね。

　そんなことを考えながら、蛙毒の原因となる魔物を倒すためのキュア・ポーションを多めに作って、すぐ使えるように倉魔法へ格納しておく。

　あと患者さんの中には麻痺毒も受けていた人がいたし、ひとつで全部治せるパナケア・ポーションに、体力回復のバイタル・ポーション、万が一のことを考えてマジック・ポーションも作る。魔物がたくさんいるだろうって話だから、セシルが魔法を連発しても大丈夫なようにしておかないとね。

　それから、ガーネットが来た時に暗視目薬を使ったから、これも作っておこうか。

「みなさーん、ご飯ですよー！」

　たくさんポーションを作ったところで、アーニャの呼ぶ声が聞こえてきたので、リビングへ。

「魔物退治の途中でこんなに美味しい食事ができるなんて！」

　今日も美味しいアーニャの料理を味わっていると、なぜかララさんがものすごく感動していた。

　アーニャの料理が美味しいのはわかるけれど、涙まで流さなくても。

「お風呂は誰から入る？」

「お風呂!?　お風呂にまで入れるんですかっ!?　こんなの、私が知っている魔物退治の任務ではないですっ！」

　ゆっくり休んでもらおうと、お風呂へ入ってもらっている間に空き部屋へ布団を敷いておくと、またもや感動されてしまった。

　その後、さぁ寝ようかというところで、どこかで聞いたことのある変な音が、窓の外から耳に届く。

　――ゲロゲロゲロゲロ！

　――グヮグヮグヮグヮ！

　昔、キャンプ場へ行った時に夜通し聞かされた、何十、何百という蛙の大合唱が響き渡るが、これだけの数がいて昼間に見つけられなかったということは、夜行性なのか。

　倒すのであれば、出てきている今がいいだろう。

　俺に魔物を倒す力はないので、セシルに頼むしかないのだが……俺のベッドに潜り込んでいる!?

「お兄さん。おやすみー」

「セシル。どうして俺のベッドに……というのはさておき、ものすごく眠そうにしているけど、お願いだから少しだけ頑張って！」

「えぇー、ボク眠くて……お兄さんが、猫のお姉さんにしていたみたいに、ギューッてしてくれたら起きちゃうかも」

「え？」

「……い、今のはなしっ！　起きるっ！　起きるよっ！」

　大急ぎで着替えを済ませて家を出ると、川の中とその周辺に、昼にはなかった大きな石がたくさん置かれていた。

　ひとつひとつの石がひと抱えくらいあるんだけど、どうしてこんな石が大量に……って、石が跳んだ？

「ちょっと待って。あの石みたいなのって、まさか……蛙？」

「はい、ポイズンフロッグです。しかし、こんなに大量発生しているのは見たことがありません」

　そうだよね。

　幅がおおよそ十メートルくらいある川を黒い石――もとい蛙が覆い尽くしているんだから。

「セシル、この数を倒せる？」

「一度には無理かも。でも、きっと大丈夫……ふわぅ」

　眠そうに欠伸あくびをかみ殺したセシルが小声でなにかを呟くと、黒い竜巻が三つも発生し、川の水ごと蛙を吸い上げる。

「竜巻をひとつ起こすだけでもすごいのに、同時に三つも起こせるんだ」

「もっとできるよ？　でも、これくらいの数なら三つで十分かなーって」

　これでまだ余力があるなんて、本当にすごいな。

　竜巻が消えた後、川の水が少し減ってしまった感じがするけど、蛙はほとんどいなくなったし、よしとしよう。

　残りは竜巻の力が及ばない端の方にいた数匹の蛙だけ……と思っていたのに、突然十数匹の蛙が川の中に現れた。

「今、ポイズンフロッグが増えなかった？」

「私も増えたように見えました」

「そうだねー。それでね、川の真ん中にある岩から、魔力を感じたよー」

　ララさんとセシルも俺の意見に同意した後、アーニャが口を開く。

「リュージさん。あの大きな岩って、蛙ではないでしょうか？」

　獣人族は夜目が利くそうなので、アーニャがそうだというのであれば、あの三メートルくらいある大きな岩は蛙なのだろう。

「そうだ。みんな、これを！」

　夕食前に作った暗視目薬を倉魔法で取り出してみんなに配って早速使う。

「確かに蛙だね。赤色の、いかにも毒ですって感じだけど……それにしても大きすぎるよっ！」

　その異様な姿に思わず叫ぶ。

「待ってください。あの大きな蛙は、ポイズンフロッグの特殊個体、レッドフロッグですっ！」

　直後、ララさんが緊張した様子で、特殊個体という嫌な予感しかしない言葉を発した。

「ララさん、特殊個体って!?」

「ひと言で表すと、普通の魔物よりもかなり強いってことです」

　ある程度予想はしていたけれど、できれば聞きたくない言葉だった。

　要は異世界ものやゲームによくある、ユニークモンスターとかボスモンスターってことだよね？　そういうのは、勇者だとか剣士だとかって人と遭遇してよっ！

「特殊個体かぁ。でも、吹き飛ばしちゃえば関係ないよねー」

　あの大きな蛙を前にしても、まだ眠そうな表情のセシルが再び竜巻を起こす。

　川の水とともに、再びポイズンフロッグたちが吸い上げられるけど、肝心のレッドフロッグはビクともしていない。

「あれ？　あの大きいのは動いてないね。重いからかな？　じゃあ違う魔法にしようかな」

「セシル、どんなのが使えるの？」

「得意の風系統なら、概ねなんでもできるよー。さっきまでは効果範囲が広い竜巻の魔法を使っていたけど、範囲が狭い代わりに強力な、風の刃を飛ばすことだってできるんだからー」

　風の刃って、あの蛙をスパッと真っ二つにするような……って、仕方がないとはいえ、川にレッドフロッグの血が流れ出るグロテスクな光景になってしまいそうだ。

「でも、レッドフロッグを斬ったら、血が川に流れ込むけど大丈夫なの？」

「血液中の毒の有無はわかりませんが、私はまずい気がします。普通のポイズンフロッグは体内に毒を生成する臓器があるんですけど、風の刃で斬ってその臓器が川に落ちたら、下流が大変なことになるのではないでしょうか」

　俺の疑問にララさんからダメだと言われ、セシルがどうしようかと、悩んでいる。

「レッドフロッグを岸に上げて倒せたらいいんだけど、風の魔法で動かせなかったんだよね？」

「上空に吸い上げてどこかへ飛ばすっていう手段は無理だったねー。突風で吹き飛ばすっていう魔法も使えるけど、重そうだし無理かも」

「重そう……だったら、風の刃であの蛙の手足だけ斬って、軽くしてから吹き飛ばすっていうのは？」

「そんなにピンポイントで狙えないよー」

　有効と思える案がなく、どうしようかと意見を交わしていると、レッドフロッグが小さく鳴く。

　その直後、先ほどセシルが吹き飛ばしたはずのポイズンフロッグ十数匹が、再びレッドフロッグの周囲に現れる。

「また増えた!?」

「あれは特殊個体の魔物が持つスキル、眷けん属ぞく召喚かと。自分の手下として別の魔物を強制的に呼び出すので、レッドフロッグを倒さないと、延々とポイズンフロッグが現れてしまいます」

　つまり俺たちがやらなければならないのは、ポイズンフロッグの群れを捌きつつ、レッドフロッグを岸に上げてから倒す……って、無理じゃない？

　ポイズンフロッグは倒しても無意味で、レッドフロッグは重くて動かせないなんて、どうすればいいんだ!?

「ララさん。ポイズンフロッグって、どういう攻撃をしてくるんですか？」

「ポイズンフロッグはシンプルに体当たりですが、毒を含んだ体液を身体にまとっているのです」

「つまり、体当たりされたら毒にやられるっていうこと？」

「えぇ。ですがポイズンフロッグの毒はそこまで強力ではないですし、体当たりしかしてこないので、近寄ってきたところを剣で斬ればいいだけです」

　ララさんが騎士時代の剣を見せてくれたけど、近寄ってきたところを斬るだけ……って、この数で、ほとんどが川の中だ。

　どうしたものかと考えていると、これまでまったく動かなかったレッドフロッグが、俺たちがいる方に身体の向きを変える。

　すると、ゲロゲログヮグヮと十数匹のポイズンフロッグが鳴きながら、こっちに向かってきた！

「お兄さん。この蛙、吹き飛ばしてもいい？　川の中で止まっているだけなら平気だったけど、こっちに向かって一斉に飛び跳ねてくると、気持ち悪いよー」

「もちろん構わない……って、俺が返事をする前に竜巻を起こしているし」

　だが、セシルがポイズンフロッグを吹き飛ばしても、すぐさま現れる。

　しかも厄介なことに、ポイズンフロッグの群れを俺たちに向かわせるくせに、レッドフロッグはその場から動こうとしない。

　部下に任せて、自分は指示するだけ……って、待てよ。それって、今の俺も同じじゃないか？

　セシルに頑張ってもらって、俺はなにもしていない。

　俺に攻撃手段がないから？　無力だから？　だからって、本当にそれでいいのか!?

　俺ができること。俺にしかできないこと。なにかあるだろ？　考えるんだっ！

　セシルが竜巻でポイズンフロッグを吹き飛ばしては、レッドフロッグが新たな眷属を呼ぶという光景が繰り返される中で、頭をフル回転させて考えた結果。

「セシル！　ごめん、少しだけこのまま耐えていて！」

　俺は扉を開けっ放しにしていたクリニックへ駆け込んだ。

　クリニックへ入ると、すぐさま調剤室へ。

　なにか、なにかあるはずだ。

　直接攻撃できるような薬や薬草はなかったけど、飲んだ人が剣の達人になるとか、ものすごく早く動けるようになるとか。

　滋養強壮の薬や、見えない物を見えるようにする薬があったのだから、肉体強化の薬があっても不思議ではないはずだ！

「待てよ。暗い場所でも見えるようにする目薬のＡランクを使ったら、本来見えないはずの妖精が見えるようになった。なら、滋養強壮の薬のＡランクを飲めば、なにかしら強化されるんじゃないか？」

　前に作った滋養強壮の薬――ナリッシュメント・ポーションを飲んだ時はＢランクですごい効果があった。

　その時作れたけど、飲まなかったＡランクのポーションを探し出し、一気に飲み干す。

「身体が熱い。力が……漲みなぎってくる」





　診察Ｌｖ２

　状態：健康。身体能力上昇（大：三十分）






　身体の奥底から湧き出る力を抑えつつ、自分自身に診察を行うと、身体能力上昇と表示されている。

　三十分というのは効果が持続する時間だと思われるから、この三十分でレッドフロッグを倒すんだっ！

「セシル、お待たせ。大丈夫!?」

　溢れ出る力を感じながら、再びみんなのもとへ戻ると、ちょうどセシルが起こした竜巻が消えるところだった。

「お兄さん。今のところ、現状は変わりなしかな。ボクが竜巻を起こして、またたくさん蛙が出てくるっていう繰り返しだよー」

「そうか。まだ魔法は使えそう？」

「大丈夫だと思うけど、こんなに連続して魔法を使ったことがないから、正確にはわからないよー」

「……そうだ。セシル、このマジック・ポーションを飲んで。魔力が回復するから」

「わかった。ありがとー」

　セシルにＡランクのマジック・ポーションを渡す。

「ララさん。その剣を少し貸していただけませんか？」

「え？　構いませんが、どうされるのですか？」

「俺が、あのレッドフロッグを直接斬ってきます。剣で手足を斬って軽くすれば、セシルの魔法で吹き飛ばせるかもしれません」

「でも、近付いたら毒にやられてしまいますよ！　レッドフロッグの毒はポイズンフロッグとは比べ物にならないほど強力なんです！」

「それは……大丈夫です。毒は効きませんから」

　今度はＡランクのパナケア・ポーションを取り出し、一気に飲み干す。

　昨日ララさんに飲ませて、二十四時間の状態異常無効化が付与されたあのポーションだ。

　これで蛙の毒は効かない。

　あの巨体だから動きは鈍いだろうし、身体能力が強化されている今なら、素人の俺だってなんとかできるはずだ！

「しかし……」

「大丈夫です。それより、このままではいつまで経ってもやつを倒せないし、街も救えません」

「でしたら私が……」

「いえ、俺に策があるんです。任せてください」

　ためらうララさんの目をジッと見つめる。

「わかりました。けど、必ず無事に戻ってきてくださいね」

　意を決したように頷き、長い両刃の剣を預けてくれた。

　ララさんにお礼を言うと、セシルに改めて竜巻を依頼する。

「セシル。もう一度竜巻を頼む。それから俺が合図したら、さらにもう一回竜巻を起こしてくれ」

「わかったー。じゃあ、もらったマジック・ポーションは、次に竜巻を起こした後に飲むね」

「そうだな。合図まで少し時間をもらうことになると思うし、そうしてくれ」

　それからセシルが竜巻を発生させ、またもや川の水とポイズンフロッグたちが上空へ吸い上げられていく。

「行ってくる！」

　セシルがマジック・ポーションを飲む様子を横目で見つつ、竜巻が消えた瞬間、ほとんど水がなくなった川を、ピチャピチャと音を立てながら、レッドフロッグめがけて一直線に走っていく。

「このぉぉぉっ！」

　俺の身長の倍近くあるレッドフロッグの前足に、力いっぱい剣を叩きつけると……足が千切れ飛んだ。




――ヴモォォォッ！




　これまで聞いたことのない、レッドフロッグの牛のような悲鳴が響き渡った。

　いける！　剣というより鈍器みたいな使い方だけど、身体能力上昇効果のおかげか、ダメージを与えられる！

　改めてポーションの効果に感謝しつつ、第二撃を放とうとした時、レッドフロッグが目を赤く光らせる。

　明らかに状態が変わったレッドフロッグは、身体を震わせながら俺を睨み、怒ったように口から紫色の煙を出した。

「毒の霧!?」

　状態異常無効効果があるので俺には効かないのだけど、見た目的にすごく嫌だ。

　だが三十分しか時間がないし、行くしかない。

　意を決して、もうひとつの前足を斬り落とし、続いて後ろ足も斬る。

　レッドフロッグの弱弱しい叫び声とともに、またもやポイズンフロッグの群れが現れたけど、そろそろ大丈夫だろう。

「セシル、竜巻を頼むっ！」

　近くのポイズンフロッグを蹴飛ばしながらレッドフロッグから離れると、大声でセシルに合図を送る。

「え？　嘘だろっ!?」

　何度も見てセシルの竜巻の有効範囲はわかっているので、ここまで離れれば大丈夫だと思っていたのだが、どういうわけか先ほどまでとは違う、かなり大きな竜巻が現れた。

「うぉぉぉっ！」

　雄たけびとともに、水がなくなった川を全力で走り、少しでも竜巻から逃げる。

　あんなのに生身で巻き込まれたら、死ぬ。絶対に死んでしまう。

　身体全体の身体能力が上がっているので足も速くなっているけど、それでも逃げきれないっ！

「うりゃぁぁぁっ！」

　このままではダメだと判断した俺は、手にした剣を足元へ力いっぱい突き刺し、全力でしがみつく。

　身体を持っていかれないように歯を食いしばっていると、前から竜巻に吸われるように太い綱のような物がゆっくりと迫ってきて……いや、綱じゃない。

　あれは……ヘビ!?

　どうして、ヘビが？　いや、そんなことに構っている場合じゃないな。

　川の周囲にいたのか、巨大竜巻に巻き込まれ、十数匹の太い蛇が竜巻に向かって吸い込まれていく。

　……竜巻の範囲が広い上に、消えるまでの持続時間も長くなっている。

　しゃべる余裕すらなく、ただひたすらに耐えていると、前から太い蛇が一匹飛んで来た。

　これは……直撃する！

「――ッ！」

　顔に向かって真っ直ぐに飛んで来たヘビを左腕で防ぐと、手を出した場所が悪かったのか、鋭い牙で噛みつかれる。

　もしかしたら、このヘビも俺と同じように踏ん張りたかったのかもしれないが、思いっきり左手を振ると、ヘビは離れて後方へと飛んでいった。

　ヘビは剥がせたが、剣から左手が離れてしまった。

　吸い上げられそうになる身体を右手一本でなんとか支えているけど、これは厳しい。

　まさか魔力が尽きかけていたセシルが、最後の最後でこんなに強力な魔法を使うとは……って、違う。そうじゃない。

　俺がセシルに渡したのは、Ａランクじゃなかったか!?

　つまり、Ａランクのナリッシュメント・ポーションを飲んで俺の身体能力が上昇したように、Ａランクのマジック・ポーションの付随効果で、セシルの魔法の力が上昇したんだ。

　なにも知らずに、先ほどと同じように竜巻の魔法を使っただけで、もしも俺がこれに巻き込まれて死んだりしたら……。セシルはなにも悪くないのに、絶対に自分のせいだと思い込んでしまう！

　セシルが悲しむようなことを、保護者である俺がしてどうするんだっ！

「――ァァァッ！」

　竜巻に引っ張られてすでに身体は浮いているけど、右腕一本で身体を引き寄せるとともに、ドクドクと血が流れ出る左手を剣へと伸ばす。

　すでに両手とも感覚がないけど、セシルを悲しませてしまうのを避けたい一心で剣にしがみつき……突然身体が地面に落ちた。

　もう身体は引っ張られてはおらず、起き上がって後ろを見てみると、あの大きなレッドフロッグもいない。

　セシルの竜巻で、どこかへ吹き飛ばされたんだ。

「お兄さーんっ！」

　少しすると、セシルが叫びながら走ってきた。

「お兄さんっ！　無事でよかった！　よかったよぉぉぉー！」

　涙声で俺の胸に飛び込んでくる。

「お兄さん、ごめんなさいっ！　どういうわけか、いつもよりも強力な竜巻が出て、巻き込んじゃって。ボク、蛙と一緒にお兄さんを吹き飛ばしそうで……」

「違うんだ。それは俺のせいなんだよ。俺が効果をちゃんと確認せずに、Ａランクのポーションを渡してしまったのが悪いんだ」

　やはり、先ほど思った通りだったのか。

　心配させてしまう結果にはなってしまったけど、とにかくセシルを絶望させることにならなくてよかった。

　胸に顔を埋めるセシルの頭を優しく撫でながら、俺はひとり安堵の溜息をついたのだった。
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　なんとかレッドフロッグを倒した後、倉魔法で取り出したバイタル・ポーションを飲み、泣いているセシルを連れて家の中へ。

　アーニャやララさんからも、無茶をしすぎだと心配され、実家へ来ていた患者さんのように、診察室のベッドに寝かされてしまった。

　ポーションで回復したから大丈夫だと言ったのに、セシルがなにかあるとダメだから一緒に寝ると狭いベッドに潜り込み、眠かったのか、それとも安心したのか、すぐに寝息を立てる。

　そのせいで、俺も身動きが取れずに寝るしかできなくなって、初めて生きるか死ぬかという体験をしたにもかかわらず、案外早く眠ることができた。




　その翌朝。

　アーニャの馬術がいろいろと大変だったことを踏まえ、歩いて街へ戻ることにしたのだが、ララさんはギルドへ戻って今回の代金の清算をするため、先に馬で帰っていった。

　平和な――魔物が出ても、セシルが秒で排除する――草原を歩き、蛙と戦っている時に吸い込まれていったヘビの話になる。

「ヘビは大量の蛙を食べようと川に来たけど、竜巻が発生しているから離れて様子見していたのではないかと思う」

「お兄さん。ヘビって、そんなに賢いのかなー？」

「私はリュージさんの意見に賛成です。患者さんの中には麻痺毒の症状の方もおられたのですよね？　ヘビは麻痺毒を持つ種類が大半だと思いますし、その毒も川に流れていたのではないかと」

　真相はわからないが、いずれにせよセシルの強化版竜巻でほとんど吹き飛ばされただろうし、蛙ともども解決と思っていいだろう。

　それから、お昼ご飯を食べたり薬草を摘んだりしながら、夕方前に街へ着く。

「リュージさん、こちらへ」

　街の門で待ってくれていたララさんに連れられて商人ギルドへ行くと、小さな革袋が渡された。

「街のみなさんを診察してくださった診察代とポーションの代金です。それと、今日はぜひ街で泊まってくださいませんか？　街の人々がお礼を言いたいと話していましたので」

「ありがたい申し出なのですが、実は俺たちにも行かなければならない場所があるので、乗合馬車で次の街へ行こうかと」

「そうですか……プランＣ！　そういえば、まだ乗合馬車が復活していないから、森を抜けてこられたんでしたね」

　ララさんがよくわからないことを叫んだかと思うと、再び世間話となる。

　できればそろそろ乗合馬車の停留所へ移動したいのだけど、うだうだと思い出話みたいなのが続く。なんだか、ララさんが俺たちを引き止めようとしているようにも思えたところで、

「では準備が整ったようですので、参りましょう。乗合馬車の停留所までご案内いたします」

　とララさんに促され、なんの準備だ？と思いつつギルドを出る。

「聖者様！　ありがとうございます！」

「聖者様！　またこの街へ来てくださいね！」

「聖者様！　あなた様の旅の無事をお祈りいたします！」

　すると、大勢の街の人――主に女性がギルドの入り口から、大通りの両脇に長い列を作って、叫んでいた。

「ララさん、これは？」

「本当は宿でおもてなしをしたかったのですが、急ぎの旅だということでしたので、無理に引き止めることはできないかと思いまして」

「まさか、俺たちのために街の人を集めたのですか？」

「いえ。これからリュージさんが街を出るとお伝えしただけです。すると、リュージさんに助けてもらった人たちがせめてお礼を伝えたいと言い、こういうことになりました」

　ララさん。気持ちは嬉しいのだけど、できれば普通に街を出たかったよ。

「あの、みんなが叫んでいる聖者様って？」

「もちろんリュージさんのことですよ。街全体に流行っていた症状を治し、その原因となる魔物を退治してくださったのですから当然です」

「どうして街の人が、魔物を倒したことを知っているの？」

「それはもちろん、私がみんなに言って回りましたから。リュージさんはこの街の救世主で、まるで聖者のようなお方だと」

　聖者なんて呼ばれているのはララさんのせいかっ！

　恥ずかしいからマジで勘弁してほしい。

　乗合馬車に乗ってからも聖者コールが鳴りやまず、うるさいからか、セシルが手で耳を押さえて座席に寝転び、眠りだした。

　できることなら俺だってそうしたいのだが、当の本人が隠れるわけにもいかず、引きつった笑顔を浮かべる。

　早く出発してくれないかと内心願っていると、ひとりの少女が近付いてきた。

「そこのあなた。聖者と呼ばれているけど、何者なの？」

　誰だろう。見たところアーニャよりも年上で、金髪の女子高生って感じだろうか。

「俺は旅の薬師で、街の人たちが蛙毒で苦しんでいたから、それを治しただけなんだ。それで、随分と大袈裟に感謝されることになってしまって」

「ふぅん、なるほど。緊急事態だからって言われて来たけど、あなたが解決してくれたのね。しかも薬師かぁ。魔王退治に同行してもらうクレリックが来てくれなかったし、あなたでもいいかも！」

「ん？　なにが？」

「ねぇ、あなた。私と一緒に魔王を倒さない？」

　この少女はなにを言っているのだろう。

　見た目はかわいいけど、ちょっと変な子だなと思っていると、ゆっくりと馬車が動き出した。

　御者のオジサン、さすがだ！　空気が読める！

「ふふっ……聖者と呼ばれる薬師さん。また会いましょう」

　いや、会わないからっ！　魔王退治とか意味不明なんだけど。

　大音量の聖者コールの中で、謎の女子高生に熱っぽい視線を送られながら、街を後にすることになった。




　乗合馬車が街から見えない場所まで移動し、やっと聖者という言葉が聞こえなくなる。

　診察料や薬代だってもらっているし、聖者だなんて呼ばれるようなことはしていないというのに。

　街の人たちが気を遣ってくれたのか、御者のオジサンを除いて乗客は俺たち三人だけなので、やっと寛げるな。まぁセシルはすでに寛ぎまくっているけどさ。

　そういえば……と、ララさんから手渡された小さな革袋を開けてみると、黒い硬貨が三枚入っていた。

「あれ？　見たことがない硬貨だ」

　白金貨や金貨、銀貨や銅貨くらいまではよく見るけれど、これはその下の鉄貨という物だろうか。初めて見るけど、日本円にすると三十円くらいだと聞いた気がする。

「リュージさん！　それ、黒金貨じゃないですかっ！」

　街を立て直すのにはお金が必要だろうし、俺は金儲けのためにやったわけではないから、これで十分だと思いながら、袋に入れておこうとしたところで、アーニャが大きな声をあげた。

「知っているの？」

「当然ですよっ！　世界共通硬貨の黒金貨ですよ！　普通の金貨百枚分の価値です」

「これ、鉄貨じゃないの!?　というか、一番高額なのって、白金貨じゃなかったの？」

「鉄貨がそんなに立派なわけないですよっ！　白金貨も十分高額ですけど、黒金貨はその十倍ですってば！」

　ということは、黒金貨三枚で三百万円!?

　さすがにこれはもらいすぎだし、返さなきゃ……と思わず呟く。

　すると、いつの間にか起きていたセシルから待ったがかかる。

「お兄さん。街を救った感謝の気持ちなんだから、返すのは失礼じゃないかなー？」

　エルフの王女様であるセシルからすれば、三百万円は大したことがないかもしれないけど、元ブラック企業のサラリーマンとしては、一年身を粉にして働いて、ようやくもらえる額なんだよ。

　とはいえ、セシルの意見も理解できるので、ありがたく頂戴することにした。

　しかし、異世界転移初日にもらったお金と、ポーションを売ったお金に、この黒金貨。そこから食費などを差し引いても、日本円換算で六百万円くらいある。

　収入がたくさんあったけれど、家賃というか、宿代がまったくかからなくて支出は少ないから、このままだと溜まる一方ではないだろうか。

　……あ、セシルたちの服を買うつもりだったのに、バタバタしていて忘れていたよ。

　次の街では、今度こそ服を買わなくては。あと、食料も買い足しておかないとね。

　アーニャがうまくやり繰りしてくれているけれど、そろそろ冷蔵庫に入っている食材も少なくなってきているだろうし……と、考え事していると、聞いたことのある声が頭の中で響く。




　――グレーグンの街を救ったことにより、スキルのレベルが上がりました。城魔法に屋根裏部屋の増築が行われました――




　屋根裏部屋っ!?　もちろん、実家にそんな部屋はない。だけど、屋根裏だなんて、ロマンの塊で、超ワクワクする！

　今すぐにでも城魔法を使って屋根裏部屋を確認したいけど、馬車の荷台の中では無理なので、大人しく我慢だ。

　だけど、次の街へ着いたら、まずは街を出るか空き地を探して、真っ先に確認しよう！

　セシルとアーニャに屋根裏部屋の話をしたいけど、どうせならふたりを驚かそうと、ひとりでソワソワしながら馬車に揺られる。

　陽が完全に落ちた頃に、ようやく乗合馬車が停止し、次の街へと着いた。

「聖者様、着きましたぜ。アヴェンチェスの街です」

「ありがとうございました」

「いえいえ、街を救ってくださった聖者様のためです。なんてことはありません」

　よくよく話を聞くと、本当はもっと時間がかかる距離だったのだが、俺たちのために急いでくれたそうだ。

　ありがたい……けど、しゃべるたびに聖者って呼ぶのは勘弁してほしい。

「この街には、大昔の円形闘技場が遺跡として残っているんです。有名な遺跡なんで、時間があったら足を運んでみてくださいよ」

　それだけ言って、御者のオジサンが馬車とともに去っていった。

「お兄さん、闘技場だって。なんだかおもしろそうだね」

「闘技場かぁ。やっぱり、そこで人が戦っていたんだよね？」

「たぶんね。戦いに興味はないけど、遺跡として見てみたいかな」

「そうだね。食料や服を買うついでに、ちょっと覗いてみようか。とりあえず今日は休んで、明日からかな」

　屋根裏部屋を確認したかったけど時間も遅く、長時間の移動で疲れてしまい、暗くなった街の中で運よく広い場所を見つけたので、そこへ実家を呼び出して就寝することにした。




　翌朝、違和感を覚えて目が覚めた。

　セシルは……いつも通りだ。頭まで布団を被って、なぜか俺の隣で眠っている。

　アーニャはわからないが、ひとまずここにはいない。

　じっとりと、視線が絡みつくような変な感じがするのだが、周囲を見回してみてもなにもない。いったいなんだろうか。

「ふゎー。お兄さん、おはよー！」

「おはよう、セシル……」

「お兄さん、どうしたの？　険しい顔になっているけど」

「いや、誰かに見られているような気がしてさ。なんだか寒気もするみたいだし」

「風邪を引いたのかな？　お薬取ってこようか？」

「いや、薬ならすぐ取り出せるけど……これは、風邪なのか？」

　倉魔法でパナケア・ポーションを取り出そうとして、その隣にあった暗視目薬が目に留まった。

　なにもいないのに見られている感じがする。

　ガーネットの時のように、Ａランクの暗視目薬を使ったらなにかが見えるだろうか。

　とりあえず暗視目薬を使ってみると、部屋の真ん中に日焼けしすぎた感じの半透明のオッサンがいた。

「おゎぁっ！　誰!?」

「お兄さん？　どうしたの？」

「幽霊がいるっ！　セシル、俺の後ろへっ！」

　キョトンとするセシルを抱き寄せ、俺の背中に隠したところで、オッサン幽霊がベッドのすぐそばに来る。

「吾輩の姿が見えるのですかな？」

「近寄るなぁぁぁっ！」

「見えているのですな!?　吾輩の話を聞いてほしいのですぞぉぉぉっ！」

　予想外に深々と頭を下げられてしまった。

「え？　幽霊……だよね？」

「幽霊……まぁそんなものでござる。吾輩、昔この町で剣闘士をしていた、ヴィックという者でござる」

「お兄さん？　誰とお話ししているの？　変な声が聞こえるけど」

　ひとまず害はなさそうなので、セシルにも暗視目薬を使ってもらった。

　それからアーニャも呼んで、互いに自己紹介をして、ヴィックの話を聞くことに。

「さっきも言ったでござるが、吾輩は剣闘士だったのですぞ。闘技場で己の腕と剣を頼りに魔物と戦い、見ている観客を楽しませるでござる。危険が伴う代わりに、身入りのいい仕事なのですぞ」

「すごい仕事だね」

「そうでござる。だが、怪我をしても死んでしまっても自己責任。中には借金を返すため、無理矢理剣闘士をやらされている者もいたでござる。吾輩も自ら剣闘士の道を選び、死んでしまったでござる」

「それで成仏できなかったと？」

「そんなところですぞ。というのも、吾輩は魔物と戦って死んだのではなく、毒を盛られて死んでしまったのでござる」

　えっと、毒を盛られて死んだ剣闘士が、成仏できずに幽霊となって家に出てきた……いや、出てこないでよ。

「オジサン。毒を盛られたっていうのは確かなのー？」

「死んだ後、この姿ではっきりと見聞きしたでござる。吾輩の妻となる予定だった女性を狙っていた男が、共謀した別の男と話していたのですぞ」

「そうなんだ」

「だが、その話を誰かに伝えられるわけでもなく、死んだ吾輩が生き返るわけでもない。せめて、恋人に気を付けろと言いたかったが……吾輩を追って自ら命を落としてしまったでござる」

　ど直球で聞いていたセシルも、話の顛末に沈黙してしまった。

「それで頼みというのが、吾輩を追って死んでしまった恋人の、形見になる物だけでも見つけてもらえないかと」

「え？　でも剣闘士って、大昔の話だよね？」

「そうでござる。だが闘技場の真下が墓地になっていて、今も遺跡として入れるでござる。吾輩の恋人が地位の高い貴族の娘で、その死を機に闘技場が閉鎖になったから、割と見つけやすいと思うのですぞ」

「だったら、ヴィックが行ってみたら？」

「そうしたいのですが、途中で結界みたいなのがあって、この身体では近付けないでござる。お願いでござる！　なんでもいいでござる！　服の端切れ、なにかの装飾品、なんなら骨でもいいのでござる！」

「……セシル、アーニャ。どう思う？」

　ふたりに意見を求める。

「ボクは別に構わないけど……」

「わ、私も……手伝って、いいと、思います……よ？」

　セシルは普通に、アーニャは引きつった笑みで協力してもいいと言う。

「わかった。ひとまず協力するけど、危険だと判断したら即終了だからね？」

「感謝ですぞっ！　さすが、闘技場のど真ん中で一泊するような方々は違うのですぞー！」

「えっ!?　闘技場のど真ん中？　ここが？」

「えぇ。もう少し時間が経ったら、観光客が集まってくる時間ですぞ」

　空き地を見つけたと思って城魔法を使ったのだけど、どうやら遺跡のど真ん中らしい。

　暗かったとはいえ、ちゃんと確認しないといけないなと、反省することになってしまった。




　幽霊剣闘士ヴィックの言う通り、外を見ると遺跡のような場所の真ん中に家を出していたようだ。

　人が集まる前にと、急いで家を出る。

「出し入れ自由な家でござるか。様々な人を観察してきたが、このようなスキルは初めて見ましたぞ」

　とりあえず場所を変え、遺跡からそれなりに近い場所に観光客向けの露店があったので、朝食を注文したついでに話を聞いてみた。

「遺跡の地下？　入れるけど自己責任よ。昔は墓地として使われていたらしい……ってことくらいしか知らないけど」

「いえ、ちょっと覗いてみようかなーって思っただけでして」

「そうなのかい？　だったら夏頃においでよ。闘技場で亡くなった人たちのために、毎年ゴスペルコンサートをやっているからさ」

「そうなのですね。ありがとうございます」

　お礼を言って露店から離れる。

「今、話に出てきたコンサートは、うるさいだけなのですぞ」

「ゴスペルって神様の歌じゃないの？」

「歌の内容はそうかもしれないが、歌っているのが一般人なので、なんの効果もないですぞ」

　ヴィックが中々に辛辣なことを言う。

　遺跡が見えるベンチで朝食を食べ終え、さて次だ……というところで、ヴィックが首を傾げる。

「リュージ殿。そちらは娘さんで？」

「いや、違うから。大事な仲間だよ」

「では、こちらの猫耳のお嬢さんは奥様？」

「いや俺は結婚してないから」

「なるほど。両手に花ですな。羨ましいですぞ」

　ヴィックがなにかを盛大に勘違いして、ひとりでうんうんと頷いている。

　セシルはキョトンとしているし、アーニャは完全にスルーしているので、俺も放っておこうか。

　街の商店街へ移動し、アーニャが望む食料を買い込み、遺跡をどれくらいの時間探索するかもわからないので、すぐに食べられるサンドイッチを購入しておく。

「リュージ殿。では、いよいよ出発ですな？」

「いや、あとふたりの服を買うんだ。ヴィックが急ぐ気持ちもわかるけど、これはこれで大事な問題だから、ちょっと待ってほしいんだ」

　セシルもアーニャも、同じ服を洗濯して着続けているし、下着は結衣のものだからね。

　このまま遺跡の中へ入ってしまったら、またしばらく服が買えないなんてことになるかもしれない。ヴィックには悪いけど、今度こそちゃんとした服を買ってあげないと。

「大丈夫ですぞ。今まで待ってきた年月に比べれば、一日や二日なんて、ほんの一瞬でござる」

「さすがに服を買うだけでそんなに時間は必要ないけど」

「リュージ殿、甘いですぞ。女性が服を買うとなれば、これほどまでに時間のかかる買い物など、そうないですからな」

　ヴィックは恋人のことを思い出しているのか、遠い目になり、ちょっとげんなりした表情になる。愛する人のことを思い出しているはずなのに、そんな表情になるくらい時間がかかるの!?

　だけど、それはヴィックの恋人が迷う人だからじゃないかな？　セシルやアーニャは、あまり服に拘る感じはしないのだけど。

　このふたりならすぐ終わるだろうと思いながら、街で見つけた服屋へ。

「ふたりとも、ララさんからもらった報酬もあって、資金に余裕があるから好きな服を買ってきてよ」

「お兄さん、いいの？」

「リュージさん。私までよろしいのですか？」

　困惑するふたりに大きく頷くと、早速店内を見て回る。

　ついでだから、俺もなにか買っておこうか……この薄手の白いコートなんてよさそうだな。

「お兄さん。ボクはこれとこれを」

「私は、こちらをお願いいたします」

「じゃあ会計を済ませようか」

　ほんの数分でそれぞれの服を選び終えた。

「なぜっ!?　ここから似たような服を何着も試着室へ持ち込み、一着ずつ着替えては感想を聞かれ、適当に答えたら拗ねられるという、無限地獄に普通はハマるものですぞっ!?」

　よくわからない叫び声をあげるヴィックをスルーしながら会計を済ませ、遺跡の地下へ向かうことにした。




　服を買ったついでに、近くにあった露店でランプを購入し、いざ遺跡の地下へ。

　暗視目薬があるけど、薬の効果が切れた時のためだ。

　ちなみに、コートは着たけれど、それ以外の服やランプは倉魔法で収納している。探索するに余計な荷物は持ちたくないしね。

「セシル、そこが段になっているから気を付けて」

「はーい」

　先頭をヴィックが進み、俺、セシル、アーニャと続く。幽霊の本領発揮と言うべきか、歩きづらい場所も、ちょっとした岩も関係なしに、ヴィックがすいすい進んでいく。

「ヴィックは障害物を通過できるのか」

「幽霊ですからな。なので、扉が閉まっていたリュージ殿の家にも入れたのですぞ」

「なるほど。じゃあ、この先に魔物がいないか見てきてくれる？」

「ここには魔物なんていないですぞ。ただ、もう少し進むと外の光が届かなくなって、闇しかなくなるでござる。草も生えないし、こんなところに来る人や動物なんていないので、魔物の類も寄りつきませんぞ」

　なるほど。表現は悪いけど、魔物だって食べる餌がない場所には来ないか。

　こういう場所だと、いたとしても暗闇が好きなコウモリくらいだろうけど、そういう暗所を好む魔物はいないのかな？

「なんとなく想像していることはわかるでござるが、ここには闇を好む魔物もおりませんぞ。吾輩、何百年とここにいるから間違いないですぞ」

「ヴィックがそこまで言い切るのなら、大丈夫だね」

「うむ。しかし三人とも、すでにかなり暗いなのに、よく歩けますな」

「あぁ、そういう薬を使っているからね」

「なるほど。リュージ殿は薬使いと……お、見えてきましたぞ」

　ヴィックに言われた先に、なにやら半透明の檻のような物が見える。

　近寄ってみると、太くて粗い格子状の檻みたいな物と、薄い膜が道を塞いでいた。

「これが例の結界ですぞ。球状に囲っていて、吾輩が触れると火傷したみたいに痛みが走るでござる。痛みを我慢して無理矢理突破しようとしても、薄い膜みたいな物を越えられないのでござる」

「これ、俺たちが触っても大丈夫なの？」

「大丈夫ですぞ。闘技場の死者を運びに来ていた者たちは、まったく気にした様子もなく通っていたでござる。おそらく、見えてすらいないのでしょうな」

　俺たちはＡランクの暗視目薬を使っているから見えているけど、本来はここに結界があることにも気付かないのか。

　とりあえず、試してみないとなにも進まないので、恐る恐る手を伸ばして行く手を阻む膜に触れてみる。だけど、俺の手はなんの抵抗もなく素通りしていった。

「確かに、なんともないね」

　結界の中へ入ったけど、息苦しいとか、痛みを感じるとかってこともまったくない。

「これ、アンデッド……幽霊とか不死の魔物が墓地から出ないようにしているんだと思うよー」

「ということは、中にはそういう魔物がいるの？」

「おそらくね。でも、ボクがいるから大丈夫だよー」

　魔物なら任せて！と言いながら、セシルが俺に続いて中へ。

「ふ、ふたりとも！　置いていかないでくださいっ！」

　その直後、アーニャが慌てて飛び込んできた。

「アーニャ。無理しなくてもいいよ？　そっちでヴィックと待っている？」

「それはそれで怖いですよっ！　一緒にいてくださいっ！」

　アーニャががっちり腕を組んできた……というか、しがみついてきた。

　それを見たセシルが、なぜか反対側の腕に抱きついてきたけれど、セシルはまったく怯えていないよね？

「じゃあ、ヴィックはそこで待っていて。中の様子を見てくるよ」

「吾輩の恋人の名前はロザリーというでござる。頼みましたぞー！」

「了解！　行ってくる」

　ヴィックと別れて歩き出すと、セシルがグイグイと右腕を引っ張って前に進み、アーニャがギューッと左腕を締めつける。

　そんな状態で奥へ行くと、前からコツコツとなにかが向かってくる音が聞こえてきた。

「セシル。なにか来るぞ」

「うん。任せて」

　セシルのこの自信は非常に心強い。

　ひとまず、相手がなにかを見極めるために待ち構え――というか、アーニャが怖がって一歩も進んでくれなかっただけなのだが――その姿が視界に映る。

「うげっ！　剣を持った骨が歩いてくる!?」

「スケルトンだね。死んでしまった剣闘士かな？」

「ひぃぃぃっ！　セシルさん、リュージさん！　後は任せましたっ！」

　俺は任せられてもなにもできないよっ！

　なぜか、余裕を見せるセシルではなく、まったく余裕のない俺が、もっと余裕のないアーニャの盾にされてしまった。

　ふたりを守るんだ！という意気込みはあるけど、冷静に考えてみると、相手は剣を持っているのに俺は丸腰だ。

　なにかないかと考え、倉魔法から買ったばかりのランプを取り出し、スケルトンに向けて思いっきり投げつける。

　すると、コンと乾いた音を立ててスケルトンの頭にぶつかり、ランプが地面に落ちた。

　俺としては、ランプが割れて中の油がスケルトンに付着し、火が引火して燃え盛る……というのを想像していたのに、ランプは割れないし、スケルトンもノーダメージだし。

「お兄さん、下がって」

　なにかしら武器を買うべきだったと後悔していると、セシルが突風を起こし、吹き飛ばされて壁に激突したスケルトンの骨がバラバラに崩れ落ちる。

　やっぱり武器より魔法の勉強かな？

「お兄さん、大丈夫？」

「あぁ、大丈夫だよ。……アーニャ、スケルトンはセシルが倒してくれたよ」

「ふぅ。ありがとうございま……」

　アーニャが突然固まる。

　何事かと思ってアーニャの視線の先に目をやると、セシルが吹き飛ばしたスケルトンの骨が震え出し、元の姿に戻ってしまった。剣を手にして、スケルトンが再びこちらへ歩いてくる。

　もしかして、アンデッドは魔法で倒せないの!?

　遺跡の地下なので、風でどこかへ吹き飛ばすこともできず、倒しても復活してくる。こんなのが大量に出てきたら……。

「よし、撤退しよう！　作戦会議だ！」

「え？　一体しかいないから平気だよ？」

「奥にもっとたくさんいるかもしれないだろ？　とにかく戻るよっ！」

　来た時とは逆で、乗り気ではないセシルを引き寄せ、一方で先陣を切って引き返そうとするアーニャに引っ張られる。

　走って追ってきたスケルトンから逃げ、結界の外へ。

「おかえり。どうだった？」

「中に骨の魔物がいたんだけど」

「なるほど。セシル殿の言う通り、この結界はそういうのを外に出さないようにするための物かもしれませんな。吾輩が中へ入れないように、きっとその魔物も外に出られないですぞ」

「とにかく、一旦出よう。風の魔法で衝撃を与えて身体が崩れたのに、すぐさま復活してきたし」

「ふむ。アンデッドを倒すなら、火を使うべきなのでしょうな」

　ヴィックは簡単に言うけど、洞窟みたいな場所で火を使って酸欠にならなければいいのだが。

「セシル、火の魔法で攻撃ってできる？」

「無理だよー。ボク、火の精霊は使えないもん」

　そういえば、そんなことを言っていた気もする。

　風で吹き飛ばし、復活するまでの間に無視して進んでもいいが、後々大変なことになりそうだし、やはり倒す手段が欲しいところだ。

　遺跡から出ると、アーニャがホッと胸をなでおろしている。

　やはり相当怖かったらしい。

「で、では作戦会議をしましょう。どこでやりましょうか？」

　俺やセシルの視線に気付き、慌てて冷静なふりをする。

「家を出せそうな場所を探そうか」

　気付けば、闘技場の遺跡には観光客がいるし、この辺りから離れた方がよさそうだ。




　街の外で家を出し、ソファで寛ぎながら、意見を出し合う。

「火がダメなら、聖なる力的な物で倒せないかな？」

　日本のゲームの定番、アンデッドには回復魔法や聖属性の武器、魔法がよく効くという設定をもとに言ってみる。

「聖なる力って？」

「え？　聖剣とか、聖なる魔法とか？」

「お兄さん。聖剣は国宝級のアイテムで、どこにあるかもわからないし、聖なる魔法……神聖魔法かな？は、教会の人が使う魔法だよー」

　今この場にないよね？という話で終わってしまった。

　ちなみに、セシルは光の精霊魔法を使うこともできるけど、攻撃的な魔法は使えないのだとか。

　アンデッドを倒す方法ってなにがあるだろう。

　火はやっぱり酸欠の心配があるので除くとして、ゲームだと回復魔法の他には……。

「あ！　回復系のポーションをかけてみたらどうかな？」

　これだっ！と閃いたアイディアを話してみた。

　だけどイマイチらしく、全員が微妙な反応を見せる。

　……試しに、ヴィックへポーションをかけてみたらどうなるだろうか。

　確認したいと思い、調剤室にあるＦランクのバイタル・ポーションをこっそり取りに行く。さすがにＡランクやＢランクのポーションは強力すぎる気がするからね。

「教会で聖水を買えないか交渉ですかね」

「この身体なので、教会には入ったことがないからなんとも言えないでござる」

　アーニャとヴィックがアンデッド対策について意見を交わしているところに、トイレに行くふりをしてポーションを取って戻ってきた俺は、背後からヴィックにポーションをかけてみた。

　だがポーションが床に落ちただけでなにも起こらない。

　Ｆランクのポーションは、効果が弱すぎたのだろうか。

　ならば……と、倉魔法でＢランクのバイタル・ポーションを取り出すと、同じように振りかける。

　しかし結果は同じで、ただ床が濡れただけだ。

「リュージ殿。なにをしているでござる？」

「いや、アンデッドにポーションが効くかもしれないから検証しようと思って」

「吾輩で試すのでござるか!?　はっきり言ってなんの効果もないですぞ？」

「おかしいな。俺が聞いた話だと、ポーションでアンデッドを倒せるんだけど」

「ガセネタを掴まされたのでござるよ。聖水ならともかく、普通の回復薬ではダメですぞ」

　残念ながら、某ゲームと同じ効果はなかったか。でも、聖水は効果がありそうだな。

「ところで聖水ってなんなの？」

「教会にいる聖職者たちが浄化した、すごい水ですぞ……たぶん」

「浄化した水か。なら薬草から作れるんじゃないか？」

「いくらリュージ殿が薬師だとしても、聖水は無理ではござらぬか？　回復薬は作れても、聖なる力はどうしようもないですぞ？」

「そうだけど……浄化っていうのが引っかかってさ。前にそういう効果がある薬を作った気がするんだ」

「治癒や浄化は教会の専売特許でござる。治癒はともかく、浄化の効果がある物まで作れてしまったら、もう薬師という枠に収まらないですぞ？」

「思い出したーっ！」

　突然大声をあげてしまったが、浄化の類のポーションを作ったことがある！

　クリア・ポーション――アーニャの呪いを解いたポーションだ。

　呪いを解くってことは、回復や治癒とはまた違う浄化の効果だと思う。

　早速調剤室へ行き、クリア・ポーションを三つほど作ってみた。ＡランクがひとつとＢランクがふたつ。ひとまずＢランクのクリア・ポーションを持ってみんなのところへ。

「ヴィック。浄化効果があると思うのだけど、ちょっと試してもいい？」

「薬師が浄化効果のある薬を作れるとは思えないので、構わないですぞ」

「なら、お言葉に甘えて」

　クリア・ポーションを入れた小瓶の蓋を開ける。

「うぉぉぉっ！」

　垂らそうとしたところで、ヴィックに逃げられてしまった。

「ヴィック。逃げたら効果の検証にならないよ？」

「悪かったでござる。いや、触れなくてもわかるでござる。その薬はダメですぞ！　触れた瞬間に昇天するでござる！」

「じゃあ、アンデッド対策になる？」

「なりますぞ。絶対に効くでござる。吾輩からすると、やばいってものではないですぞ！　リュージ殿たちには無害でも、即死級の代物でござる！」

　検証はできなかったけど、ヴィックがここまで言うのなら、きっと大丈夫なのだろう。

　さすがに即死するって言われる薬をヴィックで試すわけにはいかないしね。

「じゃあ、クリア・ポーションを量産しよう。セシルは材料となるクレイエルの葉を探してきてくれないか？」

「オッケー。早速行ってくるねー」

　暇だったからか、セシルが軽い足取りで出ていく。

「アーニャは夕食の準備をお願い。俺はこれから調合作業をするし、セシルに取ってきてもらった分も増えるだろうから、再挑戦は明日の朝にしよう」

「私としては、もう行かなくても……いえ、なんでもありません」

　アーニャがキッチンへと消えていく。

「リュージ殿。吾輩は？」

「え？　特にないかな」

「えぇ……なにかないでござるか？　たとえばほら、情報収集など、いかがですかな？」

「じゃあ、情報収集で」

「……なんの情報を集めるでござる？」

「いや、ヴィックが情報収集って言ったから……」

　ヴィックがしょんぼりしているが、幽霊だから物に触れることができず、姿が見えないので話しかけても逃げられる。薬草探しはセシルの方が得意だろうし、料理や調合の知識もなさそうなので、拗ねられても困るのだが。

「……そうでござる！　吾輩、やるべきことを見つけたでござる！　でゅふふふ……明日の朝には戻るでござる。待っているのですぞ！」

　どうしたものかと考えていると、なにか閃ひらめいたらしく、ヴィックが変な笑い方をしながら家を出ていく。

　それから、ひたすらクリア・ポーションを作り続けていると、セシルが戻ってくる前に材料がなくなってしまった。

　今回はセシルの魔法が効かない相手で、すべては俺の準備次第となる。

　なので、クリア・ポーション以外に有効そうな物がないか薬草を片っ端から鑑定していくと、白しろ秋あき桐ぎりという葉っぱが浄化作用を持つとわかった。

　その白秋桐を調合すると、ホーリー・インセンスというアイテムができたのだが……見た目がビー玉みたいなコレは、どうやって使うのだろう。

　とりあえず鑑定してみる。





　鑑定Ｌｖ２

　ホーリー・インセンス

　Ｂランク

　悪を祓う練香






　この丸い玉はお香なのか。

　ということは、火を点けて煙を出す必要があるんだよね？

　後で、みんなに火を点ける手段を聞いてみよう。

　この世界にもライターみたいなのがあればいいんだけど。

「ただいまー。お兄さん、いっぱい採ってきたよー」

　ホーリー・インセンスの使い方を考えているうちにセシルが大量の薬草を持って帰ってきたので、夕食ができるまで、クリア・ポーションを作り続ける。

　その結果、三桁近い数のクリア・ポーションと、十数個のホーリー・インセンスができた。

「このホーリー・インセンスってお香だけど、火を点ける手段ってなにがあるかな？」

「ボクは火を使わないからなんとも言えないかなー」

「んー、松たい明まつとかでしょうか」

　セシルとアーニャに聞いてみたけど、ライターみたいに手軽で、安全に着火できるアイテムはないのか。

　松明は危ないから、できれば持っていきたくないんだよね。暗視目薬があるから、必須でもないし。

「リュージさん。そのホーリー・インセンスって練香に見えるのですが、もしそうなら火がなくても大丈夫ですよ」

「そうなの？」

「えぇ。ひとつ貸してください」

　アーニャにホーリー・インセンスを渡すと、スッと手を動かしただけで、白い煙が立ち昇った。ただ、早すぎてなにをしたのか見えなかったけど。

「摩擦熱ですよ。ホーリー・インセンスを素早く壁に擦りつけただけです」

「素早く壁に擦りつけただけ……って、こんなの小さいのに？」

　アーニャの説明通りにやってみたけれど、ビー玉サイズのこれを、摩擦熱で煙が出るほど早く壁に擦りつけるなんて俺には無理だ。

　というわけで、ホーリー・インセンスはすべてアーニャに渡して、俺はクリア・ポーションに専念することにした。

　クリア・ポーションは小瓶に入れているからかさばるし、倉魔法が使える俺が持つのが一番よさそうだしね。

　明日は朝から遺跡の地下へ再挑戦するけど、スケルトンが単体で現れたら、俺がクリア・ポーションを投げつける。

　複数出てきたらアーニャもホーリー・インセンスを投げ、万が一近寄られてしまったらセシルが風の魔法で吹き飛ばして、時間稼ぎをするということになった。

　異世界へ来て初めて俺が主戦力となることにドキドキしながらも眠りについた。




「おはよう！　リュージ殿、朝ですぞ！」

「うわぁっ！　……ヴィックか。驚かさないでよ」

「そんなことより、やりましたぞ！　今日、無事にロザリーの形見を見つけてくだされば、リュージ殿は一躍ヒーローですぞ！」

　なんの話だっけ？

　昨日、ヴィックがやるべきことをやると言って、どこかへ行って……まぁいいや。

　ヒーローとか言われてもなんのことかわからないけど、その時になったら、またヴィックが説明してくれるだろう。

「よし！　今度こそ遺跡を攻略だっ！」

「おー！」

「お、おー」

　元気なセシルと、顔が引きつるアーニャとともに、再び遺跡の地下へ。

「来なさいっ！　できれば来ないでほしいけど、来なさーいっ！」

　アーニャが誰に向かって叫んでいるのかはわからないけど、何事もなく結界の前に到着した。

「ふたりとも準備はいい？」

「うん、大丈夫ー！」

　セシルは相変わらず余裕たっぷりだ。

「ま、任せてください。なにかあれば全部一気に投げつけます」

「ダメだってば。囲まれるとか、数が多い時にアーニャの出番だからね？　ホーリー・インセンスは数が少ないからさ」

「だ、大丈夫です……きっと」

　早くもアーニャに余裕がない。前回は腕にしがみつかれ、動きにくくなってしまった。だったら今回は先に俺から手を握っておけばどうだろうか。

　しがみつかれるより動きやすいし、いざとなれば手を離せばいいし。

「ずるいっ！　ボクもっ！」

　有無を言わさずアーニャの右手を握ると、セシルが反対の手を握ろうとしてきた。

「いや、両手を塞がれると困るんだけど」

「じゃあ、おんぶっ！　おーんーぶーっ！」

　そう言って、セシルが問答無用で俺の背中へ飛びついてきたけど、落ちちゃうよ！

　仕方なくアーニャの手を離し、セシルを支える。

「嫌っ！　リュージさん、ひとりにしないでっ！」

　ひとりに……って、すぐ隣にいるよね？

　結局アーニャが俺の左腕にしがみつき……前回よりもひどい気がするんだけど？

「リュージ殿！　頼みましたぞぉぉぉっ！」

　ヴィックに応援されながら、セシルをおんぶして、アーニャを引っ張り……重い足取りで結界の中へ入る。

　しばらくは何事もなかったけど、昨日と同じ場所で、カツカツと足音が聞こえてきた。

「ふたりとも、スケルトンが来るよっ！」

「お兄さん、頑張ってねー」

「リュージさん！　任せましたっ！」

　セシルは俺の背中から下りる気がないし、アーニャはグイグイと俺を前に押し出す。

　いや、主戦力は俺だって自分で言ったけど、いろいろ思っていたのと違う気がしつつ、倉魔法でクリア・ポーションを取り出した。

「えいっ！」

　ビンの蓋を開け、タイミングを見計らって、中身をかける！　……が、ビンの口が小さいからか、少ししかかからない。

　失敗か!?と思ったら、ポーションが三分の一程度しか減っていないのに、スケルトンが消滅した。すごいな。この量で倒せるのなら、クリア・ポーションを作りすぎてしまったかも。

「お兄さんすごーい！」

「リュージさん、すごいですっ！　キャー！　素敵ー！」

　アーニャが心底嬉しそうに喜んでいると、なぜかセシルが俺の首に回す腕に力を込める。

　セシル。それ以上やると俺が死ぬからね？

　その後も進む度にスケルトンが現れるが、群れる習性がないのか常に単体なので、俺がクリア・ポーションをかけるだけでサクサクと倒せて、しばらく歩くと少し開けたところに辿り着いた。

　一定間隔で朽ちた木が刺さっているので、おそらくここが、ヴィックの言っていた墓地なのだろう。

　残っている木にもなにも書かれていない。埋葬というより、ただ捨てられただけというヴィックの説明にも合う。

　そんな中で、端の方にひとつだけ他とは異なる石碑があった。なんて書いてあるのかはわからないけど、石に文字が刻まれており、いかにもお墓といった感じだ。

「ロザリー・モレルって書いてあるね。これが、ヴィックの恋人のお墓じゃないかなー？」

「セシル、読めるの？」

「うん。これ、古代語だよー」

　古代語なんてのがあるんだ。本をたくさん読んでいるだけあって、セシルは博識だな。

　セシルに感心しつつ、その石の周辺を調べていき、地面から古い金属片のような物が見え……掘り出すと、ものすごく古い腕輪のようにも見える。

「これ、ロザリーさんのかな？」

「きっとそうですよ。これでヴィックさんの依頼は達成できるわけですし、早く持って帰りましょう！」

　アーニャが早く帰ろうと催促してくるので、ひとまずこれをヴィックに確認してもらおうと腕輪を握りしめた。

「お兄さん！　なにか……来るっ！」

　緊張した様子のセシルが鋭く声をあげた。

　唸るような風の音が洞窟に響き、何事かと思った直後、目の前に大きな黒い塊が現れた。

　初めはただの黒い塊だったそれは、少しずつ髪の長い女性の姿へと形を変える。その形相は怒り狂って歪んでおり、目と口が空洞になっていた。

「お兄さん！　レイスだよっ！」

　セシルが再び叫んで突風を起こすが、激しい風が吹くものの、レイスは吹き飛ばない。

　レイスといえば、ゲームでゴーストとかの上位種になっているやつだと気付き、クリア・ポーションをかけるが、なにも変化がない。

　スケルトンみたいに溶けるわけでもなく、もともと歪んだ表情なので、まったく効果がないのか、少しはダメージを与えられているのか不明だ。

「カ、エ、セ……」

　虚ろな空洞のような口から、暗い声が発せられる。

　返せ……って、腕輪のことか!?

　そう考える間もなく、黒い女性から長い腕が伸びてきた。

「いやぁぁぁっ！」

　アーニャが手にしていたホーリー・インセンスを、電光石火の早さで着火させ、レイスに投げつける。

　ひとつ、ふたつ、三つ……。

「アーニャ！　投げすぎっ！」

「それより早く逃げましょう！　レイスには絶対に勝ち目がありませんよっ！」

「そうなの!?」

「そうなんですっ！　幽霊の最上位ですよっ!?　遭遇したら確実に死ぬと言われているのですからっ！」

　煙で真っ白になった洞窟を、アーニャを先頭に駆け戻っていく。

　どうやらレイスは、ホーリー・インセンスの白い煙の中では動きが鈍くなるようだ。

「カ、エ、セ……」

「追ってきた！　しかも増えてる!?」

　振り返ると、なぜか白い煙が消えており、人型ですらない半透明の黒い小さな塊が十体ほどレイスの周りを囲んでいた。

　――ヲォォォ。

　アーニャが着火したホーリー・インセンスを投げつけると、半透明の黒い塊数体が一気に消え去る。

　ホーリー・インセンスで黒い塊を倒せることはわかったものの、レイスはお構いなしに進んでくるし、煙を越えた後で、再び半透明の黒い塊が生み出された。

　クリア・ポーションは効果が薄く、ホーリー・インセンスを使えば足止めできるものの、わずかな時間だけ。

　しかも、ホーリー・インセンスは残り十個程度しかないはずだ。

「小さい塊になら、ボクの魔法が効くかもっ！」

「セシルっ！　ダメだっ！」

　セシルが突風を起こし、黒い塊が後ろへ吹き飛んでいくが、肝心のレイスは微動だにしない。しかも今の突風で、新たにアーニャが投げたホーリー・インセンスふたつ分の煙が消えてしまった。

「カ、エ、セ……」

　レイスの腕が、突き出た岩をすり抜けて迫ってくる。

　ヴィックと同じ霊体だからか、障害物など関係ないらしい。

　……ということは、ヴィックと同じで俺たちに触れることができないんじゃない？

　そもそも逃げる必要もない気がしてきた。

「ふたりとも、先に行って！」

「お兄さん!?　なにをするのっ!?」

「さっきはＢランクのクリア・ポーションだったけど、今度はＡランクを使ってみる。数が少ないから、確実に当てるんだ」

「そんなことより逃げなきゃっ！」

　足を止めてレイスと対峙する俺に驚き、セシルが慌てているが、冷静に考えれば大丈夫だ。

　霊体のレイスにはなにもできないはずだから。

　クリア・ポーションの蓋を開け、レイスの身体が近付くのを待っていると、黒い腕が迫ってきた。

「ぐ……」

　腕を無視して構えていたが、突然激しい疲労感に襲われる。

　なんだ!?　苦しくて立っていられない！

「お兄さんっ！」

「リュージさんっ！」

　セシルが倒れた俺に近付き、アーニャがホーリー・インセンスを投げつける。

　そこで意識を失い、気付いた時には辺り一面が煙に包まれていて、目の前にセシルの顔があった。

「お兄さん！　さっき猫のお姉さんが言っていたよね？　レイスに遭ったら死ぬって。無謀だよっ！」

「なにが起こったんだ？」

「お兄さんがレイスのカース・タッチを受けたんだよ。で、猫のお姉さんがありったけの煙を使って時間を稼いでくれたんだ」

「カース・タッチ？」

「その名の通り、触れた相手に死の呪いを与えるんだ。お兄さんにポーションを飲ませて呪いは解けたみたいだけど……立てる？　早く逃げなきゃ」

　セシルとアーニャに手を借りて起き上がる。

　疲労感はまだ残っているが、倉魔法でバイタル・ポーションを出して飲み、再び歩き始める。

　しかし、障害物はすり抜けるのに、触れた相手に呪いを与えるってズルくない!?

　文句を言っても仕方ないので、とにかく逃げる。

　ヴィックが越えられないと言っていた結界まで逃げれば……って、クリア・ポーションがまったく効かないレイス相手に、あの結界も大丈夫だと言えるのか？

「急いで！　来たよっ！」

　すべてのホーリー・インセンスを注ぎ込んだ煙幕を、レイスが突破してきた。

「あの結界まで頑張ろう！　レイスは結界から外に出られないはずだ！」

　なんの根拠もないが、ふたりと自らを鼓舞するために、結界まで逃げようと口にする。

　ホーリー・インセンスはもうなく、足止めはできないので、とにかく走るだけだ。

　少し後ろを見てみると、再び半透明の黒い塊が生み出されていて、すぐ近くまで迫ってきていた。

　こいつには風の魔法が効くけど、後方の煙幕まで飛ばしてしまい、後ろにいるレイスが迫ってきてしまうので使うことができない。

　……待てよ。セシルの魔法が効くなら、クリア・ポーションも効くのでは？と、振り向きざまにポーションをかけると、黒い塊は音もなく消滅した。

「効いた！　レイスの手下みたいな黒い塊はポーションで倒せる！　俺は最後尾でこいつらを倒すから、ふたりは先に行って！」

　迫りくる半透明の黒い塊にクリア・ポーションをかけながら、俺もふたりの後を追う。

「リュージさん！　結界が見えました！」

　あそこまで行けば逃げ切れる！

「お兄さん！　後ろにカース・タッチが来るっ！」

　アーニャの言葉で内心安堵したが、黒い腕が伸びてきたので、クリア・ポーションをかけ……効かないっ！　すぐそこが結界なのにっ！

　なんとかならないかと必死で考えた結果、手にしていたクリア・ポーションを走りながら口に含む。

　直後に黒い腕が伸びてきたので、俺に触れた瞬間……口に含んでいた薬を飲み込んだ。

「……よし、効いてない！　黒い腕は俺が防ぐから、ふたりとも走って！」

「お兄さん!?　レイスのカース・タッチを無効化って、いったいどうやったの!?」

「そんなのは後！　とにかく走るんだっ！」

　二本目のクリア・ポーションを口に含んで再び走り、黒い腕が俺に触れた瞬間に再び飲み込む。呪いを受けた瞬間に治す……お腹がタポタポになりそうだけど、そんなことに構っていられない。

　五本目を飲んだところで、全員結界の外へ。

　予想通り黒い腕は結界を越えることができず、こちら側には出てこない。

「リュージ殿。近くにハニーの存在を感じますぞっ！　なにかハニーの形見を持ってきてくださったのですな!?」

「あぁ。これがそうなのだけど……それより、後ろからレイスが来ている。どういうわけか俺たちをずっと追ってきて、あのポーションも効かないし、走って逃げてきたんだ」

　気付けば離れたところでアーニャがへたり込んでいて、セシルはずっと俺の腰に抱きついている。必死で逃げたけど、かなり危ない状況だった。

「ヴィック。レイスの腕は結界を通れないみたいだけど、本体も通れないよね？」

「おそらく……少なくとも吾輩は通れないし、触れただけで痛みを伴うでござる。しかしそういう話であれば、まずはここから逃げた方がいいのではござらぬか？」

「そうすると、レイスが街に出てしまわない!?」

「けど勝てずに、ここまで逃げてきたのでござろう？　あの結界でダメなら、どうしようもないですぞ」

　ヴィックの言う通り、ここに残ったところでレイスに対してなにができるわけでもない。

　でも……。

「お兄さん！　レイスが来たよっ！」

　答えが出る前に時間切れとなってしまった。

　レイスが結界を越えようとして、身体を押しつけている。

　だがレイスも結界を越えることはできないらしい。結界に触れた箇所が紅あかく染まっているし、おそらくヴィックと同様にダメージを受けているのだろう。

　クリア・ポーションでダメージを与えることすらできなかったレイスを止めているのだから、相当強力な結界だと思うのだが、

「カ・エ・セ」

　レイスはまだに結界を越えようとしている。

「お兄さん。あのレイス……なんだかかわいそうな気がしてきた」

「そうだね……」

　セシルの言葉になんとも言えず、ヴィックに目をやると……なぜかポロポロと涙を流していた。

「その声、姿、なによりその存在感……ロザリーでござるな？　ロザリーッ！」

「ヴィック……!?」

「ロザリーッ！」

　ヴィックが結界に飛び込み、身体が紅く染まっていく。

「ロザリー。吾輩を待っていたのでござるか？　悪かったでござる。吾輩に結界を越える術がなくて。だけど……よかったですぞ。またロザリーに会えたでござる」

「ヴィック！」

「ロザリーも吾輩も、今が潮時でござろう。ふたり同時に天へ召されれば、来世で一緒になれるかもしれないでござる。このままの姿でいるよりも、来世でちゃんと結婚するでござる！」

「はい」

　レイス――いや、ロザリーさんとヴィックが結界越しに掌を重ね、頷き合う。

「リュージ殿！　本当は形見の品をもらった時点で成仏するつもりだったでござる。けど、期待していた以上でしたぞ！　まさかロザリーと再会できるとは思ってなかったでござる！」

「ヴィック！　これをっ！」

　ふたりに向かって腕輪を投げると、宙に浮いて留まる。

「本当に感謝ですぞっ！　吾輩はロザリーと一緒に、噂に聞く異世界転生に賭けるでござる。次の人生で、絶対にロザリーを幸せにするでござるっ！」

　ヴィックが大声で礼を言い……再びロザリーに向き合うと、浮いていた腕輪とともに、ふたりが同時に白い光となって消えていった。




「よかった……よな？」

「うん！　今度こそ、あのふたりは幸せになれると思うよ」

　ヴィックとロザリーさんが消えた場所を見つめながらポツリと呟くと、セシルが気遣うように応えてくれた。

　そう……だよな。ヴィックも感謝してくれていたし。

「あ、あの……そ、そろそろ出ませんか？」

「そうだね。まずは地上へ戻ろうか」

　いまだにアーニャの顔色が優れないので、ひとまず入口に向かって歩いていく。

「そういえば、どうしてお兄さんはカース・タッチを受けたのに平気だったの？」

「そうですよっ！　最初は完全に意識を失って、大変だったんですよ!?」

　先ほどと同じ質問が飛んできた。

「実はクリア・ポーションを口に含んでおいて、カース・タッチを受けた瞬間に中のポーションを飲み込んでいたんだ。そうすると、呪いを受けてもすぐに治るだろ」

「そんなことをしていたの？」

「あぁ。みんな無事でよかったよ」

　そんな話をしている内に、地上へ辿り着く。

　できれば今すぐにでも寝転びたいけど、なんとか街の外まで歩き、城魔法で家を出す。

　全員三階まで上がる気力もなく、そのまま診察室のベッドで横になる。

「ちょっと待って。お兄さんは診察スキルがあったよね。一応、自分の状態を診ておいてよ。カース・タッチを何度も受けたし、なにかあったら困るもん」

　眠ろうとしたところで、セシルが真剣な顔で詰め寄ってきた。

　ものすごく眠たいけど、セシルを安心させるため、自分に診察スキルを使用する。





　診察Ｌｖ２

　状態：呪い無効化（二十四時間）






「呪い無効化？　……あ！　Ａランクのクリア・ポーションを飲んだから、その効果か！」

「そういうことだったんだね。変だと思ったんだよー。カース・タッチを受けてからポーションを飲むなんて行為が、何度も成功するとは思えないもん」

「ということは、俺がお腹をタポタポにさせたのは、まったく無意味だったのか」

「あはは、残念。でも、お兄さんが健康だってわかってよかったよ」

　俺の作戦が無駄だったと判明したのは悲しいが、セシルに笑顔が戻ったのでよしとしたところでアーニャがやってきた。

「あの、今のスキルで変な状態になっていないかわかるのですよね？　でしたら、私も診てください！　お化けがいっぱいいたし、なにかに憑りつかれていたら嫌ですし」

　あー、アーニャは幽霊とかの類が苦手みたいだし、気持ちはよくわかる。

　わかるんだけど、それはそれで問題があるのだが。

「アーニャ。診察スキルを発動させるには……」

「胸を触らないといけないのですよね？　仕方な……くはないですが、仕方ないです。それでもいいので、早く診てくださいっ！」

「……いいの？」

「何度も言わせないでくださいよっ！」

　そう言って、アーニャが恥ずかしそうに顔を赤らめながら服を脱いでいく。

　だが、途中でなにかが吹っ切れたのか、突然大胆に上半身を露わにした。

「恥ずかしいから早く済ませてください」

　なにも脱がなくても！と思うが、これはあくまで医療行為だと言い聞かせる。

「……診察！」

　できるだけ心を無にして診察スキルを発動させた。





　診察Ｌｖ２

　状態：健康






「よかった。アーニャは健康で、なにも問題ないよ」

「よかった。リュージさん、ありがとうございます」

　これで今度こそ眠ることができる。

「ボクもっ！　お兄さん、ボクも診察してっ！」

　なぜかセシルが頬を膨らませ、診察を要求してきた。

「セシルに診察はいらないと思うよ？」

「いいのー！　ボクも診察してもらうのー！」

　セシルが頬を膨らませながらねだってくる。

　なるほど。口では平気だと言っていたけど、内心は不安だったんだな。

　セシルがいつの間にか服を脱いでいたので、早速診察スキルを使用する。





　診察Ｌｖ２

　状態：健康






「セシルも健康だよ。よかったな」

「どうして？　どうして猫のお姉さんには恥ずかしそうだったのに、ボクの時は普通なの？　一切ためらってないよね!?」

「いや、アーニャの時と一緒だって。それより、早く寝ようよ」

　セシルの要望通り診察スキルを使用したのに、なぜか不機嫌だ。

　いったいなにが悪かったのだろうと考えていると、セシルがアーニャに耳打ちされ、いつもの笑顔に戻る。

「そういうことなんだ。お兄さん、さぁ早く寝よー！」

　いや、むしろ普段よりも上機嫌な気がする。

　セシルが俺の腕を引っ張って上の階へ行こうとする中で、ふとアーニャに目をやると、満面の笑みで親指を立てられた。

　どういう意味なのだろうと思いつつも、心底疲れ切っていたので、早々に眠ることに。

　ようやく就寝だけど、なぜかセシルが普通に俺のベッドへ潜り込んでいる。

　いや、今はそれより眠い。やはり無茶をしていたからか、睡魔に耐え切れず、セシルの隣で眠ることにした。
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「お兄さん、おはよっ！」

「セシルが俺より先に起きるなんて珍しいな」

「そ、そうかな？　それより早くご飯に行こうよー！」

「アーニャが準備してくれているなら、先に行っていいよ？」

「やだー。お兄さんと一緒に行くのー！」

　翌朝、なぜかセシルが甘えてくる。

　そんなセシルとともに朝食を済ませたところで、屋根裏部屋のことを思い出し、三階の廊下に現れていた梯子はしごを上ってみる。

　六畳ほどの狭い場所だけど、屋根が大きな天窓となっていて、サンサンと朝陽が差し込んでいる。もちろん元の実家に屋根裏部屋もなければ天窓もないのだが……深く考えるのはやめておこう。

「あれ!?　お兄さん。こんなところに部屋があったの!?」

　屋根裏というだけあって立ち上がることはできないので、しゃがんで周囲を見ていると、いつの間にか背後にセシルがいて、俺の背中におぶさるようにして話しかけてきた。

「ふふっ、驚いた!?　実は城魔法のレベルが上がって、屋根裏部屋が増えたんだ」

「そうなんだー。ここは倉庫として使うの？」

　残念ながらセシルの反応が薄い。屋根裏部屋だよ!?　ロマンだと思うんだけど……俺だけなのか？

「今のところはそうかな。なにか他に案が浮かんだら、活用したいけど」

「んー、太陽の光がたくさん差し込んでいるから、薬草を育てられないかな？　鉢植えとかで。ボクが魔法で水を出せば、下から運ばなくてもいいし」

　いつも自然に生えている物を採取しているけど、必要な薬草が安定して得られるのはいいな。

「いいね。そうと決まれば、必要な物を買いそろえよう」

「うんっ！　じゃあ、お買い物だね！」

　セシルと意気投合し、アーニャを誘って街へ。

「リュージさん、よかったですね。セシルさんがご機嫌で」

　セシルが小物を見たいというので、お店の前で待っていると、アーニャが囁きかけてきた。

「ん？　……あ、そういえば、昨日アーニャがセシルになにか言っていたよね？　なにを言ったの？」

「リュージさんはセシルさんのことが好きなので、喜んでセシルさんの胸を見たって言っておきました」

「ぶっ！」

「嘘は言っていないですよ？　セシルさんのことがお嫌いでしたら、一緒に旅をしていませんよね？」

　いや、好きか嫌いかって聞かれたら当然好きだけど、言うシチュエーションがどうなの!?

　笑顔を浮かべるアーニャの言葉に絶句していると、セシルがかわいらしい髪留めを買って戻ってきたので、次は薬草の栽培に使えそうな物を探して歩き出す。

「もしかして、あなたが聖者様かい!?」

　露店を回っていると、店のオバちゃんが意味不明なことを言ってきた。

「え？　違います」

「そうかい。ごめんよ。夢で見た姿にそっくりだったから」

　見ず知らずの人を聖者と呼び、しかも夢で見た姿ってなんだ？

　ちょっと変な人かと思って、別の露店へ移動する。

「あの……あなたが聖者リュージ様でしょうか？」

　ここでも店員さんが……って、今度は名前まで知っているの!?

「あの、聖者ではありませんが、リュージという名前ですけど……」

「やはりあなたが聖者リュージ様だったのですね！　ありがとうございます！」

「なんの話ですか？」

「この街に住む者は昔から、数日置きに『助けてくれ……』と中年の剣闘士の幽霊に繰り返し呟かれるという、悪夢に困っていたんです」

「……はい？」

「ですが二日前のことです。『今まですまなかった。聖者リュージ殿により成仏できそうだ』という夢を、街中の人が見たんです。そして私の知る限り、昨日悪夢を見た人はいないので、本当だ……という話になっていまして」

　中年の剣闘士の幽霊っていうのはヴィックのことだろうけど、どうして俺の名前を街中に言って回ったのだろう。

「あーっ！　あの言葉の意味って、これのことかぁぁぁっ！」

　昨日ヴィックが言った、『ロザリーの形見を見つけてくだされば、リュージ殿は一躍ヒーロー』という言葉は、俺が街の人を悪夢から救ったことにするって意味か！

　いや、いらないからっ！

　お姉さんとの会話が周囲の露店にも伝わり、聖者コールが起こってしまったので、急いで街を発つことにした。










第５章　異世界のお姫様たち




「兄ちゃん。聖者ってなんのことなんだい？」

　乗合馬車の御者が、俺に向けられる聖者コールを聞いて、不思議そうに尋ねてくる。

　おそらくこの人は違う街に住んでいて、ただの興味本位で聞いているだけなのだろう。

　だけど、恥ずかしさが増すのでそっとしておいてほしい。

「さぁ……それより出発はまだですか？」

「いや、兄ちゃんたちを加えても、あと三席空いているからな。その席が埋まったら出発だよ」

「では追加で三席分買いますから、早く出発してください」

「そういうことなら構わないぜ。じゃあ、出発だ」

　何人かの観光客と俺たち三人を乗せた乗合馬車が、次の街へ向かって出発した。

　聖者なんて呼び方は恥ずかしいので、本当に勘弁してほしい。




　――アヴェンチェスの街の悩みを解決したことにより、城魔法の経験値が付与されました――




　乗合馬車が出発してから少しすると、あの声が頭に響く。

　また実家が増築されるのかと思っていると、アナウンスだけで終わってしまった。

　どうやら今回の付与では、レベルが上がるほどではなかったらしい。

　まぁ屋根裏部屋ができたばかりだしね。それにまだ全然活用できていないし。

　ひとまず、乗合馬車で行ける街まで行って食糧や植木鉢を購入し、ついでに周辺に生えている植物を採取して一泊することになった。

　ちなみに、乗合馬車の停留所で見た案内板によると、この街から商人ギルドの本部があるヂニーヴァの街へ行けるそうだ。

　商人ギルドの本部ともなれば、たくさん情報が集まり、きっとアーニャの家族の情報が得られるはずだから、明日は忙しい日になるだろう。




「お、お兄さ……ん」

　翌朝目覚めると、またセシルが俺のベッドに潜り込んでいる上に、様子がおかしい。毛布の中で俺に抱きつき、なにやらモゾモゾしていた。

　だがこれは、前にも見たあれに違いない！

　確信とともに倉魔法から暗視目薬を取り出すと、すぐさま使用して毛布をめくり上げ……予想通り小さな妖精がいた。

「やっぱりガーネット……って、どうしてセシルは服を脱いでいるの!?」

「お、お兄さん！　服の中になにか虫みたいなのが入って……」

「誰が虫よーっ！　ふたりとも起きないから、いろいろ試していただけなのにー」

　あ、俺にもやっていたのか。

　でもガーネットの力だと、弱すぎて気付けないからな。

「ガーネット。今日はどういった用事なの？」

「えっとねー。ひとつは前に作ってもらったフェイス・ローションが欲しいのと、それから別のお願いがあってやってきたんだー」

「ローションはすぐに作れるけど、別のお願いって？」

「女王様から顔のケア以外にもなにか綺麗になる物が欲しいって言われてねー。今、必死に探しているんだけど、なにかいい物はないかなー？」

　いい物はないかと聞かれても、俺は女性の美容に詳しくないのだが。

「セシル……ちょっと起きて」

「お兄さん。取って……服の中に入った虫を取ってよぉ」

「いや、虫とかいないから。というか寝ぼけてないで、起きてくれよ」

　寝ぼけたままのセシルが俺に抱きつき、それを絶妙なタイミングで起こしに来たアーニャに見られ……と、ある意味いつもの日常を過ごした後、朝食を食べながら改めて聞いてみる。

「というわけで、妖精の女王様が新しい美容品が欲しいそうなんだ」

「待ってください。リュージさん、今の話だとすでになんらかの美容品を渡しているのですか？」

「あれ？　言っていなかったっけ？　フェイス・ローションっていう物があるんだけど」

「聞いてないです！　それ、私にもくれませんか？　お肌が綺麗になるんですよね!?」

「いや、アーニャには必要ないと思うよ。そんなの使わなくても綺麗だし」

　こういうことを言うと、妖精の女王は肌が綺麗じゃないのか？と思ってしまうけど、会ったことも見たこともないからなんとも言えないんだよね。

「お兄さん。ボクは？　ボクはどうなの？」

「セシルも必要ないよ。綺麗だもん」

「えへへー。お兄さん、ありがとー」

　わざわざ言わなくてもセシルの肌は綺麗なのに、どうして聞いてきたのだろうか。

「ふたりともイチャイチャしてないで、なにか美容によさそうな物を考えてよー！　ちゃんとお礼はするからさー！」

　イチャイチャはしていないのだが、ガーネットに催促されてしまった。

「美容によさそうな物ってなんだろ？」

　ガーネットに頼まれ、みんなで美容について話すが、これといった物が出てこない。

　そんな中、ガーネットがセシルとアーニャの顔をまじまじと見つめだす。

「それにしても……こっちのエルフさんも、そっちの猫ちゃんも、ふたりとも肌が綺麗だよねー」

「まぁふたりとも若いからね」

「若い？　まぁ猫ちゃんはわかるけど……いや、エルフさんも寿命から考えれば若いかー。うーん、女王様は結構……げふんげふん」

　ん？　アーニャと俺はちゃんづけなのにセシルだけさんづけ？

　見た目は十代前半だけどセシルの実年齢って……いや、考えないでおこう。

「セシルとアーニャは、美容のためになにかしているの？」

「ボクはなにもしてないよー」

「私も特には」

　だよね。

　普段、ふたりが美容に気遣ってなにかしている様子はなさそうだしね。

　毎日お風呂には入っているけど、それは清潔を保つためだし。

「ふたりとも……というかリューちゃんも、なにもしていないって割に、髪の毛も綺麗だよねー」

「でも本当に、なにもしてないよー？」

「そうですね。普通にお風呂で髪の毛を洗っているだけですし……あ、シャンプーを使わせてもらっているからでしょうか？」

　ふたりの言葉を聞き、ガーネットが不思議そうに首を傾げる。

「シャンプー……ってなに？」

　なるほど。この世界にシャンプーは存在するものの、妖精たちは知らないのか。

　早速シャンプーの説明をして、ガーネットをお風呂へ連れていき、実際に使ってもらう。

「すごい！　あわあわだーっ！」

　ガーネットは文化や風習が違うのか、服を脱がずに髪を洗っているけど、どうやらこれで解決しそうだ。

　なので、ガーネットが持ってきた花粉をフェイス・ローションにして、調剤室にある金香樹からシャンプーも作る。

「ありがとー！　本当に助かるよー。あ！　ちょっと待ってて……」

　なにかを閃いたらしいガーネットが、ローションやシャンプーを入れた小瓶をそのままに、窓から外へと出ていってしまった。

　この状態で家を出て実家を消すわけにもいかないので、リビングで本でも読もうかと思っていると、先にセシルが階段へ向かう。

「お兄さん。せっかくだから、ボクは昨日買った植木鉢を屋根裏部屋に置いてくるねー」

「それなら俺も手伝うよ」

「それくらい大丈夫だよー。それより、ガーネットが帰ってくるかもしれないし、お兄さんは待っていてあげてー」

　確かにガーネットが戻ってきた時に、誰もいなかったら困るか。アーニャはフェイス・ローションを試すと言って、洗面所へ行っちゃったしね。

　ひとりでリビングに移動して本を読んでいると、すぐにガーネットが姿を現した。

「あ、えっと……お待たせ」

　うーん。戻ってきたが、先ほどと違ってテンションが低いのは、なぜだろうか。

「ガーネット。この人間族の男性が、例のローションを作っている薬師なのじゃな？」

「はい。その通りです」

　あー、ガーネットになにが起こったのか、察してしまった。

　ガーネットに続いて、緑髪の妖精さんが来たけど、おそらく妖精の女王なのだろう。

　日本のブラック企業で働いていた頃、数少ない休日で休めると思ったら、突然上司から海釣りに行くぞと誘われ、断れずに絶望しながらついていった時の俺と、同じ感じになっているからな。

「妾わらわの名はティターニアという。お主はなんと申すのじゃ？」

「俺はリュージです。旅の薬師をしています」
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「リュージよ。このガーネットよりフェイス・ローションに続き、髪を綺麗にする品を作ったと聞いたのじゃ。見せてみるのじゃ」

「それなら、そこに……使いますか？」

　小瓶に入れておいたシャンプーを指し示すと、ティターニアさんが大きく頷き、ガーネットが慌てて取りに行く。

　蓋を開けてあげると、ガーネットが魔法かなにかで水を生み出し、ティターニアさんの髪の毛を洗いだす。

　できれば洗面所とかお風呂でやってほしいんだけど……妖精さんたちは掌サイズで大した水の量ではないから、まぁいいか。

　ふわふわ宙に浮きながら髪を洗っているので、ひそかにその下へゴミ箱を置いておいた。

　これで、水も泡も大丈夫だろう。

　少しすると、ガーネットが手を止めた。

「ティターニア様。終わりましたが、いかがでしょうか」

「うむ！　これはすごいのじゃ！　髪の毛がツヤツヤして、よい香りがするのじゃ！　リュージよ。これを妾へ定期的に納めてくれるというのじゃな？」

　そんな話は一度もしていないのだが、ガーネットが泣きそうな顔で俺を見つめてくる。

　まぁガーネットの気持ちはよくわかるし、材料さえあれば大したことでもないので、作ってあげようか。

「えぇ。ガーネットに頼まれましたので」

「ありがたいのじゃ！　……そうじゃ。リュージに褒美として、妾の加護を授けるのじゃ。なにか習得したいスキルなどはあるか？」

　お！　妖精の女王自ら、加護をくれるのか。

「では、なにか攻撃系の魔法をお願いします」

「攻撃系の魔法じゃな？　では妾のとっておきを……虹魔法が使えるようにするのじゃ」

　虹魔法？　なんだろう。聞いたことがないんだけど。

「では、そのままジッとしておるのじゃ」

「ん？　お兄さん!?　なにをしているのーっ!?」

　前回と同様に動くなと言われ、直立不動で立っていると、頬になにかが触れたのだけど、その直前にセシルの声が響いた。

「……むっ!?　その声は……セシルではないか！　魔王退治はどうしたのじゃ？」

「え？　……あ！　妖精さん！　ひさしぶりー！　ところで魔王退治って？」

「なっ……かつて、魔王を倒すようにと、妾が加護を与え、光の精霊の力を使えるようにしたではないか」

　そうなの!?　セシルが幼い頃にティターニアさんから加護をもらったのは、魔王を倒すためだったんだ。

　だけど、残念ながらセシルにそんなつもりは一切なさそうだけど。

「そんな話、したかなー？　……でも、思い返してみると、ある時から兵士さんたちの同行なしで、好きに外出できるようになったっけ」

　それって、魔王退治のための修行をしていると思われているのでは？

　よく考えたら、エルフの第四王女だっていうセシルが、護衛も付けずにひとりで行動しているのも変な話だけど、みんなが誤解していそうだね。

「しかし、妾が最強の虹魔法を与えたリュージと、セシルが行動をともにしているというのも、きっとなにかの運命なのじゃ。ふたりで力をあわせて魔王を倒すのじゃ！」

　そう言って、ティターニアさんとガーネットが帰っていった。




　――新たなスキルを修得しましたので、二次魔法「トレース」が使用可能になりました――




　その直後にいつもの声が響いたのだけど……二次魔法ってなんなのさ。

　虹魔法っていうのは、どこへ行ったんだー！

「セシル。虹魔法って知ってる？」

「ごめんね。聞いたこともないよ」

　ティターニアさんが使えるようにしてくれるはずだった、虹魔法がなんなのかと聞いてみたけど、セシルでも知らない魔法らしい。

　一応アーニャにも尋ねてみたけど、やはり知らないと。

　とはいえ、使えない虹魔法がなにかよりも、使えるようになった二次魔法とやらの方が重要だ。

　出かける準備を済ませてみんなで外へ出ると、周囲になにもないことを確認して、早速二次魔法を使ってみた。

「トレース！」

　だけど、なにも起こらない。

「これは倉魔法と同じパターンかな？」

　倉魔法「ストレージ」を使用した時も、最初はなにも起こっていないように見えた。

　実際は魔力の塊が生み出されていて、そこから空間収納を使うことができたのだけど、セシルとアーニャにも周囲を調べてもらったものの、今回はなにもない。

　そもそも、セシルに言わせると魔力が放たれた気配がないそうだ。

　魔力について、俺はよくわからないけど、セシルが言うのだから間違いないのだろう。

「どうやら二次魔法は、ハズレスキルっぽいな」

「ボクとしては、妖精さんにもらったスキルだから、そんなことはないと思うんだけどなー」

「なにか発動条件があるのではないでしょうか？　に、二時になったら使えるとか」

　アーニャの案はさておき、発動条件というのはあるかもしれない。

　お医者さんごっこスキルの「診察」だって、相手の胸を触らないと発動しないしね。

「二次魔法のことは一旦置いといて、次の街へ行こうか。いよいよ商人ギルドの本部がある街だ。きっとアーニャの家族の情報だってあるはずだ」

「はいっ！　お願いしますっ！」

　ティターニアさんに言われた魔王退治については、俺もセシルも聞かなかったことにして、当初の予定通りアーニャの家族を捜すことにした。




　ヂニーヴァの街行きの乗合馬車へ乗り、再び馬車の荷台で揺られながら道を進む。

　大きな街への街道ということもあって、魔物も現れないし、山賊なんかも出てこない。

　かなり揺られて、茜色の陽に照らされ始めた頃、遠くに大きな壁が見えてきた。

「ヂニーヴァの街だよ。この馬車はここが終点だから、全員降りてくれ」

　乗合馬車の停留所へ着く頃には、陽がすっかり落ちてしまったので、まずはいつも通りに街の外で一泊しようと思ったのだが、

「あのっ！　まずは商人ギルドで家族の情報がないか聞いてもいいですかっ!?」

　アーニャが抑えきれないといった表情でギルドへ行きたいと言ってきた。

　今までずっと我慢してきたのだろう。

　ギルドまでの道もわからないけど、アーニャの気持ちは痛いほどよく理解できる。

　セシルに視線を送ってみると、大きく頷いたので、先にギルドへ行くことに。

「この街……ちょっと広すぎない？」

「そうだね。ボクもそう思うよ」

「むー。ようやく辿り着いたのにー」

　陽が落ち、魔法による灯りで照らされた道を三人で歩いているのだが、商人ギルドの建物が一向に見当たらない。

　街を歩く人も少なくなっているし、女の子ふたりを連れて出歩くような時間ではなくなってしまった。

「アーニャ。完全に陽が落ちているし、今日は街の中で宿を取って、明日ギルドを探そう」

「わかりました」

　アーニャも納得してくれたので、ギルド探しから一転して今度は宿探しへ。

　街の外なら城魔法を使って無料で泊まれるけど、また同じ道を戻るのはつらい。

　最悪、広めの場所があったら、街の中でも城魔法で家を出そうかな。

「おっと、こんな夜に女の子が出歩くなんて悪い子だなぁ。オジサンが家まで送ってあげよう。さぁついてきなさい」

「ちょっと！　やめてくださいっ！」

　アーニャが酔っ払いらしきオッサンに絡まれてしまった。

「失礼ですが、彼女は俺の連れです。離してもらえませんか」

「んぁ？　なんだ、てめぇは!?　俺は、こっちの女の子としゃべっているんだよ！　若造は引っ込んでろ！」

　アーニャを庇うようにして割り込んだ俺に、突然オッサンが殴りかかってきた。

「うひぃぃぃーっ！」

　酔っ払いの拳だし、しっかりガードすれば大丈夫だろうと思っていると、突然オッサンが変な声とともに目の前から消える。

「お兄さんに危害を加えようとする人は、許さないんだからっ！」

　どうやらセシルが突風を起こして真横に吹き飛ばしたらしく、路地に向かってオッサンがゴロゴロと転がっていった。

　セシルが竜巻で上空に吹き飛ばさなくてよかったよ。

　それから三人で宿探しを再開するんだけど……なにかがおかしい。

　なにかモヤモヤするというか、身体の中に名状しがたい違和感がある。

「お兄さん？　さっきから様子が変だけど、どうかしたの？」

「どう言えばいいのかわからないけど、さっきセシルがオッサンを吹き飛ばした後から、身体がおかしいんだ」

「どんな風に？」

「うまく言えないんだけど、身体の中になにかが入ってきたような、身体がそれをどうすればいいのか困っているというか、自分でもよくわからない状態なんだ」

　セシルが見かねて声をかけてくれたけど、俺の顔を覗き込んだ後、助けを求めるようにアーニャへ顔を向け、結局ふたりして困った表情を浮かべることになる。

「俺のことはともかく、あの建物って宿っぽくないか？」

「確かにそんな感じがするけど、お兄さんは本当に大丈夫なの？」

「大丈夫だって。きっと寝たら治るさ。さぁ行こう」

　暗闇に浮かぶ看板の下へ移動し、異世界で初めて実家以外に宿泊することとなった。




「なんだろうなー」

　宿で朝食を済ませ、ギルド本部へ出発……となったけど、昨日のモヤモヤがまだ晴れない。

　この違和感はいったいなんなのだろうか。

「お兄さん、どうかしたのー？」

「いや、昨日の違和感がまだ取れなくて」

「んー、自分を診察してみたら？」

「そっか。診察すればいいんだ。でもあれは、クリニックでしか使えないから、先にギルドへ行ってしまおう。俺のことは後でいいよ」

　宿をチェックアウトするついでに商人ギルドの場所を聞いて、今度こそ出発した。

　人が多いので、逸はぐれないようにセシルとアーニャと手を繋ぎ、教えてもらった通りに進むと、大きな建物の前に辿り着く。

「これが、商人ギルドの本部か」

「それなりに大きいねー」

「あの、早く！　早く中へ入りましょう！」

　アーニャに引っ張られるようにして中へ入り、ギルドの職員や、他の街から来たと言う行商人などに話を聞いてみたが、有益な情報は出てこなかった。

　しょんぼりしているアーニャを連れ、ギルドから少し離れた場所にあるカフェで、これからどうしようかと話をしていると、

「よう。アンタたち、獣人族を捜しているんだってな」

　ガラの悪い五人ほどの男たちが話しかけてきた。

　明らかに胡散臭い、いわゆるゴロツキと呼ばれるような風貌だ。

「はい！　なにか、ご存じなのですか!?　些細なことでも構いませんので、教えてください！」

　アーニャがキラキラと目を輝かせて話に食いつく。

「いやー、俺たちもちょいと耳にした程度だから詳しくは知らないんだが、あっちに見たってやつがいるんだよ。話だけでも聞きにいくかい？」

「はいっ！　お願いします！」

　あからさまに怪しいのだが、アーニャがいても立ってもいられない様子で立ち上がってしまった。仕方がない。嫌な予感しかしないが、行くしかないか。

「あー、そっちの兄ちゃんはここで待っていてくれ。見たってやつが極度の人見知りでよ。できるだけ少ない人数にしてやりてーんだわ」

　アーニャと一緒に行こうと俺が立ち上がると、もっともらしい言い分で、アーニャをひとりにしようとする。

「でも、そっちのお嬢ちゃんなら来てもいいぜ。人見知りするやつだけど、ひとりくらいなら増えても大丈夫だろ」

　そのくせ、そんなことを言ってくる。

　いやいや、だったら俺が一緒でもいいだろう。

　確実に黒だと決めつけて、セシルに目をやると、俺と同じ考えだったようで、無言のまま小さく頷いた。

　しかし、俺が止める間もなく、アーニャが走り出す。

「すみません。ではリュージさん、セシルさん。少しだけ待っていてください。ちょっと話を聞いてきます」

「アーニャ、待つんだ！　これは、怪しすぎる！　止まるんだっ！」

「おっと、兄ちゃん。どこへ行くつもりなんだ？　座ってな！」

　だが俺の声はアーニャに届かず、ふたりの男が行く手を阻む。

「邪魔を、するなっ！」

「フッ――この世に悪の栄えた例ためしなし！　愛と勇気と希望の名のもとに、ホーリープリンセス参上っ！」

　ゴロツキたちにタックルを仕掛けて、強硬突破しようとしたところで、変なやつが現れた。

「悪よ、滅びなさい！　セイント・ボム！」

　ホーリープリンセスと名乗る赤いマントをなびかせた女子高生くらいの女の子が、爆発を起こしてアーニャの近くにいた三人のゴロツキたちだけを綺麗に吹き飛ばす。

　どこから現れたのかはわからないが、アーニャを助けてくれたので悪いやつではない……いや、街中で爆弾みたいな物を投げるのはどうだろうか。

　ただ……なぜだろうか。この変な少女を、俺は知っている気がする。

「あなた、気を付けなさい。さっきの男は悪人よ」

　その変な少女に連れられ、アーニャがこっちへ戻ってきた。
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「でも、私の家族を見たって……」

「あれは嘘ね。私のカンがそう告げているわ」

　カンなのか。

　いや、あのゴロツキたちが嘘を吐いていることには同意するけどさ。

「ぐはっ！」

「ぐぇっ！」

　ひとまずアーニャが攫さらわれなくてよかったと思っていると、俺の邪魔をしていたふたりが突然その場に膝から崩れ落ちる。

「ミア様。いくら相手がゴロツキといえども、ひとりで先行しないでください」

「はっはっは。まぁそう固いことを言わなくてもいいではないか。姫さんなら大丈夫じゃろうて。まったく、剣聖ともあろう者が、柔軟性がなさすぎじゃぞ」

「賢者殿が緩すぎるのです。ミア様に万一のことがあってからでは遅いのです」

　いつの間に現れたのか、気付けば金髪のイケメン剣士と魔法使い風の老人が立っていた。

　しかし、若いイケメン剣士はともかく、老人が素早く動けるものなのだろうか。

「そちらのお兄さんがいれば、この人はもう大丈夫かしら。レオン、ダニエル、私たちは行きましょう。さらなる悪を倒すのよっ！」

　ミアと呼ばれた変な少女がふたりに声をかけ、俺たちの前から立ち去ろうとしたところで、

「あれ？　もしかしてミアって……ミア・ガリアルディ!?」

「ん……あ！　セシルッ！　どうしてあなたがこんな街中に!?」

　セシルが少女を呼び止め、一方の少女もセシルの名を呼ぶ。

「セシル。知り合いなの？」

「うん。というか、ミアはこの国の王女だよ」

「えっ!?　王女!?　この変な……コホン！　この華麗な女性が!?」

「華麗……へぇー。お兄さんはミアみたいな女の子が好みなんだ。ふーん」

「いや、そういうわけじゃないけど、王女って魔王討伐の旅に出たっていう、あの王女様なの!?」

　なぜか頬を膨らませるセシルを宥めつつ、王女――ミアさんの顔を見る。

　最初は夢だと思っていたけど、俺を呼び出したふたりが、魔王討伐とか王女とかって話をしていたからね。

「あれ？　セシル。どうしてこの人は私が魔王討伐に出たことを知っているの？」

「お兄さんは……なんて説明すればいいんだろ。薬師で治癒師？　聖者様って呼ばれることもあったよね」

「セシル、聖者はやめてってば。そんな柄じゃないし、とりあえず旅の薬師が一番しっくりくるけど……王女様のことを知っているのは、まぁいろいろあってさ」

　ただ異世界で観光しようとしか思っていない俺が、たまたま人を助けて聖者と呼ばれたことがあったけど、世界の平和のために魔王を倒そうとしている人たちを前に、その呼び名はどうかと思う。

　そのため、なんちゃって聖者のことは黙っていたかったのだが。

「えっ!?　聖者って呼ばれている旅の薬師……あっ！　グレーグンの街を救った薬師！　ふふっ、こんなところで再会するなんて、やはりあなたは私と一緒に魔王を倒す運命なのよ！　さぁ一緒に行きましょう！」

「……あっ！　あの時、馬車で声をかけてきた……って、魔王を倒しには行きませんよっ！」

「そうだよ！　お兄さんはボクと一緒に……って、お兄さんも、どうしてミアのことを知っているのっ!?」

　セシルが不思議そうに聞いてきたけど、ミアさんが話しかけてきた時に、セシルは眠っていたんだよね。

「ふむ。この方がグレーグンの街でミア様が見つけたという聖者殿ですか。思っていた以上にお若いですが、セシル様と一緒にいるということは、エルフが認めるほどの実力ということですね」

「ほっほっほ。噂通りの者ならば、ぜひワシらとともに来てほしいくらいじゃの。なんせ、こちらには治癒能力を持つのが姫様だけじゃからの」

　どうやら、ミアさんがあの時のことをふたりに話していたらしく、お供のふたりが俺のことを値踏みするように見てくる。

「ダメだからねっ！　お兄さんはボクと一緒にいるんだからっ！　あげないよっ！」

「ふぁっふぁっふぁ。いや、あくまで希望じゃよ。エルフの王女様を護る騎士様を取ろうなんて思っとりゃせんよ」

「もぉっ！」

　ダニエルと呼ばれていた魔法使い風の老人にからかわれ、セシルがちょっと涙目になりながら俺に抱きついてきたけど、まぁ俺が魔王退治に参加することはないよ。

　ティターニアさんがくれると言った虹魔法も、なぜか変なことになっているし、魔王退治に参加できるとも思わない。それになにより、俺が望むのは異世界でのまったりとした観光だしね。

　頬を膨らませるセシルの頭を撫でていると、ミアさんが俺を見つめてくる。

「うーん。ダニエルの言う通りってわけじゃないけど、割と本気でヒーラー不在なのが困っているのよね。とりあえずセシルと久々に会ったことだし、少しだけお茶しない？　というか、私たちも相席させてもらっていいかしら」

　どういうわけか、一国の王女様とそのご一行とともにお茶を飲むことになってしまった。




「リュージは、アヴェンチェスの街の人々が夜な夜なうなされているのも救ったのよね？」

「どうしてミアさんはそんなことまで知っているんですか？　しかも俺の名前まで」

「私の国のことだもの。当然知っているわよ」

　どういう情報網があるのかは知らないが、ミアさんに俺のことが知られていた。

　本当にどうなっているのだろうか。

「お兄さんの話は置いといて、どうしてミアのところにはヒーラーがいないの？　魔王討伐なんて、ヒーラーは必須じゃないの？」

「それがねー。教会が異世界から最高のクレリックを召喚するって言っていたのに、失敗したらしくてねー」

　セシルが俺から話を逸らそうとしてくれたけど、その誤って召喚されたのが俺なんだよね……言えないけど。

　そんなことを思いながら、適当にしばらく話を聞いていると、

「ところでさっきの話だけど、どうしてリュージはうちの国の機密事項――私が魔王退治の旅に出たことを知っているの？」

　ミアさんが曖昧に終わった話題を掘り返す。

　どうしよう。異世界召喚されたと正直に言うべきか。

　ミアさんたち一行には俺が異世界から来たことが知られても構わないが、セシルとアーニャが知ったらどう思うだろうか。

　なんと答えるべきか迷う。

「ミア。機密事項って言うけど、その話はボクも知ってたよ？　ミアが魔王退治の旅に出たって聞いて、おもしろそうだと思ったから、ボクも真似して王国を飛び出して……お兄さんと出会ったんだ」

「なるほど。セシルからかー。さすがにエルフの国には筒抜けだよねー」

　セシルがフォローしてくれたおかげで、異世界召喚の話はしなくてよさそうだ。

　それからアーニャと行動をともにしている理由に話がおよび、不思議な力によって飛ばされてきたことや、家族を捜すために商人ギルドの本部まで来たけど、情報が得られなかったということを話す。

「じゃあ、私から城に問い合わせの手紙を出しておくわ。商人ギルドよりも詳しく情報を得られるでしょう」

「ありがとうございます！」

　どうやら、ミアさんが王女の力を使って調べてくれるらしい。

「ちなみに、あなたが飛ばされた不思議な力に心当たりは？」

「私自身にはまったくないですが、父が魔王討伐の最前線にいるからかも……」

　ミアさんの問いにアーニャが答えると、イケメン剣士レオンがなにかに気付いたらしく、口を開く。

「魔王討伐の最前線の猫耳族か。もしやあなたの父上は、ミハイル・スヴォロフという名前では？」

「はい、そうです！　父をご存じなのですか!?」

「えぇ。僕が魔王城の前線にいた時、少し話したこともあるので。顔見知りなので、もしもミハイルに会ったら、娘さんが捜していたと伝えておきましょう」

「よろしくお願いしますっ！」

　商人ギルドはハズレだったけど、アーニャのお父さんの話が出てきた。

　やはり大きな都市へ行って、大勢の人から情報収集すべきだろうか。

「そうだ！　これをあげる」

　ミアさんが不意に腰のポシェットを漁り、セシルに小さななにかを渡した。

「これは？」

「魔法の手紙っていうマジックアイテムよ。この封筒に手紙を入れて魔力を込めると、一瞬で私のところへ届くの。なにか困ったことがあったら力になるから知らせて」

「わかった！　ありがとっ！」

　封筒は全部で三つ。

　三回は助けを求められそうだ。

「では、お礼って言うには早いですが、これをどうぞ」

「えっ!?　ちょっと待って。この純度は、まさかＡランクポーション!?」

「はい。俺の力ではＡかＢランクしか作れないので、Ｓランクとかは持ってないのですけど」

「いえＡどころかＢ、いえＣランクを作れるだけでも一流の薬師なのに、Ａランクが何本も……って、ちょっと待って。このポーションってどこから出したの？」

「倉魔法というか、空間収納ですけど？」

「えぇぇぇっ!?　なにその魔法!?　ダニエル知ってる!?」

　Ａランクのバイタル・ポーションを六本出したら、ミアさんのテンションが再び上がり、老齢のすごそうな魔道士が空間収納は知らないと首を横に振る。

　あ、これ、やっちゃった!?

「リュージ。改めて私たちと一緒に……」

「ダメっ！　お兄さんは絶対にボクと一緒なんだからっ！」

　収まりかけていたスカウトが再開され、それを阻止しようとするセシルに抱きつかれてしまった。




　スカウト攻撃をセシルが妨ぎ、ミアさんたちとの話が終了した。

　ひとまず城魔法で休むため、街の外へ。

　実家を出し、昼食の準備をしてくれているアーニャの横で、今後の家族捜しについて再検討する。

「商業ギルドがダメなら、冒険者ギルドはどうかな？」

「それもひとつの手だけど、冒険者ギルドの本部があるのはまた別の街のはずだよ」

「そっか。ミアさんが城に聞いてくれているし、その回答を聞いてから本部のある街へ移動しようか」

「そうだねー。ミアは三日もあれば連絡が来るはずだって言っていたしねー」

　ひとまず三日間この街に滞在することとなったので、周辺の薬草から薬を作って売ることに。

　それから昼食を済ませて診察室へ移動すると、ようやく昨日からのモヤモヤについて調べるべく、自分自身に診察スキルを使用してみる。

「診察！」





　診察Ｌｖ２

　状態：健康。二次魔法トレース状態






　いつもの銀色の枠に見慣れない言葉が書かれていた。

　二次魔法トレース状態とは、どういう意味だろうか。

　トレースは、なにかをなぞるとか、写すって意味だった気がする。

　……って、待てよ。トレースで、二次魔法って、まさか！

　思い当たることがあるので、慌てて外へ出て、なにもない草原に向かって二次魔法を使用してみた。

「トレース！」

　なにもない草原に向かって二次魔法を使用してみる。

　――ゴゥッ！

　すると、突風が発生し、目の前に広がる草を激しく揺らしていく。

　予想通りだ！

　これと同時に、身体にあったモヤモヤがスッと消える。これは……。

「トレース！」

　ある可能性に気付き、もう一度二次魔法を使うと、今度はなにも起こらなかった。

「なるほど。二次魔法ってそういうことか！　……セシルーっ！」

　仕組みを理解したので、その裏付けを取るため、リビングでラノベを読もうとしていたセシルを連れてくる。

「セシル。悪いんだけど、なんでもいいから、その辺に適当な攻撃魔法を放ってくれないか？」

「え？　別に構わないけど……」

　不思議そうにしているセシルに、竜巻を起こしてもらう。

　その竜巻を見ると、先ほどまで治まっていたモヤモヤが再び生まれたが……これでいい。俺の考えが正しければ。

「トレース！」

　二次魔法を使用すると、先ほどセシルが起こしたものよりも、少し小さな竜巻が発生し、再びモヤモヤが綺麗に消える。

「お兄さん。今の、魔法だよね？」

「あぁ。どうやら二次魔法は、見た魔法の劣化版を一度だけ使えるみたいだ」

　二次とトレース。ネーミングはどうかと思うけど、スキルの効果は非常に素晴らしい。

　実情はともかく、魔法が使えるようになったみたいで嬉しくて、セシルに魔法を連発してもらい、俺も二次魔法を使いまくる。

「トレース！　トレース！　トレース！」

　とはいえ、セシルがマジック・ポーションを飲まなければならないほどに魔法を使ってもらったのは、やりすぎだったかもしれない。




　――スキルのレベルが上がりました。二次魔法「トレース」がレベル２になりました――




　だがそのおかげで、早くもスキルのレベルが上がった。




　――スキルの修得条件を満たしましたので、二次魔法「アーカイブ」が使用可能になりました――




　しかも、新たなスキルを修得することに。

　アーカイブというスキルにはどういう効果があるのだろうか。

「お兄さん、どうかしたの？　魔法の使いすぎで疲れちゃった？」

「そうではないのだけど……いいや。とにかく使ってみよう。……アーカイブ！」

　スキル名から効果を考えていたけど、使ってみればわかるだろうとスキル名を叫ぶと、いつも見ている銀色の枠が現れたのだが、その中身が大きく異なっていた。





　サモン・コール

　ステータス

　ハイディング

　トルネード

　バースト・ウィンド

　ポイズン・ミスト

　カース・タッチ

　セイント・ボム






　銀色の枠には、見慣れない言葉がたくさん羅列されている。

「……セイント・ボム？」

　なんだろうかと思いながら、なんとなく一番下に書かれていた言葉を呟くと、轟音とともに前方が爆発した。

「わっ！　お兄さん。今の爆発は？」

「えーっと、二次魔法のレベルが上がって得た新しいスキル……かな？　それを使ったら、こうなったんだ」

「そうなんだ。でも、今の爆発で生じた魔力って、どこかで感じた気がするんだけど」

「あー、さっきミアさんが使っていたセイント・ボムを口にしたんだよ」

　表示された名前と、それによって起こった結果。それにセシルの言葉から察すると、おそらく俺が今まで見たことのある魔法を再現するスキルなのだろう。

　しかも、書かれている名前が使っても消えたりしないことから、何度でも使えるようだ。

　今度は上にあるステータスを使ってみる。





　サイトウ・リュージ

　二十二歳　男

　保有スキル：城魔法、倉魔法、二次魔法、お医者さんごっこ、お店屋さんごっこ






　俺の情報が詳しく表示された。

　年齢がおかしい。異世界へ来て見た目が若返っているとは思ったが、実年齢までだったとは……いや、それよりも、新しいスキルのことだ。

　アーカイブの効果は思った通りで間違いなさそうだけど、ポイズン・ミストやカース・タッチって、魔物が使ってきた攻撃だよね？

　さすがに使うのは抵抗があるんだけど。

「セシル。この『アーカイブ』ってスキルは、一回ずつしか使えない『トレース』とは違って、今まで俺が見たスキルを、何回でも使うことができるみたいだ」

「お兄さん。それって、かなりすごいんじゃない？　いろんな人の戦いを見ているだけで、それが使えるようになるんでしょ？　たとえば、今ボクが使える一番強力な魔法を使ったら、お兄さんもそれが使えるようになるんだから」

「そうなのかな？」

「きっとそうだよー。ちょっとやってみようよー」

　そう言うと、セシルが俺から少し離れ、なにもない草むらに向かって魔法を放つ。

「アース・スパイク！」

　その直後、激しい揺れとともに地面から大きな槍のように尖った岩がいくつも突き出て、しばらくすると元の状態へと戻っていく。

「セシル……すごいな」

「うん。でも、土の精霊の力が強い場所でしか使えないから、この前みたいな川では使えないし、ちょっと不便なんだけどね。それよりお兄さん。今のが使えるようになっているの？」

「ちょっと待って……アーカイブ」

　再び銀色の枠が表示され、セイント・ボムの次にアース・スパイクが追加されていた。

　早速使うと、先ほどセシルがやったように、地面から大きな岩が飛び出してくる。

「お兄さん、すごいよっ！　じゃあ、次はー……」

「先ほどからすごい音ですが、なにがあったんですか？」

　セシルが次の魔法を考えていると、クリニックから出てきたアーニャが、恐る恐る近付いてきた。

「ごめんね。新しいスキルを得たから、いろいろ試していたんだよ」

「そうなのですね。どんなスキルなのですか？」

「それが、今まで俺が見たスキルを使用できるんだ。実際にやってみせるよ」

　魔法が使えるようになったみたいなので、ちょっと得意になってアーカイブを使用し、今度はどれを使おうかと考え……サモン・コールという言葉に目が留まる。

「これってなんだろう」

　サモンは俺の実家を呼び出す城魔法だし、なにかを呼び出すのだろうか。

　ひとまずサモン・コールを使ってみる。





　誰を召喚しますか？　使用時に続けて召喚する相手の名前を言ってください






　銀色の枠にエラーメッセージのような言葉が表示されてしまった。

　だけど、ここに表示された文言と、魔法の名前から察するに、これってあの魔法だよな？

「アーカイブ」





　サモン・コール

　ステータス

　ハイディング

　トルネード

　バースト・ウィンド

　ポイズン・ミスト

　カース・タッチ

　セイント・ボム

　アース・スパイク






　再びアーカイブスキルを使用すると、さっきセシルに見せてもらったアース・スパイクの魔法が最後に表示される。

　つまり、俺が受けたり見たりした魔法の順で、ここに表示されているようだ。

　そのため、最初に表示されているサモン・コールは、俺をこの世界に呼んだ召喚魔法だということか。

　名前さえわかれば、相手を呼び出せるみたいだから……って、待った！　つまり、この召喚魔法を使えば……。

「アーニャ！　捜している家族――たとえばお父さんの名前ってなんだっけ？」

「私の父ですか？　ミハイル・スヴォロフですけど？」

「ミハイルさんだな？　す、少しだけ待っていてくれ。こほん……サモン・コール。ミハイル・スヴォロフ！」

　メッセージに表示された通り、アーニャの父親の名前とともにサモン・コールを使うと、目の前に魔方陣が描かれる。

「え……嘘！　お……お父さんっ！」

「あれ？　ここは……あ、アーニャ!?　アーニャなのかっ!?」

「お父さんっ！　やっと……やっと家族に会えたっ！」

　思った通り召喚魔法が発動し、猫耳の中年男性が――アーニャのお父さんが現れた。

　アーニャが瞳に涙を浮かべながら抱きつき、ミハイルさんもアーニャの名前を叫びながら抱きしめる。

　アーニャもお父さんと呼んでいるし、間違いないだろう。

　よかった。突然、見知らぬ地に飛ばされ、家族を捜して俺たちと一緒に行動していたアーニャが、無事に家族と再会できて。

「アーニャ、ここはどこなんだ？」

「えっと……」

　アーニャが困った様子で俺を見てきたので、これまでの経緯を説明する。

「つまり、アーニャがこの国へ飛ばされ、リュージさんに助けてもらったと」

「うん。で、リュージさんが召喚魔法を使って、お父さんを呼んでくれたの」

　ティターニアさんからもらった二次魔法で、召喚魔法が使えるようになり、アーニャの父親が召喚できてしまった。

　つまり名前を聞けば、同じようにアーニャの家族を呼べるんだ！

「サモン・コール。フェオドラ・スヴォロフ！」

「サモン・コール。ナターリヤ・スヴォロフ！」

　早速名前を聞いて、アーニャのお母さんと妹を呼んだのだが、どちらも顔色が悪く、魔法陣の上に倒れていた。

「みんな、手伝って！　急いでふたりをクリニックの中へ！」

　ふたりを急いでベッドへ寝かせると、まずは状態を確認する。

「診察！」





　診察Ｌｖ２

　状態：七日呪い（弱）







　診察Ｌｖ２

　状態：瀕死。七日呪い（抵抗）






　お母さんも妹さんもアーニャと同じ呪いにかかっている上に、妹さんは瀕死って！

　急いで倉魔法からクリア・ポーションを出したけど、お母さんは少しずつ飲んでくれているものの、妹さんはダメだ。薬を飲む力もない。

「アーニャ！　この薬をお母さんに飲ませておいて！」

「はいっ！　あの、ナターリヤは!?」

「俺がなんとかするっ！」

　一分一秒を争う状況なので、クリア・ポーションを口に含むと、無理矢理口移しで妹さんに押し込む。

　しばらくすると、小さく喉が動き……薬を飲んだ！

　これなら、あとは普通に飲んでくれるだろう。

　命の危機だからと咄嗟に動いたけれど、冷静になって考えてみると、今の状況は結構恥ずかしい。

　早く離れなければと顔を離そうとしたのだが……なぜか顔が動かない！　誰かが俺の頭を押さえつけている!?

「んーっ！」

「ナターリヤ！　リュージさんが困っているでしょ！」

「そうだよっ！　元気になったのなら、お兄さんを離してよっ！」

　声にならない声をあげていると、アーニャとセシルの声が聞こえ、ようやく解放されたのだが、どうやら妹さんに両手で頭を押さえられていたようだ。

　改めて妹さんを見てみると、すっかり顔色がよくなっている。

　お母さんも回復していそうなので、ひとまず確認だけさせてもらおう。

「おふたりとも申し訳ないのですが、少しだけ触りますね。あ、医療行為なんです！　その、俺は薬師というか、治癒師なので」

「リュージさんは、たくさん患者さんを救ってきた人なの。私も手伝ってきたし、これは本当よ」

　アーニャのフォローもあって、再び胸に触れさせてもらう。





　診察Ｌｖ２

　状態：病み上がり。呪い無効化（二十四時間）






　ふたりとも、状態が病み上がりに変わっていた。

「よかった。ふたりとも、呪いは解除されました」

「呪い……ですか？　私は病気だって言われて、入院していたのですが」

「なるほど。お母さんの方は、呪いが少し弱まっていました。入院していたのも無意味ではなかったのではないかと」

　ひとまず、お母さんに推測を伝えると、突然背中から誰かに抱きつかれる。

「さっきのキスでお兄ちゃんが治してくれたんだねっ！　本当にありがとうっ！」

「君はものすごく危ない状態だったんだ。間に合ってよかったよ」

「ウチは病院に行って、一応薬は飲まされていたけど、もう手の施しようがないって言われていたの」

「でも、その薬のおかげで、こうして間に合って、君を助けることができたんだ」

「うんっ！　あ、ナターリヤっていうの！　ウチのことは名前で呼んでねっ！　お兄ちゃんっ！」

　その直後、一旦背中から離れたナターリヤが、俺の正面に回ってきて背伸びをする。

「大好きっ！」

　そう言って今度は医療行為ではないキスをされてしまった。

「あぁっ！　お兄さんにっ！」

「な、ナターリヤっ！　父さんの目の前でぇぇぇ」

「ふふっ。ウチの騎士様、見ーつけたっ！　カッコいいし、ウチより少し年上で、さらに命の恩人で……ウチ、お兄ちゃんと結婚する！」

　再びナターリヤが俺に抱きつき、キスしてくる。

　女の子特有の柔らかさが俺を包み込み、優しい香りが鼻をくすぐってくる……って、この子はアーニャの妹だし、何歳差だと思っているんだ。

「ナターリヤ。そういうのはまだ早いだろ」

「まぁ、あなた。ナターリヤはもう十八歳なんですよ。恋愛くらいして当然です！」

「お、お前まで……だが、せめて父さんのいないところでしてくれないか？」

　ご両親が――特にミハイルさんが困惑する中、当のナターリヤは意に介していない。

「ムリムリ。恋する乙女は誰にも止められないもん！」

　そう言って、再び俺の胸に顔を埋めてくる。

　しかし、ナターリヤは見た目が中学生だけど、十八歳なのか。

　そういえば、アーニャも見た目に反して二十歳だっけ。

「ちょっと待ってっ！　お兄さんは……お兄さんは、ボクのお兄さんなんだもんっ！」

「セシル!?　なにを!?」

「やだっ！　お兄さんはボクと一緒にいるの！」

　ナターリヤに対抗するようにして、なぜかセシルまで俺に抱きついてきた。

　もう本当にわけがわからないのだけど。

　ミハイルさんもオロオロしているし。

「って、ミハイルさん。今さらですけど、召喚しちゃって大丈夫でしたか!?　仲間と一緒に戦闘中とかではありませんか!?」

「それは大丈夫だ。魔王城付近の森で休憩していたところだったからな。しかし、突然俺がいなくなったことで、混乱はしていそうだが」

　ひとまず、今すぐ危険なことはないと聞いて安堵する。

　ナターリヤとセシルへ真面目な話をすると説明し、一旦離れてもらって、みんなでリビングへ。

「ミハイルさん。先ほど、奥さん――フェオドラさんとナターリヤさんを……」

「お兄ちゃん。ナターリヤって呼んで」

「……ナターリヤを召喚した後、ふたりが苦しんでいた理由に心当たりはありませんか？　ふたり……いえ、アーニャを含めて三人とも強力な呪いがかけられていたのです」

　真面目なトーンだからか、ナターリヤが甘えるようにして呼び方だけを訂正するに留まってくれた。いや、本来は呼び方も、どうでもいいと思うのだけどさ。

「呪い……ですか。可能性があるとすれば、私たちが魔王の側近を倒したからですかね？」

「魔王の側近？」

「えぇ。魔将軍とか呼ばれていたかな」

「そんなのを倒すなんて、本当にすごい……あれ？　ということは、ミハイルさんの家族だけでなく、一緒に魔将軍を倒した仲間の家族も同じ呪いにかかっているのでは!?」

「なんだって!?」

　それに気付いてからは、とにかくスピード勝負だった。

　ミハイルさんのふたりの仲間の名前を聞いて召喚し、混乱するふたりに事情を説明して、また家族の名前を聞いて召喚して……薬をたくさん用意しておいて本当によかったよ。

　呪いを受けていた人たちは、やはりアーニャのように知らない場所へ飛ばされ、呪いによって苦しんでいたらしい。

　全員助けることができてよかったものの、大所帯になってどうしたものかと思っていると、不意にいつもの声が頭に響く。




　――英雄たちの家族を救ったことにより、スキルのレベルが上がりました。城魔法に四階の増築が行われました――




　特に音もしなかったし、振動すらなかったけど、増築が完了したらしい。

「あれ!?　お兄さん。屋根裏部屋がものすごく広くなっているよっ!?」

「城魔法のレベルが上がって、屋根裏部屋と三階の間に、新たなフロアができたみたいなんだ」

　みんなを連れて四階へ上がると、三階によく似たフロアができていた。

　とはいえ、さすがに俺や結衣の部屋にあるラノベや漫画などはないみたいだけど。

　全員でリビングにいるのも大変だし、四階の部屋に各家族を割り当て、自由に使ってもらうことにした。

「じゃあ、ボクはお兄さんの部屋に行こーっと」

「ウチもお兄ちゃんの部屋へ行くー」

「ナターリヤ……ナターリヤァァァッ！」

　セシルはいつも通りと言えなくもないのだけど、ナターリヤが俺の部屋に入ろうとして、廊下にミハイルさんの悲しい叫び声が響く。

　ミハイルさんの気持ちはよくわかるので、ナターリヤには家族水入らずで過ごしてもらうように、お願いしておいた。

「そうだ。セシル、ミアさんにもらった魔法の手紙をひとつ使ってもいい？」

「いいけど、ミアになにを伝えるのー？」

「アーニャの家族が見つかったっていう話と、他の家族も含めて、元の国へ帰れるようにしてあげられないかと思って」

「そっか。ミアがアーニャの家族を捜してくれているもんね。じゃあ、ボクが書いて送っておくよー」

　ミアさんへの連絡をセシルに任せ、今日のところはみんなで楽しく食事をしようと思い、いいアイディアが閃いた。

「そうだ！　ＢＢＱだっ！」

　日本では実現できなかったけど、複数の家族が集まって、庭でＢＢＱをするのって夢があると思わない？

　ある意味、そこら中すべてが庭という環境の中で、ミハイルさんの仲間の魔法使いが無駄に大きな炎を起こしてくれたので、直火で肉や野菜を焼いて食べ、みんなで楽しむ。

　そう、俺は休日にこういうことがしたかったんだよな。

　ブラック企業に就職してしまったし、そもそも休日がほとんどなかったから、できなかったけどさ。

　人生初の家の前でのＢＢＱを満喫した後は、割り当てたそれぞれの部屋へ。

「セシル、おやすみ」

「お兄さん、おやすみ」

　ＢＢＱではしゃぎすぎ、すぐに睡魔に襲われた。




　その翌朝。

　なにかが唇に触れたような感じがして目覚めると、なぜかすぐそばにセシルの顔があって、思いっきり目が合ってしまった。

　なぜ、セシルの顔が俺の顔のすぐ横に？

　状況を理解できずにいると、いつの間にかセシルの顔が消え、毛布の中で小さくなっていた。

　俺が寝ぼけていただけだと思うんだけど、起きてからセシルが目を合わせてくれないのはなぜだろうか。

「リュージさん。ついに、セシルさんと……」

「アーニャ、なんの話っ!?」

　なぜかアーニャに生温かい目で見られながら朝食を済ませたところで、ミアさんが現れた。










第６章　異世界観光




　ミアさんたち三人が来たので、全員でリビングへ行くと少し狭くなってしまう。

　というわけで、何人かは四階の部屋で待機してもらい、話をすることに。

「セシル。アーニャさんの家族が見つかったの？」

「うん。正しく言うと、見つけたわけではなく、お兄さんが魔法で呼び出したんだけどね」

「魔法で呼び出した？　どういうこと？」

　ミアさんや、お連れのレオンさんとダニエルさんも顔を見合わせているので、ひとまず俺が魔法を使えるようになった経緯を説明する。

「すごいわね。二次魔法なんて聞いたことがないけど、それで召喚魔法まで使えるなんて。というか召喚魔法って、相手の名前を知っていれば強制的に呼べちゃうのね」

　そうなんですよ。俺なんて拒否権もなく、強制的に異世界へ呼ばれたんです！　……って、言いたいけど言えないのがつらいところだ。

　……ん？　待てよ。アーニャの家族や、ミハイルさんの仲間や家族も、確かに名前だけで呼べてしまったな。

「あの、どなたか魔王の名前を知っている人っていませんか？」

「魔王の名前なら、俺たちじゃなくても誰でも知っているよ。魔王アブラアム・レガツォーニっていうんだ。魔法を使って、全世界に宣戦布告してきたからね」

「なるほど。ミハイルさん、ありがとうございます。ミアさん、今からありったけの戦力を集められませんか？」

　俺の意図がわからず、キョトンとしながら首を傾げるミアさんに、召喚魔法の特性――名前さえわかれば、強制的に呼べてしまうことと、思いついたアイディアを話してみる。

「つまり、予め最高戦力を招集しておいて、そこへ魔王を召喚。みんなで総攻撃するってこと？」

「はい。街からは離れた方がいいかもしれませんし、もしかしたら魔王は召喚魔法をブロックできるかもしれませんが」

「いえ、やってみる価値はあると思うわ。なにより予め戦力を集めて準備できるところが最高で、これなら国の騎士隊を遠くの魔王城まで派遣する必要もないもの」

　ミアさんによると、魔王を倒すにあたって困難なことのひとつが、魔王の居城までの移動らしい。

　魔王を倒すために騎士団を動かそうとしても、大軍だと同盟国以外を通過する際に侵略だと勘違いされないように入念に説明することや、食料や宿泊場所などの調整が必要で、とにかく事前準備だけでもものすごく大変なのだとか。

　そのため、たったふたりの護衛だけを連れて、ミアさん自ら魔王退治の旅に出たという話だ。

「しかし、ミア様。騎士団を遠く離れた魔王城まで送る必要がないというのは、大変魅力的ではありますが、魔王が召喚魔法を防いだ場合を含め、万が一失敗してしまった場合に面倒なことになってしまいますよ？」

「別にそれくらい構わないわよ。騎士団の大遠征の下準備に比べれば大したことがないし、最悪魔王に防がれたとしても、こちらがなにか被害を受けるわけじゃない。なにより、ダメだったとしても、謝って済むレベルですもの。やってみましょう！」

　それから、具体的にどこで魔王を召喚するかとか、騎士団だけでなく宮廷魔術師部隊にも声をかけるとか、綿密に計画を立てていく。

　特に、魔王を迎え撃つ陣形について議論が飛び交う。

　なにせ、想定ではこちらが大軍なのに対して、相手はひとりだからね。

　直接攻撃ができるのは最前列の者だけだろうし、後列の遠距離攻撃が可能な魔法使いを多めにしようとか、前衛が崩れたら魔法使いたちの防御力が弱くて全滅するので、攻撃できなくても騎士は大勢必要だ……などという話に。

　その後も議論が続き、ようやく陣形の話が終わると、アーニャの家族を元の国へ戻す件について、ミアさんから国レベルでサポートすると言ってもらえた。

「では、一週間後に南東の平原へ集合しましょう。それまでに、最大限の戦力を集結させてみせるわ」

「わかりました。ではそれまでに、こちらも準備をしておきますね」

　ミアさんから戦力を集める時間が欲しいと話があり、一旦解散となったので、まずはみんなに説明し、俺も準備をすることに。

「みなさん。急な話ですが、一週間後に魔王と戦うことになりましたので、どこか安全な場所へ避難しましょう」

「待って、お兄さん！　ボクは戦うよー！　魔法なら得意だし、遠くからでも攻撃できるからね」

「……そうだね。セシルの魔法は確かに有効だよな。でも、決して無理しないでね」

「もちろん！　お兄さんのそばにいるよ」

　そう言って、セシルが抱きついてくる。

「わ、私は後方支援で……」

「ありがとう。じゃあ俺は今からギリギリまでポーションを作るから、アーニャは怪我をした人がいたら、そのポーションを渡してあげてほしいんだ。もちろん、後方でね」

「待ってー！　お兄ちゃん！　アーニャお姉ちゃんは、お兄ちゃんのお手伝いをするんでしょ？　だったらウチもするっ！」

　アーニャが後方支援を申し出てくれたかと思ったら、ナターリヤまで手伝うと言う。

　アーニャは、これまで一緒に行動してきて、お互いにわかり合えているところもあるし、一緒に連携して魔物と戦ったりもした。

　だけど、ナターリヤは幼いし、なにより俺やセシルとの連携が不安だから……と、家で待っていてもらうことに。

「ウチも、お兄ちゃんの力になりたいのにっ」

「じゃあ、戦いの前に薬草集めをお願いできるかな？　できる限り、たくさんのポーションを作っておきたいんだけど、そのためには材料が必要なんだ」

「わかったー！　ウチ、お兄ちゃんのために頑張るね！」

　そう言って、ナターリヤが俺に抱きついてきて……あぁぁぁ、ミハイルさんの顔が真っ青になっているから。

　とりあえず、今後もお父さんの前でそういうことをするのはやめてあげようね。

「ふ、ふふふ……これもすべて魔王が悪いのだ。この感情をすべて魔王にぶつけてやる！」

　ミハイルさんたちのパーティも戦う気満々みたいだけど、時折俺の方を見てくるのはなぜだろうか。

　一週間後に戦うのは魔王だからね？

　ひとまず、みんなで南東へ移動し、周辺にある薬草を摘んでもらう。

　一方の俺は城魔法を出して、調剤室でひたすらポーションを作っていく。

「お兄さーん！　薬草を持ってきたよー！」

「お兄ちゃん！　ウチの方がたくさん薬草を摘んだからねー！」

「それ、猫のお姉さんとか、お母さんが摘んだのも混ざっているよね？　個人だったら、絶対にボクが一番多く摘んだもんっ！」

　セシルとナターリヤが謎の争いをしているが、突っ込んでいる時間も惜しいので、両方からもらい受け、未だかつてないほどの量の薬草を調合する。

　薬草採取を手伝ってくれていたミハイルさんたちも、一旦戻ってきて自分の装備の点検を行った後、消耗品を補充すると言って街へ。

　それからの数日間は、場所を変えては薬草を集めてもらい、俺がひたすらポーションを作るという日々を繰り返し……あっという間に決戦の当日となった。




「お兄ちゃん！　今日は大切な日だから、ウチが腕によりをかけてお昼ご飯を作ったよー！」

「ありがとう、ナターリヤ。……うん、とっても美味しいよ」

「えへへー……お兄ちゃん、絶対無事に戻って来てね？」

「あぁ、もちろんだよ」

　ナターリヤが作ってくれた昼食をみんなで食べ、しばらくすると、遠くから地鳴りのような大きな音が聞こえてきた。

「リュージ、セシル！　お待たせー！　この国と周辺の同盟国も巻き込んで、騎士と弓兵に、宮廷魔術師……合計一万人ほどを連れてきたわよー！」

　おそらく騎士たちが到着したのだろうと思って外へ出ると、ミアさんが数え切れないほどの人を連れてやってきた。

　たった一週間で周辺国と調整し、これほどの人を集められるというのは、ミアさんはかなり優秀で、人望があるのではないだろうか。それに加えて、王女なのに自ら魔王退治の旅をしているくらいだし、行動力があるのだと思う。

「騎士は円陣で、第三層まで設けましょう」

「弓兵は矢をつがえる時間が必要なので、二段階に分けたいですね」

「宮廷魔術師は、魔力を練る時間が欲しいのぉ」

　ミアさんが連れてきた騎士や弓兵に、魔術師たちといった各部隊の隊長など、主だった人たちで陣形と戦術の確認を行い、それぞれの配置に就く。

　召喚魔法を使う予定の場所を騎士やミハイルさんたちが取り囲み、その周囲を弓兵、さらにその周りを大勢の魔術師やセシルが取り囲む。

　手て筈はずとしては、まず俺が召喚魔法を使い、魔王を直接見たことがあるというミハイルさんたちが、本物の魔王かどうかを確認する。

　俺の時みたいに、万が一間違いだったら洒落にならないからね。

　で、魔王だった場合は、それまでに魔力を練って、魔法の準備をしておいた魔術師たちが一斉に魔法を放ち、次いで弓兵たちが矢を、状況を見て前衛の騎士たちが突撃するという手筈だ。

「Ａランクのポーションを配られるのですかっ!?　き、貴重な高ランクポーションをっ!?」

「えぇ。たくさん用意しておきましたので、みなさん飲んでおいてください」

　ミアさんの傍にいたレオンさんが驚いているけど、できるだけ負傷者を出したくないからね。

　これに加えて、前衛には生命力や防御力がアップするポーションを、後衛には魔力がアップするポーションを飲んでもらう。

　当然、俺もＡランクのナリッシュメント・ポーションを飲む。

「では、いきます！　みなさん、準備はいいですね!?」

「おぉぉぉっ！」

　大声で叫ぶと、周りの騎士たちから割れんばかりの大音量で叫び声があがった。

　それを合図に、早速魔王を召喚する。

「サモン・コール。魔王アブラアム・レガツォーニ！」

　その直後、赤黒い皮膚に巨大な翼や尻尾が生え、腕が六本もある巨大な影が現れた。

　その場からすぐに離れて見てみると、背丈が俺の三倍くらいあり、至るところに巨大な角が生えた、仰々しい化け物だ。

「間違いない！　魔王だ！　魔王アブラアムだっ！」

「魔法部隊！　一斉攻撃っ！」

　ミハイルさんの声が聞こえると同時に、指揮をとるミアさんの声が響き渡る。

　魔法で伝達されたミアさんの指示で、数千人の魔術師たちが一斉に魔法攻撃を放つ。

　巨大な炎と風の魔法が混ざり、炎の嵐が魔王を包み込んだところに、巨大な雷が落ちる。

「弓兵、一斉射撃っ！」

　嵐が収まると、次は千本近い矢が一斉に放たれた。

　突然召喚され、いきなり強力な魔法攻撃を受けたところへ多数の矢が放たれ、魔王の身体に突き刺さる。

「前衛！　第一騎士隊、突撃っ！」

　最前列の騎士たちが槍を構えて突撃したところで、ようやく魔王が動き出した。

　というか、これほどの攻撃を受けて生きているのが不思議なのだけど、今度は魔術師たちの半数が防御魔法を使ってみんなを護り、突撃した騎士たちが一旦下がったところで残りの半分の魔術師たちが再び攻撃魔法を放つ。

　これならいけるのでは!?

　そう思った直後、隊列を入れ替わった直後の騎士たちが吹き飛ばされる。

「なっ!?　尻尾……だと!?」

　先端だけでも一メートルくらいの直径がありそうな尻尾で薙なぎ払われ、騎士たちが大きく陣形を崩す。

　マズい！　この作戦は、前衛となる騎士たちで魔王の動きを封じることを大前提としている。

　騎士たちの後ろに陣取る弓兵や魔術師たちは、攻撃特化で防御力は弱い。

　それに、もしも魔王があの位置から動き出してしまったら、この大人数での陣形が仇となって柔軟に対応できず、攻撃できなくなる！

　一瞬、最悪の事態を想像してしまったのだけど、それが現実となるかのように魔王の大きな翼が動き出し、その巨体が宙へ舞う。

　このままでは、こちら側が崩壊してしまうっ！

「グラビティ・プレス」

　ミアさんと一緒に行動していた老齢の魔術師ダニエルさんの声が響き渡り、魔王の身体が地面に叩きつけられる。

　魔法の名前と魔王の動きからして、どうやら対象を重力で地面に押しつける効果のようだ。

「アース・スパイク」

　そこへセシルの魔法で地面から尖った岩が突き出てきた。

　Ａランクのマジック・ポーションを飲んでいるからか、同じ魔法なのに昨日見た時よりも大きく、より鋭利な岩となっているのだが、魔王の身体が硬いのか、尖った岩で突かれただけで致命傷に至っていない。

　だが、ここで俺が閃いてしまった。

「グラビティ・プレス」

　先ほどダニエルさんが使用した、魔王を地面に叩きつける魔法を二次魔法で発動させ、セシルの生み出した尖った岩に魔王の身体を突き刺す。

　ちょっと残酷かもしれないが、これも魔王を倒すため。

　魔王は身体を貫かれても、しばらくはジタバタともがいていたが、次第にその動きも収まった。

「倒し……たのか!?」

「倒したんだよなっ！」

「魔王を倒したぞっ！」

　一万人の人々が歓喜の声をあげる中、ダニエルが近付いてくる。

「見た魔法を使えるようになると聞いていたが、まさかワシのとっておきまで使えるとはのぉ」

「勝手にすみません。使わせてもらいました」

「いや、いいのじゃ。しかし、お主は平気なのかの？　あの魔法は、重力を操作する魔法。対象にかかる重力を十倍にするが、大量の魔力を要するのじゃが」

「この二次魔法は魔力を消費しないみたいで、実は連続で何度でも使えるんですよ」

「なんと！　ワシでも魔力を練りに練らなければ使えぬ超高等魔法だというのに、すごいのぉ」

　どうやら二次魔法は、少し効果が劣化するものの、伝説級の魔法も容易に使えてしまうようだ。

　まぁ召喚魔法を連続で使えていた時点で、十二分にすごいスキルだけどさ。

　お祭りムードの中で、魔王に吹き飛ばされた騎士たちにポーションを配っていたアーニャが俺に近付いてきて、くいくいと服を引っ張る。

「どうしたの？」

「リュージさん。あの魔王……本当に死んでいますよね？」

「そうだと思うけど？　どうかした？」

「いえ、さっき少し動いたような気がしまして」

　アーニャは怖がりだなと思いつつ、念のために亡骸を観察しようとして……動いたっ!?

「みんな離れてっ！　魔王はまだ死んでないっ！」

　だけど俺の叫び声が、騒いでいる一万人の軍勢に届くハズがなく、大半の者が浮かれてしまっている！

　――ゴゥンッ！

　その直後、魔王の周辺に黒い炎が巻き起こり、近くにいた騎士たちが巻き込まれてしまった。

「ふはは……人間どもよ。まさか召喚魔法で呼び出されるとは思っていなかったぞ。だが、甘いな。我は不死の身体。この程度の攻撃で倒せると思うなっ！」

　魔王が尻尾を使い、セシルの魔法で出現した岩を粉々に吹き飛ばす。

　その破片が騎士たちや弓兵たちに直撃し、流血している者が大勢出ているようだ。

「グラビティ・プレス！」

「甘いわっ！　我に同じ手が何度も通じると思うなっ！」

　二次魔法スキルで先ほどの魔法を使ったのだが、魔王が二本の腕を上げると、黒い盾のような物が現れる。

「人間にしてはなかなかの使い手だが、次は我の番だ！　先ほどの礼として、まずは貴様から葬り去ってやろう！」

　魔王は二本の腕で魔法を防ぎ、残りの四本を俺に向けてきた。

　その直後、四本の腕に闇色のなにかが集まり、放たれた。

「えっ!?　あっ……」

　あっという間のことで、なにもできないうちに闇色のなにかが視界を覆い尽くす。

「セイント・ボム！　……危なかったわね、リュージ。気を付けて！」

　ミアさんの声が聞こえたかと思うと、身体に衝撃が走り、気付いた時には地面を転がっていた。

　今のは、ミアさんが爆弾みたいな魔法で俺を吹き飛ばして、魔王の攻撃から守ってくれたのか。

「お兄さんっ！　大丈夫っ!?」

「あぁ、ミアさんのおかげでね」

「……あのね。今の闇色の魔法を見て思い出したんだけど、ボクが幼い頃に妖精さんからもらったのは、闇の力を封じる魔法なんだ。きっと、あの魔王に使うべき魔法だと思うけど……光の精霊は扱いが難しいんだよ。お兄さん……少しでいいから、魔王の動きを止められないかな？」

　駆け寄ってきたセシルが、魔王の力を封じる魔法を使うために、隙を作れないかと相談してきた。

　俺が二次魔法で使える一番強力な魔法はダニエルさんの重力魔法だけど、それはすでに二本の腕が生み出す盾で防がれてしまっている。

　今は騎士や魔術師たちが魔王を最初の場所に押しとどめてくれているけど、残りの四本の腕と尻尾で騎士たちを攻撃していて、いつこの陣形が壊されるかわからない。

　早くなんとかしなければならないのだけど、あの盾を生み出し続けたまま、残りの腕で攻撃してくるのはズルいよな。

　……そうだ！　腕か！　向こうが複数の腕を使ってくるなら、こっちも腕を使って攻撃してやる！

「セシル。今から魔王の動きを止めてみるから、準備してて！」

「うん！　わかった！」

　セシルに声をかけると、魔王の側面に移動し、二次魔法を発動させる。

「カース・タッチ！」

　俺から黒い腕が伸びて魔王に触れると、白目をむき、巨大な身体の動きを止めた。

　レイスから――ロザリーさんから受けた攻撃で、俺は一瞬で気を失ったのだが、魔王にも効いたようだ。

　だがそれも一瞬のことで、魔王の瞳に光が灯る。

「ホワイト・ミスト」

　しかし魔王が再び動き出す前に、セシルの魔法が発動し……白く薄い霧が魔王を覆う。

　これで魔王の力が封じられる……と思ったのだが、六本の腕や尻尾を使った攻撃が激しさを増している。

　もう一度カース・タッチで動きを止めて……いや、グラビティ・プレスのように、また防がれてしまうか？

　……待った！　なにか違和感がある。

　なんだ？　俺は今、魔王のどこに違和感を覚えたんだ!?

　大きな腕と太い尻尾を使って騎士たちを吹き飛ばす魔王の姿をジッと観察し……ようやく違和感の正体に気付く。

「魔王が腕を六本とも使っている！　……セシルが使った魔王の力を封じる魔法で、あの盾が出せなくなったんだ！」

　セシルの言う光の精霊による魔法は、おそらく魔王の闇の魔法を封じたんだ。

　だから、盾が出せなくなっていて……今なら、さっきの魔法が効くはずっ！

「グラビティ・プレス！」

「ぐっ……」

　効いたっ！

　これならきっと魔王に勝てるっ！

「ふっ、惜しいな。人間の魔力は乏しい。この重力を操作する魔法は、おそらくもう使えないだろう。だが、多少身体が重くなったとはいえ、我はまだ……」

「グラビティ・プレス！」

「――ッ!?」

　ダニエルさんと俺とで、合計五回目となる重力を十倍にする魔法を使い、魔王にかかる重力は合計十万倍となった。

　セシルに魔法を封じられた時点で空へ逃げていれば、また結果が違ったかもしれないが……いや、その時点で重力が一万倍になっていたから、すでに飛べなかったのか。

「グラビティ・プレス！　グラビティ・プレス！　グラビティ・プレス！」

　魔王は魔力の限界だとかって言っていたけど、生憎と俺は二次魔法スキルで、この魔法を何度でも使用できる。

「グラビティ・プレス！　グラビティ・プレス！　……グラビティ・プレス！」

　すでに十の何乗になったかわからないくらいの重力がかかり、魔王の身体が大地にめり込み、すごい勢いで地中深くへと埋まっていく。

「セシル！　なにか土系の魔法で魔王を埋めて！」

「了解っ！　ストーン・シャワー！」

　かなり地中深くへ埋もれた魔王に繋がる穴に、セシルが大量の岩を落としていく。

「アーニャ！　騎士たちにポーションを！」

「はいっ！」

「頼むよ……ストーン・シャワー！」

　アーニャに騎士たちの治療を任せ、俺も二次魔法でセシルと一緒に埋める作業に加勢する。




　――魔王を倒したことにより、スキルのレベルが上がりました。城魔法にガレージの増築が行われました――




　無我夢中で二次魔法を使っていたら、いつもの声が頭に響いた。

「魔王……倒しちゃった」

　あの声が聞こえたのは、きっとそういうことで、今度こそ大丈夫だと胸を撫で下ろす。

「リュージさん。Ａランクポーションのおかげで、みなさん無事です」

　素早い動きを活かして、騎士たちにポーションを配っていたアーニャが戻ってきて、笑顔で教えてくれた。

「お兄さん！　すごーい！」

「いや、これはみんなが協力したからだし、ダニエルさんがすごい魔法を使ってくれたからだって」

「そうかもだけど、お兄さんがこの案を出していなければ実現できなかったんだよー！」

　セシルが興奮した様子でしゃべっていると、後ろからなにか柔らかい物がぶつかってきた。

「リュージ、すごいよっ！　召喚魔法だけじゃなく、あのすごい魔法を連続で使うなんてっ！　魔王を倒した英雄として、国中に広めないとっ！」

「ミア！　どうしてお兄さんに抱きつくのっ!?　離れてよーっ！」

「あっはっは。いいじゃない！　こんなにめでたいんだよ？　誰ひとり命を落とすことなく世界が平和になって、みんなが家族のもとへ帰れるんだ！　騎士たちを指揮する者として、これ以上嬉しいことはないよっ！」

　セシルの言葉でようやく理解したけれど、どうやらミアさんに抱きつかれているらしい。

　ミアさんは着痩せするのか、意外に大きな膨らみが……じゃなくて、ミアさんがお姫様なのに魔王討伐の旅に出たのは、自国の騎士たちを犠牲にしないためでもあったのか。

　少数精鋭で魔王を倒せば、犠牲は少ない。

　でもその分、ひとりひとりにかかる負担が大きすぎるんだよね。

「そうだ。家族のもとへ帰るといえば、アーニャたちを元の国へ帰してあげなきゃ」

「うん。それについては全力でサポートさせてもらうよ。こちらで馬車を手配するし、到着するまでの旅費もすべて国で負担しよう。魔王を倒してくれた褒美としては少ないくらいだから、他にもなにか希望があれば聞くよ」

　ミアさんがアーニャたちの帰還について話していると、セシルがなにやら言いづらそうに口を開く。

「あ、あのさ……じゃあボクからひとつお願いがあるんだけど」
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「お兄さん、見てー！　綺麗なお花畑だよー！」

「本当だ。あっちは風車かな？　珍しいね」

「じゃあ、ちょっとだけ寄っていこうよー！」

　セシルの提案で馬車を停めてもらい、花畑へ歩いていくと、俺の腕に柔らかい膨らみが触れる。

「お兄ちゃん。綺麗なお花畑だねー！」

「あぁぁぁっ！　ナターリヤ、そういうのはズルいよっ！」

「でも、セシルは馬車の中でお兄ちゃんのすぐ隣に座っているじゃない。外に出た時くらい、ウチが隣でもいいでしょ」

「うぅぅぅ……ナターリヤを国へ送ってから観光旅行にすればよかったー！」

　魔王を倒した褒美としてセシルが希望したのは、アーニャたちの国までの移動費用の代わりに、大勢が乗れるサイズの馬車だった。

　というのも、エルフの国を抜け出して自由に旅をしていたから、このまま続けたいと。

　目的地はアーニャたちの国にするとしても、自分たちのペースで観光しながら、まったり行きたいというものだ。

　魔王を倒した際に、家に大きな車庫が追加されたので、馬もそこで休ませることができるし、俺も気心の知れた仲間たちと、まったり旅行ができるので、まったく文句はない。

　そんなことを考えながら、みんなで花畑を見ていると、突然なにかが飛び出してきた。

「リューちゃん！　いやー、やったね！　素敵な美容品を作ってくれるだけじゃなくて、魔王まで倒しちゃうなんて」

「うむ。妾がスキルを与えた甲斐があるというものなのじゃ。セシルもよくやってくれて、妾も嬉しいのじゃ」

「この声は……ガーネットとティターニアさん!?　あれ？　目薬を使っていないのに、どうして見えるんだ？」

　花の中から小さな二人の妖精が出てきたかと思うと、俺とセシルの周囲をひらひらと舞い始めた。

　どうやら俺やセシル以外にも姿が見えているらしく、ナターリヤが目を丸くして驚いている。

「あぁ、今は隠蔽魔法を解除しているのじゃ。魔王を倒してくれたし、お主たちの前では姿を隠す必要もないであろう？　……それより、魔王を倒してくれたことについて、本当に感謝しておるのじゃ。ありがとう」

　宙に舞うティターニアさんが頭を下げたかと思うと、ガーネットがなにかを取り出す。

「というわけで、お礼も伝えたことだし、リューちゃんには新たな美容品をお願いしたいなー、なんて」

「うむ。魔王もいないことだし、妾に最適な品をじっくり作ってもらいたいのじゃ。しばらく、一緒に同行させてもらうから、よろしく頼むのじゃ」

　ティターニアさんは、本当に美容にこだわるな。

　まぁ急ぎの旅でもないので、構わないけどさ。
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「リュージさん。セシルさんとナターリヤ、どっちにするんですか？　お礼ということで、時々私でもいいんですよ？」

　ナターリヤが妖精に興味津々で、俺から離れてくれたかと思うと、今度はアーニャがくっついてきて、からかってきた。

「うぅ。ナターリヤだけでなくアーニャまで。けど魔王を倒した英雄だし……ぁぁぁ、でも父さんはどうすればっ！」

「あなた。うるさいですよ？　いっそ、一夫多妻制の国に行ってもらいますか？」

「そういう悩みじゃないんだぁぁぁっ！」

　唐突にミハイルさんが頭を抱えながら転げまわり、フェオドラさんに止められているが……なんの話をしているかはわからないけど、賑やかだからよしとしよう。

　そんなことを考えながら、周囲の景色を楽しんでいると、今度はセシルが俺の腕に抱きついてくる。

「お兄さん。次は、どこへ行こうか？」

　魔王がいなくなって平和になった世界だというのに、まったりではない気がするけど、俺はしばらく念願の観光旅行を続けることになったのだった。




了










あとがき




　はじめまして。向原行人と申します。

　本作は、なんとなく……本当になんとなく、クレリックとクリニックって、似ているよねーと思ったことがきっかけとなり、そこから設定を考えて書き始め、第一回グラスト大賞にて優秀賞をいただくことになりました。

　ただ、普段の生活でクレリックという言葉を使うことはないのですが、この辺りは私がファンタジーものを書くことが多いからなのかなーと思ってみたりします。えぇ、もちろんこれは、毎日真面目にこつこつ執筆しているからこそであり、決してゲームのしすぎとかではないはずです。……きっと。

　ちなみに私は、ゲームではクレリックというか、ヒーラー……回復役をするのが好きだったりします。

　前衛で戦っている人たちに回復魔法を連打したり、ステータスを上げる魔法で支援したり、壁役を越えてきてしまった敵を引きつけて、後衛の人たちを守ったり……あ、本当にゲームとかしてませんよ？　日々執筆ですよ？

　ゲームの話は忘れて、本作は異世界転移のお話ですが、実家が大きく関わってきます。

　最近はいろいろあって、私は車で三十分のところにあるのに帰省できておりませんが、実家っていいですよね。

　住み慣れた家で、くつろげて、なにも気を遣わなくてよくて。

　そんな実家と、エルフと猫耳少女が出てくるお話ですが、あとがきから読まれていらっしゃる方は、ぜひとも本編を読んでいただければと思います。




　以下、謝辞となります。

　担当のＩ様、Ｓ様。この度は、本作のためにご尽力いただき、本当にありがとうございました。いつもメールの返信が深夜で申し訳ないのですが、今後ともよろしくお願いします。

　素敵なイラストを描いてくださった鍋島テツヒロ先生。素晴らしいです！　特にアーニャが私の嗜好にどストライクです！

　そして、本作の出版や販売に関わってくださった皆様方、感謝しかございません。




　最後になりますが、読者の皆様。本作をお手に取っていただき、本当にありがとうございます。今後も頑張って参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。




向むこう原はら行いく人と










リュージのご飯




「お兄さん。摘んできた薬草とかは、ここに置いておくねー！」

「あぁ、ありがとう」




　セシルが薬草の束を調剤室に置き、急いで二階へ上がって行った。

　おそらくリビングでラノベの続きを読むのだろう。

　そろそろクライマックスに入るというところで、続きがものすごく気になると言っていたからね。




「リュージさん。セシルさんと一緒に摘んだ植物はこちらに置いておきますね」

「ありがとう」




　続いてアーニャがやってきて、植物の束を置いて行く。

　おそらくアーニャは食事の準備に取り掛かるのだろう。

　しかし、セシルと一緒に摘んだと言っていたけど、アーニャは植物の知識がないからか、関係の無い植物が混ざっているな。

　これなんて、どう見てもただのワラで……ん？　待てよ。ワラか。もしかして……やっぱり！

　鑑定スキルを使ってワラを調べると、俺が思った通りの効果がある！




「調合！」




　早速調合スキルを使うと……うん。これも俺が思った通りの薬が出来た。




「アーニャ！　頼みがあるんだ！」

「えっ!?　そんなに慌ててどうされたのですか？」

「大豆を……大豆を茹でて欲しい」

「大豆……ですか？　あの、元々料理に使おうと思って、昨日から一晩水に浸している大豆があるのですが、こちらでもよろしいですか？」

「うん。むしろ、そっちの方が良いかな」




　そう言うと、アーニャが鍋に水を注ぎ、料理に使う予定だったという豆を半分程鍋に移してくれた。

　鍋が煮立ったら大豆をザルにあげて、適当な容器へ。




「アーニャ、ありがとう！　あと、そこの布巾を借りてもいいかな？」

「もちろん構いませんが……なにをされるのですか？」

「ふっふっふ。俺の故郷の食べ物を作ろうと思ってね」




　大豆と布巾を手に調剤室へ戻ると、先程作った薬――納豆ポーションを豆の中へ。

　昔は大豆をワラで包んで納豆を作っていたってなにかで読んだけど、異世界で納豆菌と同じポーションを作れるとは思わなかったよ。

　あとは布巾を被せて、温かいところへ置いておく。

　二日ほど経つと……おぉっ！　しっかり納豆になってる！




「アーニャ！　お米を……白米をお願いっ！」

「え？　朝食なら、先程食べたばかりですよね？　もしかして足りませんでした？」

「いや、そういう訳じゃなくてさ。前に言った、俺の故郷の料理が出来たんだ……あ、そうだ。じゃあ、お昼ご飯に一緒に食べよう！」

「わかりました。では、昼食にはお米を用意しておきますね」




　いやー、異世界へ来てから洋食が多かったけど、久々の和食だな。

　昼食をワクワクしながら待って……その時が遂に来た！




「お昼ご飯だー！　アーニャ！」

「はい。用意していますよ」

「今日は、リュージの故郷の料理が食べられるって聞いたよー！　楽しみー！」




　アーニャとセシルが期待して待っているので、満を持して納豆を出す！




「さぁ食べてくれ！　これが俺の故郷の納豆……」

「リュージさんっ！　それ、腐ってますよっ！」

「お兄さん、どいてっ！　それ、魔法でどこかへ吹き飛ばすからっ！」




　えぇぇぇ……そこまで言われるのっ!?




「いや、これは発酵って言って、チーズなんかと同じ……」

「匂いが……私の鼻には匂いがきついですっ！」

「猫のお姉さんっ！？　大変っ！　猫のお姉さんが気絶しちゃったよー！　お兄さん、なにかポーションをっ！」




　結局、アーニャもセシルも食べてくれなくて、俺ひとりで手作り納豆を食べることに。




「うぅ、こんなに美味しいのに。ネギとよく合うし……あー、タレが欲しいな」




　残念ながら、異世界の住人に納豆は受け入れられなかったよ。
















この物語はフィクションです。
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